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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ　　『帰き還かん』







　それは、名もなき樹海の奥おく深く────





　行く手を阻はばむようにそびえる巨きよ大だいな木々。


　苔こけむした幹みきは岩さながらに堅けん固ごな様相を見せ、その頂点はどれだけ見上げても木々の葉に隠かくれて覗うかがえない。


　……ぴちゃん。


　蒼そう然ぜんと茂しげる葉の先からしたたり落ちる雫しずく。はるか頭上から落ちてきた水すい滴てきが──


「冷つめたっ！」


　その真下を歩く女性の額ひたいに落ちて、飛ひ沫まつとなった。


「大だい丈じよう夫ぶですか姉上」


「ええ……少しびっくりしただけだから」


　ハンカチを取りだして濡ぬれた額を拭ぬぐう小こ柄がらな女性。一枚布を加工して作った貫かん頭とう衣い風の法衣を羽は織おっているが、その衣ころももまた雫に打たれて水気を帯びていた。


「……はぁ。雨後の森って歩くの大変。靴くつも泥どろまみれだし」


「突発雨スコールでしたからね。大樹の陰かげで雨を凌しのげただけでも幸いです」


　小柄な女性を「姉上」と呼んで隣となりに付つき添そう護衛。こちらは女性ながらに男性に並ぶほどの長身で、その背には重厚な狙撃銃ライフルが鈍にび色いろに輝かがやいている。


　そして何より目をひく──両目を覆おおう漆しつ黒こくの遮眼帯ブラインダー。


「休みますか？」


「そうもいきませんよホルン。浮遊大陸オービエ・クレアの巡じゆん回かいも巫み女この仕事です……とはいえ」


　貫頭衣姿の小柄な女性が、くすっと表情をやわらげた。


「強がっても仕方ありません。白状すると少し疲つかれました。あと三十分ほど巡回したらキャンプ地に戻もどりましょう」


「──はい」


　ホルンと呼ばれた護衛に疲ひ労ろうの色はない。相当の重量があるはずの狙撃銃ライフルを背に担かつぎ、さらには両りよう肩かたに一いつ挺ちようずつ重厚な短機関銃マシンピストルを提げていながらだ。


　そして両目を覆う遮眼帯ブラインダー。


　完全に零ゼロとなった視界のはずが、その護衛は雨でぬかるんだ大地をこともなげに歩いていた。地面に突つきでた大樹の根を避さけ、頭上に張はり巡めぐらされた木々の枝をかわしていく。


　──異様な光景。


　この樹海がどこであるか知る者からすれば、遮眼帯ブラインダーで目を隠して歩く行こう為いがどれほど無む謀ぼうなことかは火を見るよりも明らかだろう。


　生ビ態オ生ト育ー野プ。


　浮ふ遊ゆう大たい陸りくオービエ・クレアの最さい端たんをなぞるようにして広がる未開の地。いまだ知られざる生物・生態系はもちろん、竜りゆう種をはじめ大型肉にく食しよく獣じゆうたちの生息地でもある。


　……どこからともなく響ひびく奇き怪かいな鳴き声。


　虫か、鳥か、それとも獣けものなのかもわからない。蒼然と茂る大樹海の奥地から奥地へと、数多あまたの生物の鳴き声がこだまする。


「姉上、だいぶ歩いていますが水分補給は？」


「もう少しだから我が慢まんします。ここで水すい筒とうの水を飲むよりも、キャンプ地に戻ってお茶を淹いれた方が美お味いしいもの」


「わかりました」


　──しかし、二人にここが生ビ態オ生ト育ー野プということの恐きよう怖ふは見られない。


　さながら自分の庭を歩くかのごとき自然体。


　過分な恐怖は身体からだを竦すくませ、過分な警けい戒かいは迷いを招く。そして、その過度な恐怖と警戒こそが生ビ態オ生ト育ー野プで致ち命めい的てきな危険を生む原因。それを知っているからこそだ。


「……」


「姉上？」


　ぴくっ、と全身を一いつ瞬しゆんふるわせて小柄な巫女が動きを止める。それを瞬時に察知した護衛もまた足を止めた。


「透とう視し？　何か見えましたか」


「……いえ、念話の方。巫女の第二位メイメルさんからよ。『戻ってこれる？』だって」


　微び笑しようをうかべて首をふる巫女。


「『天結宮ソフイアから統政庁に巫女を特使として遠えん征せいさせるから、特使役の巫女が不在になるぶん塔とうの業務をお手伝いしてほしいの』とのことよ」


「……同じ巡回班なら、私たちより巫女の第一位側に話がいくと思いますが」


「そうね。でもメイメルさんのことだから深い考えがありそう。いずれにせよ大事なお話だし、断るわけにもいかないわ」


　でしょう？──ウィンクする巫女に対し、その護衛からの返事はなかった。


「…………」
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「どうかしたの」


「いえ。統政庁に行く巫女とやらが誰だれかと考えていただけです」


　やや間を置いて答える長身女性。


「ユミィさんですって。メイメルさんは皇おう姫ひ様のかわりに塔の統率役だし、春蕾シユンレイさんは……内気でいらっしゃるから統政庁との交こう渉しようは難むずかしいものね。消去法でユミィさん」


「…………そうでしょうね」


　濁にごった言葉を吐と息いきにまじらせて、深い深い溜ため息いきをつく護衛。


「では急いでキャンプ地に戻ります。行くわよホルン」


「……はい」


　護衛対象である巫女が身をひるがえす。


　その背をじっと見つめながら──


「ユミィ……ユミィ・エル・スフレニクトールが統政庁に？」


　遮眼帯ブラインダー姿の銃じゆう使い。


　千せん年ねん獅しの第三位ホルン・ノヴァは、虚こ空くうに向かって小さく小さく呟つぶやいた。


「お前が……たった一人の子供すら救えない巫女が天結宮ソフイアの代表とでも言うのか？」












　第一章　　『金管楽器ホルンと弦楽器ヴイオラ』







　　　　１





「…………」


　まな板の上に山と積まれたキノコたち。


　糸のように細い真っ白なキノコに、岩のように硬かたそうな真っ赤なキノコ、毒々しい斑まだら模様のキノコは何やら不気味に動いてるし、現在進行形で風船のように膨ふくらんでは胞ほう子しを撒まき散ちらすキノコもある。


「…………むぅ」


　その不気味なキノコたちの山を、シェルティスは睨にらみつけるように見下ろしていた。


　鳶とび色いろのくせっ毛と、わずかなあどけなさと悪戯いたずらっぽさを残した相そう貌ぼう、華きや奢しやというほどではないが線の細さを感じさせる容姿の少年だ。


「どれが毒キノコでどれが食べられるかだなんてさ……」


　愛用している黒の上着ジヤケツトを脱ぬいで、シャツの上からストライプ模様のエプロン姿。


　なぜこんな恰かつ好こうをしているかというと、いま自分の立つ場所が厨ちゆう房ぼうだからである。しかし厨房といっても調理を任まかされたわけでなく、渡わたされたのは包ほう丁ちようのかわりに一冊のガイドブックだった。


「……僕ぼくには、全部毒キノコにしか見えないんだけどな」


　背表紙に『キノコ大たい全ぜん』と書かれたガイドブックを片手に、写真付きのページとまな板の上のキノコを交こう互ごに見比べてみる。


　たとえば、この毒々しい斑模様をしたキノコ。不気味に動くのが特とく徴ちようなのだが、渡された『キノコ大全』にはこんな記き載さいがある。





『混色マダラ毒シメジ


　赤と黄色の二色の斑はん点てん模様が特徴だ。あと動く、三秒に一回くらい勝手に動くわけで、これは胞子を飛ばした反動でそう見えるわけだ。わかるな？


　とりあえず命知らず以外は食うな、ていうか触さわるな。食ったら吐はき下くだしで一週間はトイレから出れねぇ強力毒キノコだ。運が悪かったら腎じん臓ぞうと肝かん臓ぞうやられて死ねる』





「……とりあえずこれは食べられませんと」


　触るなと書いてあるし、触ふれたら皮ひ膚ふからも毒が入るのかもしれない。包丁の先っぽで恐おそる恐るまな板からどかそうとして──


『あ、待ってシェルティス。私はこっちだと思います。ほらその見開きの左ページの』


　胸むな元もとで揺ゆれるペンダントで、その先に取りつけられた機械水晶イリスが瞬またたいた。


「こっち？」


『はい、こっちなら食べられますよ。ご一考してみては？』





『混色マダラ毒シメジモドキ


　赤と黄色の二色の斑点模様が特徴だ。あと動く、四秒に一回くらい勝手に動くわけで、これは胞子を以下略。（面めん倒どうだから右ページを見ろ。）


　右ページのは毒キノコだが、こっちは食用で煮にるなり焼くなり好きにしろ。右の毒キノコとの違ちがいは動きだな。向こうは三秒に一回で、こっちは四秒に一回動く。それを見み極きわめろ。……まあ、時々アッチが四秒に一回でこっちが三秒に一回周期で動く時もあるんだが、その時は運が悪かったと思って諦あきらめろ。日ひ頃ごろの行いが良ければ食っても無事だ。祈いのれ。祈ってから食え、俺おれはこの方法で一度も毒入りにあたったことがねぇ』





「どう見分けろっていうのさ!?」


『いやほら、日頃の行いが良ければ食べても平気と書いてあ──』


「無理無理無理っ！　このガイドブックだめだろっ!?　ていうかこの文章なに、ガイドブックの説明文じゃないだろ。『祈れ、俺はこの方法で一度も毒にあたったことが』って、そんな無責任な!?　著者は誰…………ヴァ……イエル？」


　見み間ま違ちがいだろうか。渡されたガイドブックの著者の名前が、自分と同じ部隊に所属する男の名前と同じである。


　……そういえば、ヴァイエルはたしかに料理得意らしいけど。


　なにしろ自分の所属する部隊で、モニカと華宮カグラという年頃の少女たち二名をさしおいて、ただ一人まともに料理の作れる男である。


「いや、でもまさかねぇ」





　著者紹しよう介かい。


　日頃の一人暮らしの経験を生かした「男の料理」解説本を出版したところ大ベストセラーに。その毒舌ながら丁てい寧ねいで熱い解説が幅はば広ひろい層に支持されている。……最近、本業の護士の方でガキの寄せ集め三人部隊にスカウトされたぜ。ったく面倒くせぇ。





「ヴァイエルだ!?」


『良かったですね、身内が書いたのなら信用できます。さすがは部隊の料理長』


「どうかなぁ……」


　やっぱり危険なものは避さけておこう。山と積まれたキノコから、次に真っ白く細いキノコを取りだして、再びガイドブックとにらめっこ。と──


「ねえシェルティス、いま私のこと呼んだ？」


　厨房の中央にて、軽快なリズムで包丁の音を響ひびかせていた女性がふり向いた。


　ここ浮遊大陸オービエ・クレアの第二居住区で、喫茶店カフエテラス『二ア羽ルのビ白レ鳥オ』の店長だ。まだ若い……おそらくは二十代前半ながらこの店を切り盛りする彼女だが、店内で料理長と呼ぶ時は彼女のことを意味するのが日常だ。


「ううん、料理長違い。別の人の話だから」


「あらそう？　ところでさっき任せたキノコ鍋なべの準備、終わった？」


「んーと、まだ用意どころかキノコの選定が」


「あらあら、しょうがないわね。それならこっちは私がやるから。あなたは向こうの鍋を見ておいて。吹ふきこぼれそうになったら水を差すこと」


「はいはい。……久しぶりに戻もどってきた途と端たんこれだもん」


　おおよそ丸二ヶ月ぶりだろうか。


　天結宮ソフイアに再入にゆう宮きゆうするまで住みこみで働いていた古巣にようやく戻ってきたと思いきや、自分の顔を見た彼女がまず最初に口にしたのが「お帰り」でも「久しぶり」でもなく「料理の準備を手伝いなさい」なのだから、もう身も蓋ふたもない。


「久しぶりに戻ってきたからこそ、よ」


　出で刃ば包ぼう丁ちようを器用にくるくると回しつつ微笑ほほえむ彼女。


「でもちょうど良かったわ。この前の休日にキノコ狩がりに行ったんだけど、手当たり次第取ってきたせいでどれが毒キノコか選ぶの大変だったの。シェルティスが来なかったら、私、面倒だから全部鍋で煮こんでお客さんに出しちゃおうかって」


「毒殺する気まんまん!?」


「大だい丈じよう夫ぶよ。その前に、誰か毒味役の男の子をアルバイトに雇やとうから……丈夫そうな子を十人くらい」


「全然大丈夫じゃないよ、その人たちがまずいよ！」


　……あぁ良かった、犠ぎ牲せい者しやが出る前に食い止められた。


　……ていうかこれ、普ふ通つうは喫茶店カフエテラスで考えるようなことじゃないと思うけど。


「でもすごい量。このキノコ全部一人で採とったの？」


「もちろんエリエと一いつ緒しよよ。あの子の三輪ヴィークルに乗せてもらって生ビ態オ生ト育ー野プでね」


「生ビ態オ生ト育ー野プ？　え、でもあそこって」


　浮遊大陸オービエ・クレアは大きく三つの区域に分けられている。


　まずは大陸の中心にして人の住む居住区。


　その外側が自然区。ここは自然を残しながらも比ひ較かく的てき安全なエリアである。


　そのさらに外側が生ビ態オ生ト育ー野プ──もはや人の手の届かぬ大自然が浮遊大陸オービエ・クレアの端はしまで広がっている未開の地だ。野生の竜りゆう種や大型肉にく食しよく獣じゆうなど、そして何より幽ゆう幻げん種しゆとの遭そう遇ぐう率がぬきんでて高いエリアでもある。


「野生の肉食獣がうじゃうじゃ……」


「ええ、久しぶりにスリル満点で楽しかったわぁ。地竜に火吹き鳥に、体長十メートル超ちようの毒ムカデ。思わず昔を思いだしちゃった」


「料理長、何者ですか？」


「おかしなこと言うのねぇ、ただの喫茶店カフエテラスの店長よ？」


　トン、トトトトトン。逆さか手てに握にぎった包丁で精密に野菜をみじん切りにしていく彼女。


　……包丁を逆手に握ってる時点でおかしいよね。僕が双そう剣けん持ってる時の握り方にそっくりだし。


「あ、それとシェルティス。メイメルは元気だった？」


「メイメル？」


「ええ、天結宮ソフイアの巫み女こにそんな名前のがいるでしょ。あなたも天結宮ソフイアの護ご士しなんだから、もう会ったかなって思ったんだけど。ほら、あの悪戯好きな巫女よ。どんなに忙いそがしくても一日一いつ杯ぱいの野菜ジュースと一時間の美容体操を欠かさない巫女」


「会いましたけど……って、え、な、なにその意味深な情報！　ねえ、なんで喫茶店カフエテラスの店主が巫女のプライベートまで知ってるの!?」


「え？　だってこんなの当たりま────」


　そこまで言いかけて、ふと口をつぐみ、何かを考えこむように腕うでぐみする料理長。


「……この話はまたいつか」


「うわっ、余計気になるしっ！」


　巫女の第二位メイメルと料理長。


　……気になるんだけど、なんだか知るのも怖こわい気もするし。


　知りたいけど深入りは避けよう。なんとなく背に寒いものを感じ、シェルティスはこれ以上の追つい及きゆうは断念することにした。


「ところで一緒に生ビ態オ生ト育ー野プに行ったっていうエリエは？」


「外はずれの市場でお買い物よ。でも遅おそいわね。もう頼たのんでから一時間だし、とっくに帰ってきてもおかしくないけれど」


　怪け訝げんそうな表情で料理長が眉まゆを寄せる。


「またどこかで道草してるのかしら」


「んーん、してないよ。ただ珍めずらしい捕とり物ものがあったから見物してただけ」


　やおら店の勝手口が開き、両腕に紙かみ袋ぶくろを抱かかえた少女が姿を見せた。


「たっだいま！　ってシェルティスじゃん、なーんだ、戻ってくるなら先に言っといてよ。一昨日おとといまで統政庁行ってたんでしょ？」


　どさっと紙袋を調理台に載のせるエリエ。


　オレンジ色の髪かみはぼさぼさで、化け粧しようっけも一切なし。油まみれのツナギを愛用する、十六歳という年頃の華はなやからしさの欠片かけらもない出いで立ちだ。


「そそ、昨日は帰った後の報告書まとめてて、今日は午前中だけお休みとれたの。だからその間に外出できるかなって。午後からまた会議だけどさ」


「へぇー、会議？　じゃああたしとユトも遊びに行こうかな」


「……いまの会話から、どうして遊びに来るって発想が出てくるかな」


「会議の間はシェルティスの部屋でおとなしくしてるもん。会議が終わったら遊ぼ？　ね？　ユトもシェル兄のところに行きたいっていってたし」


「じゃあ時間がとれたらね」


「ほーい！　じゃあ今日のお仕事パパッと終わらせるよ。おつかい用のヴィークルのエンジン点検だけだから数分で終わらして──」


「お待ちなさいエリエ？」


　再び勝手口に走っていこうとする少女の首根っこを、料理長がすばやく捕つかまえた。


「お仕事は良いのだけれど、その前に報告することがあるでしょ？　ずいぶんお買い物が遅かったようね。何かを見物してたって言ってたかしら？」


「あ、それ僕も気になってた」


　珍しい捕り物があったというけれど、それはどういうことだろう。


「そうそう、それ言おうと思ってたの」


　首根っこを摑つかまれたままエリエがぽんと手を打つ仕草。


「さっき広場のとこでさ、あたしちょうどひったくりの現行犯見ちゃったの。お年寄りの鞄かばんを狙ねらった泥どろ棒ぼうがさ、鞄をひったくってそのまま逃にげちゃって」


「あら珍しいわね。窃せつ盗とうだなんて」


　煮に立たった鍋の様子を横目に見つつ、料理長が驚おどろいたように目を丸くする。


　軽犯罪とはいえ、治安の良い居住区でそういった窃盗が起きるのは稀まれだ。通報装置がいたるところに設置されてるし、監かん視しカメラで犯人の顔も一いち目もく瞭りよう然ぜんだというのを誰だれもが知っているからである。


「捕り物というからには、当然警備員さんが捕まえたと」


「それがさ料理長、あたしもっと珍しい場面見ちゃったんだな、これが！」


　興奮した口調でエリエが握り拳こぶしを作ってみせる。


「広場から逃げるひったくり犯！　ああ、おばあさんの鞄の運命は!?────とか思ってたらさ、道の反対側の交差点からでっかいライフル銃じゆう担かついだお姉さんが現れて、何するかと思ったら銃口をひったくり犯に向けて『ズドン！』と」


「発はつ砲ぽう？」


「鎮ちん圧あつ用のゴム弾だんだったけどね。いやぁビックリした。だって街中の警備員が持ってるのって電気銃でしょ？　それがあんなゴツくて重たそうなライフル銃！　服装もさ、警備員の青い制服じゃなくて、なんだか暗色系の迷めい彩さい服っぽいスーツだったし」


『エリエ、それは街の警備員ではない気がしますよ。私のデータ上、ライフル銃のような大型銃器は警備員の携けい行こうリストにありません』


「あ、やっぱり？　でも凄すごいんだよ！　そのお姉さんライフル銃片手で持ってたからね、それも日中の広場で、人ひと混ごみの中をかきわけて逃げる犯人をねらい撃うちだもん。ハズしたら一いつ般ぱん人じんに当たるのに…………まぁよく撃って当てたなぁって」


「当たるだろうね。百発撃っても全部当たると思う」


『当てるでしょうね』


「うん？　シェルティスもイリスもなによ、知ってる人？」


「エリエ、たぶんそれ警備員じゃなく護士だよ。それもめちゃくちゃ有名人」


　両手持ちのライフル銃の片手撃ちワンハンドシヨツトを可能にする並外れた膂りよ力りよく。さらには人混みのなか躊ちゆう躇ちよなく引き金を弾ひく度ど胸きようと、それに裏打ちされた狙そ撃げき能力。


　そして何より──


『ねえエリエ。その女性、もしかして変わった目め隠かくしをしていませんでしたか』


「してたしてた！　両目隠してライフル銃ぶっ放すんだもん、ありゃ凄いよね！……で、その人って誰？」


　……遮眼帯ブラインダーをつけた狙撃手。


　……彼女、天結宮ソフイアに帰ってきてたのか。


「エリエも名前だけは聞いたことあると思うよ。ほら、浮遊大陸オービエ・クレアでもっとも有名な姉妹っていえば」


『ホルン・ノヴァ──巫女の第三位ヴィオラ・ノヴァの妹にして、千せん年ねん獅しの第三位である機術装甲士エクスマキナ。浮遊大陸オービエ・クレアを代表する射撃の達人にして『魔ま弾だん』の使い手です』
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　天結宮ソフイア地上階、関係者専用ゲートにて。


「外出とは珍しいですね」


　塔とうの員章をチェックする守衛が座るはずの席に、なぜだか見知った顔がいた。


「……華宮こそ何してるのさ」


「受付のアルバイトです。ほら員章見せてください」


　しれっと答えるのは機メ械ツ帽トを目ま深ぶかにかぶった少女だ。シェルティスと同じ部隊に所属する護士候補生であり、同時に電算関連の技術者という顔も持っている。


「このアルバイトはわたしの嗜し好こうに合っていまして、趣しゆ味みも兼かねつつお金も手に入る天職です」


「えっと、人間観察ってやつ？」


「あらかた正解です。誰がどんな時間帯に塔とうを出入りしてるか、そのサンプルを採とっているところです。意外な人物の行動パターンが入手できて面白いですよ」


　華宮は『ネルの民たみ』と呼ばれる亜あ人種だ。横にツンと突つきでた耳が特とく徴ちようである彼女たちは、先天的に数学や統計といった学問に強い反面、警けい戒かい心がとても強い。華宮の人間観察という趣味もそこから派生しているのだろう。


「ちなみにあなたの外出先ですが、二ア羽ルのビ白レ鳥オですか？」


「知ってるの？」


「ライバルエリエが働いている場所ですから、当然予想の範はん疇ちゆうです」


　さらりとうなずく少女。


「でもちょうど良かった、部モ隊ニ長カが探していましたよ。午後から会議があるのにあなたの姿がないんだもの。我らが料理長ヴアイエルは自分の部屋に籠こもってるし、うちの男性はそろって何をしてるんだ──と」


「ヴァイエルが部屋に？　珍しいじゃない」


　晴れの日はたいてい、屋外訓練場のベンチで昼ひる寝ねにいそしむのが日課のはずだけど。


「ええ、何やら執しつ筆ぴつで忙しいと言ってました。『キノコの次は……野草にするか？』と、意味不明なことを言っていましたが」


「……出るんだ、『キノコ大全』の続編」


「なにかご存じですか？」


「ううん。それより会議ってもうすぐだろ、ここでアルバイトしてたら──」


「心配いりません。……四…………三…………二……一…………はい、たったいまアルバイト時間も終しゆう了りようです」


　守衛用の席から華宮がぴょんと飛び降りる。


　彼女が並び立つのを横目に、シェルティスは塔の玄げん関かんへとつま先を向けた。


「今日の会議、長びくかな」


「……議題が議題ですからねぇ」


　視線はまっすぐ前を向けたまま、少女がわずかに肩かたをすくめた。


　浮遊大陸オービエ・クレアからはるか彼方かなたの浮遊島ラグーンに拠きよ点てんをかまえる統政庁。


　その遠えん征せい任務に護衛として同行し、浮遊大陸オービエ・クレアへと戻もどったのがつい一昨日のことだ。昨日は一日かけてその報告書を作成し、今日がその報告会である。


「わたしたちが作成した個人報告書をもとに、イシュタル筆頭が最終的な統とう括かつ報告書を作成するそうです。今日はそのための聴ちよう取しゆ。あと、あの場でわたしたちが対たい峙じした『彼ら』の情報の再確認。巫み女このユミィ様も参加されるそうですから」


　黄マ金ハ。


　空白イグニド。


　統政庁で相まみえた者たちが所属する第三機関。


「それだけ重要ってことか」


　決して短くはないだろう。


　会議が……ではなく、その後のさらなる対応が。


「会議室は２６８階。イシュタル筆頭が待っているかと思いますので、行きましょう」


　独り言のようにそう呟つぶやいて、機メ械ツ帽トをかぶった少女は口元を引き締しめた。
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「えーっと、それで華宮さんの報告書の続きだけど。華宮さんの報告書は基本よくまとまってるかな？　ただ事実だけを淡たん々たんと書きすぎて、自身の考察部分が足りないかも。さっきのヴァイエル君の報告書と正反対ねー」


　会議室に設置された丸テーブルの上かみ座ざに陣じん取どり、報告書片手に金きん髪ぱつの女性が座ったまま膝ひざを組みかえる。


　錬れん護ご士し筆頭イシュタル。統政庁への遠征の際、巫女の護衛として同行した鎗やり使いだ。


「さてさてモニカさんのは……うん、良く書けてる！　本当に隊長向きだねー」


「きょ、恐きよう縮しゆくです！」


　イシュタルの対面の席に座るモニカが恥はずかしそうに何度も会え釈しやく。


　淡あわい桜色の長ちよう髪はつが見目にも鮮あざやかな少女。かつては巫女見習いとして沁（しん）力りよく術式を修おさめ、いまは十字棍ロザリオ使いとしてシェルティスたちの部隊を率ひきいる部隊長でもある。


「よし、とりあえず必要な聴取は終わりっと。あー疲つかれたぁ。早くイーシャちゃんの顔が見たいなぁ。もう五時間も見てないもん」


　報告書の束をファイルに閉じてイシュタルが溜ため息いき。


「……じゃあそろそろ、みんながお待ちかねのアノ話に入る？　例の二人組」


　しん、と静まりかえる会議室。


　モニカと華宮が同時に肩をこわばらせ、頰ほお杖づえをついていたヴァイエルですら面めん倒どうくさげに顔を上げた。


「会合最終日に統政庁の庁舎を真正面から襲しゆう撃げきした二人組がいたよね。あらかたはみんなの報告書に書いてあったとおり。実際戦うはめになったわけだから当然だけど」


　そう。


　任務に関する報告会という名目でこそあるが、今日の会議の本題はこの──統政庁を襲撃した謎なぞの二名についての情報集約。


「黄マ金ハと空白イグニドだっけ？　あの二人の所属についてはまだ不明。本当に天結宮ソフイアとも統政庁とも関係ない第三機関の可能性が高いみたい……で、イシュタルが聞きたいのはこの先。イシュタルは黄マ金ハと、モニカさんたちが黄マ金ハの分身たちと戦っていた。あとは……」


「僕ですか」


　イシュタルの意味深な瞳ひとみに射い貫ぬかれ、シェルティスは心持ち姿勢を正した。


「そそ。キミが空白イグニドってのを追いかけたわけだ。何か、どんな些さ細さいなことでもいい。あの二人の正体や所属がわかりそうな手がかり、会話、証しよう拠この類たぐいを見聞きしたことがあれば残さず話してほしいな？」


「あ、でも…………」


　まず君からどうぞ────イシュタルの笑顔に見つめられながら、シェルティスは声を抑おさえて言葉を濁にごした。


「ん？　どうかしたの？」


　頰杖をついた姿勢で、むしろ楽しげな表情で先を促うながす錬護士筆頭。


「一人、大事な人が会議室に来てないから」


「ユミィ様のこと？」


　イシュタルの返答に無言で首しゆ肯こうしてみせる。


　ここから先、黄マ金ハと空白イグニドに関かかわる事じ項こうは巫女にも同席して聞いてもらうことになっていた。時間的には姿を見せておかしくないはずだが、まだユミィは現れない。


「待ちますか？」


「んー。いや、来る時には連れん絡らくもらうことになってるからいいよ。ユミィ様、この会議の直前まで巫女の修行が入ってて、それが終わり次第こっちに合流って話になってるから。修行が遅おくれてるんじゃない？」


　のほほん口調の錬護士筆頭。


　が。


「……それは奇き妙みようですね」


　沈ちん黙もくしていたモニカが重々しく口を開いた。


「イシュタル筆頭もご承知かと思いますが、巫女の修行は非常に過か酷こくです。過酷であるぶん、時間厳守が基本のはずですから」


　修行の延長は、巫女の心身に深刻なダメージを与あたえかねない。そのため修行中は常時、専属の医師がモニターで巫女の様子を観察している。


「へぇ、そうなの？　イシュタルってばそういうのよく知らないから」


　頰杖をついたままイシュタルが片かた眉まゆをつりあげた。


「でもねモニカさん、修行で遅おそくなってるわけじゃないなら、ユミィ様の遅ち刻こくの理由ってほかに見当つく？」


「……そう言われてしまえばそのとおりですが」


「んじゃいいや。時間がもったいないしこのまま進めちゃおう、ユミィ様にはイシュタルから伝えておくよ。終わるまでに間に合えばそれで良し。キミも、それでいい？」


　じっと正面から見つめられ、シェルティスは一いつ瞬しゆん答えに窮きゆうした。


　……反対する理由もないし。


　巫女の第五位ユミィ・エル・スフレニクトール──実のところ彼女とシェルティスは、天結宮ソフイアに入宮する前からの幼なじみである。しかしそれは私的な秘密であって、こうした公おおやけの会議でそれを主張する気はもちろんない。


「大だい丈じよう夫ぶです」


「良い判断。んじゃ続きを────ってどこまで話したっけ。んと、忘れちゃったんでキミからもう一度お願い」


「え？」


「だから、イシュタルが黄マ金ハと戦ってる間にキミが空白イグニドってのを追いかけたでしょ。その時に何か手がかりになりそうなものを見たり聞いたりしなかった？」


「……そう言われても、あの時話したことがほとんどですから」


　黄マ金ハと空白イグニドが撤てつ退たいしてすぐ、重傷を負っていたモニカをはじめ、ユミィを含ふくむほぼ全員が医師の診しん断だんを受けることになった。その間、一時間ほどイシュタルと話す時間があって、主要なことは全すべて話していた。


　統政庁の特務機関『天の車』ゼアドールとの共きよう闘とう。


　空白イグニドと呼ばれる男が黒ずくめの外見であったこと、そして『ミクヴァの緋ひ眼がん』を何らかの力で発動させ、強力な幽ゆう幻げん種しゆと機兵を呼びだしてみせたこと。


　そして何より不気味なことが…………


「ああ、そういえばそうだったね、空白イグニドってのがキミの知り合いだったんだっけ？」


　イシュタルの一言に。


　場の視線が一いつ斉せいに突つき刺ささるのを感じた。


「ええと……知り合いじゃなくて、向こうが勝手にそう言っただけです。最初に報告した時も同じこと言われた気がするけど」


「そうだっけ？　ごめんねー、イシュタルってば記き憶おく力弱くて」


　もちろん知っててわざとなのだろう。口元に皮肉げな笑みをたたえ、頰杖をついたままの当人は悪びれたそぶりもない。


「……シェルティス、筆頭の言ってることは」


「それは本当。ただ、繰くり返すけど僕は本当に空白ソイツと知り合いなんかじゃなくて、向こうが勝手にそう言ってきただけ」


　念を押おすモニカに伝わるよう、大きくゆっくりと首肯してみせた。


　……そう。知らないはずなんだ。


　会ったこともない。そのはずなのに──





〝私のことがわかるんですね。あぁ良かった。私、すごく嬉うれしいです〟


〝ねえシェルティス、『初めまして』、そして『お久しぶり』。この世界で会う時を待ち望んでいました〟





　あの時感じた胸の動どう悸きは……。


　あの────胸の奥おくをざわめかせる────奇妙な不安は何だったんだ？


「陽動ということは考えられますね」


　機マ械キ珠ナを抱だきかかえつつ、華宮。


「実際……統政庁の秘宝でしたっけ、それに接せつ触しよくしながらも統政庁の領域から逃にげきってみせたのでしょう？　そういった手口に手て慣なれていたのかも」


「阿あ呆ほう」


　誰だれより先に応こたえたのは、あくびを嚙かみ潰つぶしながらのヴァイエルだった。


「その時にゃ、ゼアなんとかっつぅ統政庁のゴツい傭よう兵へいみたいなのもいたんだろ。だったら片方だけ動どう揺ようさせたって意味ねぇよ。これだからガキは」


「な、そ、そんなことはわかりませんよ!?　そう思わせておいて実は──って、聞いてますか！　ねえちょっと!?」


　口早にまくしたてる華宮と、それを面倒くさげにあしらうヴァイエル。……にわかに、その二人を横目に眺ながめるイシュタルが溜息混じりにふり向いた。


「まあいいや。それならキミの方でも目新しい情報は持ち合わせてないと？」


「……何かあったら伝えます」


「そうしてね。じゃあ次は隣となりのモニカさん────」


　その十分後。


　誰一人として有効な情報を提示できぬまま、会議は終わりを迎むかえた。


「うーん……有力な情報なしと。まあしょうがない、終わりにしよっか」


　報告書を挟はさんだファイルを小こ脇わきに抱かかえ、イシュタルが率先して立ち上がる。それに続いてヴァイエル、華宮、モニカ。


『ほらシェルティス』


「あ、うん」


　機械水晶イリスに促うながされ、シェルティスもおずおずとその場を立ち上がった。


「あ、そうだ」


　──とん。


　自動扉とびらの前に立つイシュタルが、自みずからの提さげる長ちよう鎗そうの柄えを床ゆかに打ちつける。


「異い篇へん卿きよう」


「……え？」


「イシュタルからも一つ情報提供。統政庁で戦った時に、黄マ金ハがそう名乗ったの。異篇卿第三位ってね。おそらくそれが彼らの自じ称しようだけど、イシュタルが言いたいのはそんな通り名じゃなくて別のこと。何が言いたいかわかる？」


　第三位がいるのなら、最低でもまだ第二位と第一位が残っているということだ。


　さらに第四位から下もどれだけいるのかわからない。


「異篇卿と自称する連中が何人いるかもわからない、どこに潜ひそんでいるかもわからない。もしかしたら天結宮ソフイアにだって、黄マ金ハと互ご角かくかそれ以上に強力な異篇卿が潜んでいる可能性もゼロじゃない。夜中に一人で塔とうを散歩なんかしてごらん、襲おそってくれって言ってるようなものだから」


　ぞくりっ。


　恐きよう怖ふか重圧か、目に見えぬ何かが部屋に満ちた。


「あなたたち四人は異篇卿と関わってしまった、向こうにも顔を覚えられていると思って当然。もしアレらが目もく撃げき者の抹まつ消しようを企くわだてるとしたら────」


　天結宮ソフイアで誰より先に狙ねらわれるとしたら、自おのずとその矛ほこ先さきは自分たちの誰かになる。


「……ま、その可能性は低いと思うけど」


　こちらの緊きん張ちようを察してイシュタルが微び苦く笑しよう。


「目撃者を抹消なんて気があるなら、そもそも真まつ昼ぴる間まから統政庁を襲しゆう撃げきなんてしないもん。統政庁には目撃者なんて百人単位でいるだろうし」


　……その通りだろうな。


　イシュタルの忠告に、真っ先にシェルティスが浮うかべた感想がそれだ。が、あえて口にはしなかった。なにしろ異篇卿と名乗る連中の目的も何もかもが不明。用心に用心を重ねるべきだから。


「気をつけた方がいいよ。あるいは、怖こわがるのが嫌いやなら強くなること。イシュタルから言いたいことはそれだけ。んじゃあね～」


　ウィンクを残して去っていく錬れん護ご士し筆頭。


「ったく、ぞっとしねぇな」


「まったくだ」


　重苦しい溜ため息いきをつくヴァイエルに、珍めずらしくモニカまでもが同意してみせる。


『気になりますね』


「黄マ金ハとかのこと？」


『それもありますが、もう一つ。もっと身近なところです』


　点てん滅めつする機械水晶イリスは、思わせぶりな口調で先を続けた。


『ユミィ、最後まで来なかったんだなって』
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　天結宮ソフイア２８７階。


　おだやかな光に包まれた無人の通路を進み、最初の十字路にさしかかったところで。


「あら、あなたが巫み女このフロアに来るなんて珍しいわね」


「こんにちはメイメル様。ちょっと人探さがしですよー」


　落ちついた口調の女声に呼び止められ、イシュタルはその場で振ふり返った。


　メイメル・イン・カーネイション──結界系の術式を得手とする巫女の第二位。女性のなかではイシュタルも長身の部類に入るが、目の前の巫女もそれに負けじと高い。見目麗うるわしい双そう眸ぼうに、鮮あざやかな翡ひ翠すい色の長ちよう髪はつとドレス調の法衣が印象的な女性だ。


「メイメル様こそ、お部屋は一つ上のフロアですよね？」


「ええ、ちょっとユミィに話があったのだけど、あいにくあの子まだ戻もどってなかったから引き返してきたの」


　……ふぅん。


　……。


「あなたはどうしてここに？　と思ったけど、その表情だとあなたもユミィがお目当てだったみたいね」


「ご明察ですねぇ。実はユミィ様と会議デートの予定だったんだけど、土ど壇たん場ばで欠フ席ラれちゃって。何か別のことでお忙いそがしいのかなって様子を見にきた次第です」


「あらら」


　胸の下で腕うで組ぐみする巫女、その艶つややかな唇くちびるから吐と息いきがもれる。


「困った子ね。会議まで忘れるくらい修行に没ぼつ頭とうしちゃってるなんて」


「ふむふむ、やっぱり修行でしたか。会議でも話題になりましたけど、巫女の修行は時間厳守なんでしたっけ？」


「ええ。でも、あユのミ子イ本人がちょっと問題なの。さっき専門の医師から相談を受けたわ。『ユミィ様が修行の延長を望んでますが、平気でしょうか』って」


　……ユミィ様が？


　……はてさて、どんな風の吹ふき回しかな。


「いままでもあったことですか？」


「定期的にね。本当に困った子……いきなり修行の難度を上げたって心と体に負担をかけるだけなのに。悩なやましいわね」


　ふぅ、とメイメルの口から二度目の嘆たん息そく。


「修行、止めてきますか？　どうせイシュタルも報告がありますから」


「ありがとう。でもいいわ、もう別の適役にお願いしたから。巫女の第三位と言えばわかるわよね」


「ヴィオラ様ですね。妹のホルンちゃんと一いつ緒しよに帰塔したと聞きました。あの姉妹が戻ってくるなんて数ヶ月ぶりかな？」


「そうね。でもそれが──」


　巫女の第二位。


　遠えん征せい中の第一位と結界を祈いのり続ける皇おう姫ひ、その二人にかわって塔の指揮をとる巫女は、珍しくも表情にわずかな陰かげを落としていた。


「それがユミィを苦しめてしまってるのよね、特に千せん年ねん獅しのホルン・ノヴァの存在が」





　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]





　……ぽちゃん。


　小さな小さな飛ひ沫まつが、跳はねた。





　見み渡わたすかぎりの真っ青な氷ひよう塊かい。


　遠浅の海のエメラルドグリーンよりも青く、深海の群ぐん青じようよりも鮮やかで透とう明めい。わずかに混じる白は、無数の小さな気き泡ほうがそのまま氷に閉ざされたものだ。


　……ぽちゃん。


　時間の流れすら停てい滞たいした氷の部屋。見渡せば端はしの壁かべが霞かすんでしまうほど広大な部屋に、水すい滴てきが氷面を叩たたく音がこだました。


　氷の世界。


　零れい下か数十度、生命の時間が停止する温度。特とく殊しゆな機器は必要なく、その気温は、ただこの室内を埋うめつくす蒼そう氷ひようのみによって維い持じされていた。





『結界発動、四十時間が経過しました。これをもって訓練を終しゆう了りようします。


　巫女ユミィ・エル・スフレニクトール、お疲つかれさまでした』





　天てん井じように取りつけられた放送機器から届く監視員オペレーターの声。医師の資格を有し、さらに巫女の修道に用もちいる特殊機器の操作にも長たけた事務員だ。


　……シッ……ピシ……ッ……リッ…………


　部屋を埋めつくす蒼氷に亀き裂れつ。


　線のように細い罅ひびだったものが徐じよ々じよに拡大し、氷の表面から中央へと伝っていき──刹せつ那な、何千立方メートルという桁けた違ちがいの質量を持つ巨きよ大だいな蒼氷が、砕くだけ散ちった。


　──ぽちゃん。


　床に残った水たまりに、一糸まとわぬ少女の影かげが映うつる。


「…………ふぅ」


　両手を広げて深呼吸。なにしろ四十時間も肉体を仮か死し状態にして凍とう結けつさせていたのだ。凍こおり漬づけの状態で呼吸すら止めていたぶん、こうして意識的に一定のリズムで息をしないと酸素不足、あるいは呼吸をしすぎて過呼吸になってしまう。


　何度か息を繰くり返し、最後に大きく息を吸いこんで。


「さ…………さ………………寒いぃいいいいいいいっっっっ!!」


　濡ぬれそぼった自分の肩かたを抱だきかかえ、ユミィは悲鳴を上げた。


「さ、寒っ、……ていうか痛っっ！……身体からだが裂さける!?」


　沁しん力りよくによって創つくりあげた氷の結界。仮死状態の時は感覚が麻ま痺ひしてるからいいけれど、こうして感覚が戻った時の寒気は、「寒い」という感覚を通りこして極度の激痛として襲ってくる。


「はぁ……っ…………痛つぅっ!?……っ」


　紫むらさき色いろの唇を何度も何度も嚙かみつぶす。


　自分の肩を抱きよせた両りよう腕うでの、その指先の爪つめが皮ひ膚ふに食いこんで出血するほどに。そうまでしなければ耐たえられない苦痛に、しばし呼吸すらろくにできない状態で。


『ユミィ様』


「…………平気だよ」


　水たまりの床に膝ひざをついた姿勢で、ユミィはかろうじて顔を上げた。


『お疲れさまでした。扉とびらを出た更こう衣い室は暖だん房ぼうで暖めてあります、テーブルのポットに白さ湯ゆを入れて用意していますので、どうぞお休みになってください』


「…………」


『……ユミィ様？』


　もの言わぬ少女に、監視員オペレーターの声に動どう揺ようが混じる。


「もう八時間」


『え？』


「もう八時間……このまま続行させて」


　放送機器ごしに、監視員オペレーターが息を呑のんだのが伝わってきた。


『そ、それは……正気ですか！』


　監視員オペレーターの反応は正しい。『本気か？』ではない。ユミィの要求は、巫女の修行の過か酷こくさを知る者からは正気を疑わざるをえないものだった。


『三十六時間の規定スケジュールだけでなく、既すでに特例で四時間の延長をし終わった状じよう況きようです。もう計四十時間。それを……さらに八時間追加すると!?』


「まだたりないの」


『たっ……たりな────!?』


　声をうわずらせる女性監視員オペレーターに、ユミィは天井を見み据すえたままうなずいた。


　……そう、たりないんだ。


　……もっともっと限界まで。もっともっと奥おくの奥までたどり着きたい。


『しかし、これ以上はほぼ確実に命、そうでなくても精神状態に危険を及およぼす深度レベルに』


「それでいいよ、次はもっとギリギリまでやりたいの」


　今度こそ──


　ユミィの返答は監視員オペレーターを沈ちん黙もくさせた。


「お願い、もうちょっとだけ続けさせて」


　……いまのままじゃだめなんだ。


　このまま同じ修行を続けても、あの人が言ったことと変わらない。





〝お前だけが三年前から何一つ変わっていないということさ〟





　大聖堂にてツァリと名乗る女性から突つきつけられた、あの言葉。


　三年前──シェルティスが穢歌の庭エデンに堕おちた時から、どれだけ努力したと思っても、わたしが何一つ変わっていないのだと。





〝巫み女ことして一いつ生しよう懸けん命めいやってる？　努力して成長した？　それこそ幻げん想そうだな、お前が身を投じている修行も意味無き虚きよ像ぞうだ。鏡に映った実体無き虚像だよ〟


〝革変。お前の沁力を開花させるキッカケが絶対的に足りてない〟





　……きっかけ。


　巫女の過酷な修行を、さらに限界まで押おし進めることがきっかけになるかはわからない。だけど何もせずにはいられない。巫女の称しよう号ごうを与あたえられておきながら幽ゆう幻げん種しゆの力に圧あつ倒とうされるなんて許されないのだから。


　……千年前の世界、千年前の幽幻種。


　……あの時わたしは、幽幻種の魔ま笛てきに圧倒された。


　でも、本来わたしの沁力が押し負けるはずがない。沁力を『波長』として捉とらえた時の、その波ちからの大きさだけは誰だれにも負けないとメイメルにも言われたじゃないか。





〝いーいユミィ？　もしもあなたが魔笛の浄じよう化かに失敗するとしたら、それはあなたの力が及ばないのではなく、その逆だと心しなさい。沁力量が強大すぎて繊せん細さいなコントロールができず、せっかくの沁力を全すべて開放することができないことを恐おそれるべきよ〟





　────だとすれば。


　────幽幻種の魔笛に圧おされた理由が、まさにその出力性能。


　千年前の世界で戦った幽幻種の保有する魔笛量が10、自分に内在する沁力量がその倍の20と数値化できたとしよう。しかし幽幻種が魔笛を１００％の精度で発揮できるのに対し、自分はたぶん、その半分も発揮できていない。


　魔笛量10×出力性能１００％＝10


　沁力量20×出力性能　　40％＝８


　つまり内在する沁力量で上回っていても、それを術式のかたちで出力した場合に押し負けてしまうのだ。





〝だからあなたは、領域系や結界系のように繊細な術式は向いていない。修練が足りないとかじゃなくて生来の相あい性しよう。あなた自身の強みを生かす洗礼系で、沁力の出力を１パーセントでも上げることだけを考えなさい？〟





「ねぇお願い、もう少しだけ……せめてあと四時間だけ────」


　いまも寒気にふるえ続ける肩を二つの腕で抱きしめて、ユミィは天井の放送機器をじっと見上げた。沁力の出力がわたしの課題。その欠点を補おぎなうきっかけを見つけるためにも、いままで以上に危険な修行にも身を投じる必要がある。


『……しかし』


「じゃあ二じ──」


　二時間だけお願い、そう口にしかけた刹那。


『あ……それがその、ユミィ様にお客様です……フロアの昇降機エレベータ前で待っている、と』


「お客？　だれ？」


　巫女の修行時間は侵おかされざるもの。修行に籠こもっている間は誰であろうと時間をあらためるのが普ふ通つうだ。それを押しきって堂々と訪たずねてくる相手とは珍めずらしい。いるとすれば千せん年ねん獅し……は自分にいないし、すると巫女仲間の誰か？


「メイメル、それとも春蕾シユンレイ？」


『い、いえ……巫女というのは正しいのですが』


『ヴィオラ・ノヴァ様です。ユミィ様のお顔を見たいと』





　昇降機エレベータの扉の前で、彼女は口元に微び笑しようをたたえて佇たたずんでいた。


「お久しぶりですユミィさん、お元気そうで」


　一枚布に頭を出す穴だけをあけた貫かん頭とう衣い風の法衣を着た女性。春蕾とさほど変わらぬ背せ丈たけに華きや奢しやな体型、遠目には子供とも間ま違ちがわれそうな容よう貌ぼうである。


「ご、ご無ぶ沙さ汰たしてます！　本当にお久しぶりで……」


　そのすぐ前まで駆かけよって、息を切らせたままユミィは深々と会え釈しやくした。


　ヴィオラ・ノヴァ──巫女の第三位にあたる先せん輩ぱい巫女だ。専属護衛パートナーである千年獅はじめ腕利きの錬れん護ご士しをつれて、一年の大半を生ビ態オ生ト育ー野プの巡じゆん回かいで過ごしている。


「ごめんなさい……え、えっと四日前でしたっけ。塔とうに戻もどられたのは知ってたんですけれど、バタバタしててご挨あい拶さつに行けなくて」


「いいんですよ。私も戻ったばかりで慌あわただしかったですし、あなたも一昨日おととい統政庁から戻ったばかりでしょう？」


　見る者をほっとさせる穏おだやかなまなざしの彼女。


　小こ柄がらという点では春蕾と同じだが、目の前の巫女の落ちついた口調と穏やかさは、その背せ恰かつ好こうとは真逆の大人な印象を感じさせる。


「そうそう、忘れないうちにお土産みやげを。はい」


「……これって？」


　こちらの手首を握にぎって胸の高さまで持ち上げて、そのまま何かを握らせる彼女。


　光こう沢たくのある黒い石。表面は何かで磨みがき上げたかのようにツルツルで、全体に丸みを帯びたかたちだ。


「生ビ態オ生ト育ー野プで拾ひろった黒こく曜よう石せきです、天然物でこんなに綺き麗れいに磨かれた状態のってすごく珍しいんですよ？」


「……ヴィオラ、趣しゆ味みの小石収集は相変わらずですね」


　先輩巫女を前にユミィも微び苦く笑しよう。小石収集の趣味も、たとえ後輩であっても他人には必ず「さん」付けする癖くせも相変わらずだ。


「塔とうの外はどうでした？　今回もずっと生ビ態オ生ト育ー野プを巡回されてたって」


「相変わらずの大自然ですよ。大型の危険な獣けものもそうですが、気候もむちゃくちゃです。砂さ漠ばくのように晴れたかと思ったら翌日には大雪で、その翌日には大雨ですもの。暴風でテントが飛ばされるのも日常茶飯事だし」


「……よくご無事で」


「あの騒さわがしさに慣れてしまうと、塔の静かさが物足りなく感じてしまいますよ」


　亜あ麻ま色いろの髪かみをさらりとなびかせて笑む彼女。


「ところでユミィさん、いきなりごめんなさいね。修行中だとわかってはいたんだけど」


「い、いえ！　どうせ規定の時間は終わってましたから！」


　もう少し頑がん張ばりたくて交こう渉しよう中だった、というのはもちろん内ない緒しよ。


「というのは噓うそです」


「え？」


「修行中だとわかってて来た、ではなく、修行中だとわかったからこそ来ました。あなたの修行を邪じや魔ましたかったので」


　色素の薄うすい茶色の双そう眸ぼうで、ヴィオラにじっと見上げられた。


「ユミィさん、修行のやりすぎは身体からだに負担をかけるだけですよ？」


「…………」


　……そっか、おかしいとは思ってたんだ。


　思いやりと配はい慮りよにあふれた女性だ。ただお土産を渡わたしたいとか、顔が見たいくらいの理由で修行を中断させにくる人じゃないとは思ってた。


　……最初から、わたしの修行の行き過ぎを止めるつもりで。


「メイメルさんから聞きました。ここ最近いつもそうだって。でもとりわけここ数日……統政庁に向かう直前と、そして戻ってきてからが酷ひどいようですね。それを聞いて少し不安になりました。なぜなら────」


　我が子を叱しかりつける母親のような口調のヴィオラ。


　きっとそうなのだろう。この人は……この『姉の方』はいつも、後輩巫女である春蕾とわたしを我が子のように心配してくれている。


「あなたが修行をやりすぎてしまう原因の一つに、私の妹のホルンが関係してるんじゃないかと思ったからです」


「…………」


「やはり、そうですね？」


「……わかりません」


　まっすぐ自分のことを見上げるヴィオラ。目をそらすこともできなくて、言葉を濁にごすのが精せい一いつ杯ぱいだった。


　……でも、たぶんヴィオラの言うとおり。


　幼なじみシエルテイスに宿る穢歌の庭エデンの魔笛を浄化したいというのは、幼なじみとしての想おもい。


　そしてもう一つ──洗礼の巫女としてこのままじゃいけないという想いがあって、それはたぶん、千年獅ホルン・ノヴァに対する負おい目があるからだ。


「妹さんは……」


「塔の22階にある病院の、Ｄ区画といえばわかりますね？」


　塔内医院は、患かん者じやの容態に合わせて四つの区画にわけられている。


　緊きん急きゆう外がい来らいと軽傷者を扱あつかうＡ区画。


　入院を要し、手術が必要な重傷者を扱うＢ区画。


　生命が危ぶまれる深刻な容態の患者を扱うＣ区画。


　そして、それら三区画からも巨きよ大だいな扉によって隔かく離りされたＤ区画。この区画に運ばれる患者は、全て幽幻種の魔笛を浴びた患者である。対応は医師ではなく巫女見習いが行い、巫女見習いで対応できない患者は巫女が直じき々じきに浄化にあたる。


「……そう。そうですよね」


　千年獅ホルンが帰塔する理由はただ一つ。巡回の報告ではなく、Ｄ区画の一室で眠ねむり続ける子供の見み舞まいのはずだから。


「……ごめんなさい、わたし」


「ユミィさんが謝ることではありません。私やメイメルさん……巫女の第一位エルミーテイアさんすら浄化できなかった魔笛です、あなただけの責任じゃないですから」


「っっ、だけどっ！」


　自分を気にかけての言葉。そうわかっていてなお、そのまま聞き過ごすことはユミィにできなかった。


「……だけど、みんなはほかに得意な術式があるじゃないですか！……わたしは洗礼系しかろくに使えないもの。洗礼の巫女になるしか道がないから」


「ユミィさんがあの子を治なおしてあげるのも当然だと？」


「…………はい」


　事実、ホルン・ノヴァに言われたことだ。





〝ユミィ・エル・スフレニクトール……お前がテッシャを救えないからっ！〟


〝なにが巫女だ。こんな……子供一人の魔笛すら浄化できないのに……子供一人助けられないのに、お前のなにが洗礼の巫女だ！〟





　冷たい夜風の吹ふきこむ病びよう棟とうで。


　目を覚まさぬ子供を前にして言われたことも、わたし一人にあてたものだった。


「……そう言うと思いました」


　か細い肩かたを落としてヴィオラが溜ため息いき。


「本当はね、あまり帰ってきたくなかったの。だってユミィさん、ホルンが塔に帰る時に決まって修行で無茶して身体をこわすんですもの」


「……でも、そうするしか」


「洗礼の巫み女こと尊そん称しようされながら魔ま笛てきを浄じよう化かできないことに責任を感じてる、それはわかるけど、無理をしないでくださいね。巫女の本来の役目は魔笛の浄化ではない。穢歌の庭エデンを封ふうじる結界を維い持じすることです」


　巫女見習い時代から幾いく度ども諭さとされたことだ。


　巫女は冷れい酷こくでなくてはならない。誰だれを犠ぎ牲せいにしても、隣となりで誰が救いを求めていようとも、ひたすら氷結鏡界の維持にのみ力をそそがなくてはならないと。


「だから、巫女に過か剰じような期待を寄せるホルンの方が間違いなのです」


「…………」


「もし、この滞たい在ざい期間中に妹ホルンがあなたに何か言うようであれば仰おつしやってくださいね。姉わたしから妹ホルンを叱りつけますので」


「……はい」


　それでは────しっとりとそう告げて、巫女の第三位はきびすを返した。昇降機エレベータで自分のフロアへと戻る彼女を見送って。


「…………」


　深い深い溜息を天てん井じように向けて吐はき出して、ユミィはずるずると倒たおれこむように壁かべによりかかった。……力が入らない。気づけば膝ひざから力が抜ぬけ落ちてしまっていた。


「過剰な期待をわたしに…………それはつまり、それだけ期待してくれてたってことだよね。……わたしのこと信じて頼たよってきてくれたはずだったのに」


　あの日の自分は、ホルンの期待に応こたえることができなかった。洗礼の巫女とまで呼ばれた自分に、最後の希望を抱いだいていたはずだったのに。


「……あ……ぁ……ははっ、寒いなぁ」


　修行の影えい響きようだろうか。身体が凍こごえて仕方なく、身体を丸めてその場にうずくまる。


　…………。


　…………こんなにも悔くやしくて泣きたいのって、久しぶりだよ。


「なんで……こんな……身体が寒いんだろ」


　少女の掠かすれた笑い声がこだまする。


　やがてその笑い声はいつしか、幽かすかな嗚お咽えつへと変わっていった。
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　真夏を思わせる日ひ射ざしが燦さん々さんと照らす屋外訓練場。


　地平線が見み渡わたせるほどの砂漠に岩石地帯、湿しつ原げん地帯、轟ごう々ごうとうなる大だい瀑ばく布ふをそなえた広大な敷しき地ちの片かた隅すみで──


「おっ……おぉっ！　おぉぉぉぉっっ！」


　銀色に輝かがやく自みずからの員章を両手で握にぎりしめ、それを高々と掲かかげる華宮カグラ。


「す、すごい！　ほ、ほらほら。裏側の表示画面の隅すみですよ、『褒ほう賞しよう点』の欄らんに75点て入ってます。ちゃんと統政庁の遠えん征せい分のポイントが入ってます！」


「うっせぇな。騒さわがなくても全員入ってるから知ってんだよ」


　自分の員章を一いち瞥べつするや、面白くもなさそうに懐ふところにしまいこむのはヴァイエルだ。


「ガキか」


「い、いいじゃないですか！　こういうのは素直に喜ぶべきです。ちょっとほら、しまっちゃわないであなたのものも見せてください！」


　ぴっ、と両手を差しだす少女。


「はぁ？　他人の員章なんざ見ても面白くもねぇだろ」


「いいんです。ほらほら早く……ん？　あ、あれ？　なんで点数わたしより高いんですか？　この１０２点てどういうことでしょう。わたしたちに隠かくれて任務に出ていたとか」


「んな面めん倒どうくせー真ま似ねするかってんだ」


　しきりに首をかしげる少女の手から、ヴァイエルがさっと自分の員章を奪うばい取る。


「あっ、ちょっと！」


「統政庁行く前に、その部隊を決める最終予選が自然区の巡じゆん回かいだったろうが。あそこで誰かさんが幽ゆう幻げん種しゆ相手にへたれたせいで、俺おれが大だい迷めい惑わくしたの忘れたか？」


「あ……」


　機メ械ツ帽トの下、華宮の頰ほおが赤みを増した。


　幽幻種に襲おそわれた華宮を間かん一いつ髪ぱつのところで救出し、満まん身しん創そう痍いながらも幽幻種を撃げき退たいしたのがヴァイエルである。天結宮ソフイアの昇しよう進しん制度では『褒賞点』と呼ばれるポイントを稼かせぐ必要があるのだが、これは塔とうの任務を遂すい行こうするほか、幽幻種を倒すことでも加点される仕組みになっている。


『ああ、そういえば幽幻種の撃退点も加算されているんですねー。二人の褒賞点の差が27点だから、扱あつかいは小型幽幻種ですね。もう少し大物だったらその倍はもらえます』


「んなデケーの戦やってられっかよ」


　機械水晶イリスの呟つぶやきにヴァイエルが腕うで組ぐみ。


「……そういや、肝かん心じんの正せい護ご士し昇進には何点必要なんだ」


「３００、それくらいは知っておいてくれ」


　木こ陰かげで涼すずむモニカが即そく答とう。


「３００ポイント貯ためた時点で正護士試験に登録できる。一年で合格しなくても、そのまま任務を受け続けて４５０ポイント貯まれば一次の筆記が免めん除じよされるはずだ」


「そう考えると……僕ぼくがちょうど半分くらいだ」


　木陰のベンチに腰こしかけて、シェルティスも自分の員章を取りだした。


　褒賞点１７９点。これは統政庁の任務に加えて、レオンと出向いた浮遊島ラグーンへの調査任務のぶんも入っているのだろう。あの時には幽幻種も撃退したから、それも加算されている。


　二回の任務と、幽幻種の撃破が二回。これで褒賞点が半分を越こえたところか。


「モニカは？」


「わたしは２３１点……この部隊を組む前にも、何回か別部隊に数合わせで入れてもらったことがあったから。その時の点数が少しだけ」


『へぇ。でもすごいですね、もう少しで３００点じゃないですか』


「そ、それは……わたしはもう何年も候補生だから。普ふ通つうなら一年ちょっとで貯まるらしいし……ダメ候補生の方だから」


　顔をほのかに赤らめてモニカがうつむく。


「まぁそうですね、コツコツ真ま面じ目めに貯めて一年くらいはかかるはずです。そう考えると、今回の統政庁への遠征任務は破格の待たい遇ぐうと言えます。ほかの任務だと10点台、20点台がザラですし」


　直射日光がさすがに暑いらしく、機メ械ツ帽トを脱ぬいで華宮が額ひたいの汗あせを拭ぬぐってみせる。


「あと基本的に、任務を無事に遂行したとしても連続申しん請せいはできないそうです。任務を受けるのは自由ですが褒賞点は下りないらしくて」


「んなルールあったか？」


「あなたが知らないだけですよヴァイエル。その昔、まだ褒賞点の制度がなかった時の逸いつ話わですが、候補生ながらべらぼうに強い二人組がいたそうです」


　まだ暑いらしく、手を団扇うちわのように扇あおぐ華宮。


「その二人が組んで成功しない任務は無いとまで言われたそうで、任務を毎週のように受けては片かたっ端ぱしから成功させて、あっというまに正護士に昇進したそうです。たしか当時の最短昇進記録を塗ぬり替かえたはずですよ。これが後々問題になってしまったと」


「ん、おい待て。その何が問題なんだ？　悪くねぇんじゃねぇの？」


「その二人自体に問題はありません。問題なのは、その二人の成功例を見て自分たちもと任務を立て続けに申請してしまう候補生が続出したことです」


　少女が視線で訓練場のグラウンドを指さししめす。


　数人の教官が見守るなかで模も擬ぎ戦せん闘とうを繰くり広げる部隊、全身に重りをつけて熱砂を駆かける候補生もいれば、寡か黙もくに筋力トレーニングに励はげむ者もいる。


「候補生はまだ経験も浅く技量も未熟な者が多いでしょう？　そんな候補生が任務の難易度もかまわず挑ちよう戦せんしたって成功するわけもなく……結果として任務に失敗、負傷して入院してしまう者が相あい次ついだと」


「身の程を知れってことか。ったく、いつの時代も阿あ呆ほうはいるもんだ」


　ベンチに腰かけてふんぞり返るヴァイエル。


「まあ阿呆連中もそうだが、そのくそ生意気そうな二人組もやっぱ同罪だな。そいつらのせいで、いま俺らが任務受けるのが面倒になったわけだ」


「……あの頃ころは若わか気げの至りといいますか」


「ん？」


「あぁ、い、いやいや、何でもないよ!?」


　耳ざとく聞き返してくる青年に、シェルティスはあわてて手をふった。


　……言えやしない。


　……それ、僕とレオンでしただなんて。


　一日で任務を二つ受けたり、徹てつ夜や明けで天結宮ソフイアに戻もどってきた一時間後にまた別の任務に出かけたり。いま考えれば自分でも無茶をしていたと思う。


「たしかに多少不便ではありますが、わたしはいまのシステムで良いと思いますよ」


　足あし下もとに機メ械ツ帽トを置いて、華宮が訓練前の柔じゆう軟なん体操。


「わたしが研究職で忙いそがしいというのは別にしても、やっぱり毎週のように任務に出かけるのは危険だと思うのです。知らず知らずのうちに疲ひ労ろうは重なっていくものですから、任務に慣なれたと油断した頃に思わぬ事故を起こすことが最悪です。そうなるより、きちんと任務の合間に適度な訓練を受けつつですね──」


「ほほぅ、それは感心だな華宮」


「ひ、ひゃいっ!?」


　背はい後ごから忽こつ然ぜんと現れた気配に、華宮のとがった耳がピョコンと跳はねた。青ざめた表情で恐おそる恐る声の主ぬしへとふり向いて…………


「ゆ、ユメルダ教官？」


「実に感心だ華宮、まさかお前がそれほど殊しゆ勝しような心がけだったとは」


　皺しわ一つない紺こん色いろのスーツ姿の長身女性。愛用の黒くろ鞭むちを両手に携たずさえて、口元には糸のように細い煙草たばこを燻くゆらせている。


「最近、研究が忙しいという理由で私の訓練を連続欠席。ようやく研究が一段落したと思ったら今度は統政庁への遠征準備でまた欠席。ここ一ひと月つき、訓練に参加した日より欠席日数の方が多かったと思うが。さて私の記き憶おく違ちがいだったかな？」


「あ……い、いえ……そのです、ね……」


　とがった耳をしゅんと垂らし、額からは滝たきのような汗を流す少女。


　対し、それを見下ろす教官は不敵な笑みを浮うかべたままで。


「そんなお前がそこまで訓練への意い欲よくを持っていたとはな。私も鬼おにではない、理由があるなら欠席も認めるし、訓練を手加減することも極ごく稀まれにある。──が、お前がそこまで訓練を受けたいというのであればしょうがあるまい。いやぁ参ったな、私も候補生をズタボロにしごき倒たおすというのは苦手なのだが、候補生自らの志願とあらば」


「めちゃくちゃ嬉うれしそうなくせにぃぃぃぃ──────────っ!?」


「うるさい行くぞ」


「いっ、嫌いやぁぁっっっっ！」


　襟えり首くびを摑つかまれてずるずると引きずられていく華宮。さながら、肉食動物に捕とらえられた獲え物ものが悲しそうに叫さけんでいるような光景だ。


「た、助けてくださいっ！　も、モニカ？　あなたの部隊員が死の危機ですよ！　シェルティスも、それにヴァイエ──」


　その光景を前にして、残された部隊員の決断は迅じん速そくかつ的確だった。


「……そういえば、統政庁で黄マ金ハから受けた傷の経過観察で通院予約を入れてたな」


「あ、ぼ、僕もそんな気が。22階の病院なら一いつ緒しよに行くよ」


「……俺も『野草大たい全ぜん』の原げん稿こう締しめきりが近かったな」


　くるりと背を向け、シェルティスたちは一いつ斉せいに全力疾しつ走そうしだした。


　後ろで華宮が何か叫んでいる気がしたが、それは鬼教官を招しよう喚かんしてしまった本人のせいである。


「じゃあ華宮、教官とごゆっくり」


「この人でなし────────っ!?」
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　天結宮ソフイア21階。


「うぅ……ひどい目に遭あいました」


　砂まみれ埃ほこりまみれ、儀ぎ礼れい衣いは擦すりきれてぼろぼろ。そんな華宮がよろよろと戻ってきたのは、夕方遅おそくのことだった。


「教官のしごきに耐たえるくらいなら、たとえ褒ほう賞しよう点が入らなくたって任務の方がマシです。モニカ、なるべく早く次の任務を見つけてきてください」


「わ、わかった……」


　よほど疲つかれているのだろう。浮遊する機マ械キ珠ナの上に覆おおい被かぶさるようにして乗っかったまま、華宮は床ゆかに下りようともしない。


「ところで……この会議室は何ですか？」


　疲れ果てても好こう奇き心しんだけは旺おう盛せいらしく、機マ械キ珠ナの上できょろきょろと頭を動かす彼女。


　あたり一面真っ白な小部屋。


　テーブルもなければ会議用のホワイトボードもない。かろうじて人数分の折りたたみ椅い子すが部屋の隅すみに重ねてあるだけの質素な部屋だ。


「わたしたちの部隊のプライベートスペースだ。ようやく部隊認定の正式許可が下りて、事務方の電子登録が終わったという連れん絡らくを受けた」


　折りたたみ椅子を指さすモニカ。


「今日からここがわたしたちの専用会議場だ。部隊によって用よう途とが違うから、部屋の内装はこれだけ。テーブルやホワイトボードが必要な場合は申請すれば配置してもらえると言っていた」


「専用スペースときたか、ちったぁ部隊っぽくなったじゃねぇか」


　さっそく折りたたみ椅子に腰かけてヴァイエルがふんぞり返る。


「ヴァイエル、言っておくがここを昼ひる寝ねスペースに使うなよ。目的外使用と判断されれば部屋の使用権を没ぼつ収しゆうされるらしいからな」


「……くそが」


　図星だったのか、いつもの不ふ機き嫌げん顔で膝ひざを組む仕草。


「でもよ、普通バレなくねぇか？　俺ら専用スペースってことは、部屋の鍵かぎを解除できるのも俺らの員章の認証番号だけじゃねぇの？」


　部屋の内部で昼寝をしていたところで、他人がそれをうかがい知ることはできない。部屋の鍵を開けられるのはこの四人だけ。


「ご名答、と言いたいところだが」


『あ、私この部屋開けられますよ。ていうか開けられないのは他の候補生と正せい護ご士しだけで、隊長級である錬れん護士以上の権限なら一発解除かと』


　モニカの続きをなめらかに機械水晶イリスが受うけ継ついだ。


　が、それを聞いたヴァイエルはむしろ余よ裕ゆうの笑みをうかべてみせて。


「なら問題ねぇよ。錬護士以上のお偉えらい様がこんな下のフロア来るか？　可能性があるとしたら教官だが、教官だって普ふ段だんは候補生の指導で訓練場だからな」


『……たしかに』


「言われてみればそうかも」


　点てん滅めつする機械水晶イリスに、思わずシェルティスまでもうなずいてしまった。


「し、しかしだなヴァイエル。もしかしたら偶ぐう然ぜん上司が」


「あぁ？　来るわけねぇだろ、んな物好きなお偉い様がどこにいるっつぅ────」


　ヴァイエルが言い終えるその前に。


　──『解かい錠じよう』──


　電子音と共に、ゆっくりと機械扉とびらが横にスライドしていった。


「は？」


　口を半開きのままヴァイエルが押おし黙だまる。


　錬護士級以上のメンバーがこの低階層に来るわけがなく、自分たちを訪たずねてくるわけもない。会議室の扉だって開かないはずなのに？


「あ、ええと……ユメルダ教官に聞いたらここにいるだろうって」


　開ききった扉の前で、純白の法衣をまとう少女がぺこりと頭を下げた。


「ユミィ…………？」


「……なんでここに巫み女こ様が」


　ぽかんと目を丸くするモニカと華宮。


『あらユミィ、いらっしゃい。折りたたみ椅子しかないけど座ります？』


「ううん、ちょっと謝りに来ただけだから」


　遠えん慮りよがちに壁かべ際ぎわにとどまり、あらためてユミィが深々と頭を下げた。


「あのっ、ごめんなさい！　今日の会議、参加できなくてご迷めい惑わくをかけました……お話の大おお枠わくはイシュタルさんから聞きましたので！」


　……ん？


　淡い黄金色オフゴールドの髪かみをなびかせる幼なじみの表情を間近で眺ながめ────顔には出さず内心で、シェルティスは眉まゆをつり上げた。


　……ユミィの目、腫はれてる。


　まぶたの周りがわずかに赤く、泣なき腫らしたような跡あとになっている。前髪に隠かくれてほとんど見えない部分だから、シェルティスが気づいたのも偶然に近い。ほかの三人は気づいてないだろう。


「ユミィ……様、直前まで修行をされていたと伺うかがっていますが」


「は、はい。そうです、それでちょっと…………その……わたしのワガママが」


「我わが儘まま？　修行で？」


　すっ、とモニカのまなざしが細くなる。巫女見習いとしては先せん輩ぱいにあたる彼女にとっては、いまも後輩の様子が気になるところだ。


「いっ、いえ、ちょっとしたこと……ですから」


　モニカの視線から目をそらし、逃にげるようにユミィが背を向ける。


「じゃあ、ごめんなさい。わたしはこれで！」


「あ、ちょっと待って！　ユミィ！」


　伸のばしたモニカの手は、巫女の法衣に触ふれる寸前で止まってしまった。


「……仕方なしか、あの子が話したくないならよっぽどだろうし」


　弱々しく首をふるモニカ。


「んで、どーすんだ部隊長。俺ぁそろそろ帰って寝たいんだがよ？」


「わかってる。今日はもう解散にして、明日あした一日は休きゆう暇か。明後日あさつての早朝訓練からいつもどおりにしよう。……統政庁から戻ってきてろくに休んでなかったしな」


　疲労の色いろ濃こいまぶたをこすって彼女が深呼吸。


『わぁ、一日休ですよシェルティス！　私、明日は自然区までピクニックに行きたいです。天気も良さそうだし山桜も見み頃ごろです』


「それが残念、僕も明日はゆっくり休むのでした」


『えぇぇぇっ!?　やだやだやだ、どこか行きましょうよぉ？』


　イヤイヤと点滅する機械水晶イリスはさておき。


　……ユミィのことも気になるし。


　……明日、こっそり様子を見にいけるといいんだけど。


「それじゃあ解散。明後日は朝四時に訓練場の正門前に集まること、忘れるなよ！」


　モニカが両手を打ち鳴らす。


「やーっと終わりか。俺ぁ帰って寝るぜ、じゃあな」


「それじゃあ僕も……」


　早々に会議室から姿を消すヴァイエル。シェルティスもその背中を追いかけようとした矢先、機械水晶イリスが思いだしたように瞬またたいた。


『そういえばシェルティス、今日の午前中のことですが』


「ん？」


『ほらエリエと約束してたじゃないですか。エリエが遊びに来たいって言ってて、今日の会議が終わった後なら付きあえるよって返事してませんでした？』


「あ、あぁぁぁっ！　やばっ！」


　イシュタルも同席した会議が終わり、この時間にいたるまですっかり頭から抜ぬけ落ちてしまっていた。


『もしかしてまだシェルティスの部屋で待ってるかも』


「うっ……とりあえず大急ぎで戻ろっか。じゃ、じゃあモニカ、僕もここで！」


　大あわてできびすを返し、会議室を抜けてフロアの通路に飛び出した。


　通路に面した窓の向こうは一面の黒。すでに夕ゆう陽ひすら地平線の向こうに隠れ、遊ぶというには遅すぎる時刻になっている。


「……エリエ、待たせちゃってるかな」


　通路を小走りに駆かけてまっすぐ昇降機エレベータへ。候補生宿舎のフロアである「11階」のパネルを選せん択たくし、シェルティスは小さく嘆たん息そくした。
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　天結宮ソフイア11階。


　候補生宿舎の最さい奥おうにほど近い自室に一歩足を踏ふみ入れるや、


「おっそぉーい！　ちょっとシェルティスどこほっつき歩いてたの！」


「シェル兄、おそいよぉ」


　つり上げた目でこちらを睨にらむエリエと、ベッドの上にちょこんと座ったユト。


　…………


　…………というのを予想していたんだけど。


『あら意外、誰だれもいないなんて』


「……一度はこの部屋で待ってたみたいだけどね」


　くしゃくしゃになったベッドシーツに、ゴミ箱にはお菓か子し袋ぶくろ。


　持参したお菓子を食べるエリエと、ベッドの上ではしゃぎ回るユト。そんな二人の姿が容易に想像できてしまった。


「待ちくたびれて帰っちゃったみたいだね」


『でもほら、ちゃんと伝言もあるみたいですよ』


　機械水晶イリスが言うのは、机き上じように無造作に置かれた録音機器のことだろう。鉛えん筆ぴつのかたちをした小型機器で、先せん端たんに集音装置が取りつけられている。塔とう内ないでほかに見たことのない機器だから、おそらくエリエの発明品なのだろう。


『そのピカピカ点滅してるのがたぶん再生ボタンですよ』


「これ？」


　鉛筆型の機器の先端に取りつけられた再生ボタン。おそるおそる触れるや、





『エリ姉、このボタンでいいの？』


『そうそう。それ押しながら話せば録音してくれるよ。ユトもなんか喋しやべってごらん』





　予想どおり二人の声だ。


『ん～……ユト、なに喋ればいいの？』


『シェルティス遅おそいーーっ。明日また来るから、そのときはちゃんと時間空あけとくこと！──って、あたしが言っちゃった。ならユトは好きに喋りな』


『はーい！　えと、えっとシェル兄、また明日くるねー』


「──だってさ」


『良いじゃないですか、明日はちょうどお休みだったんでしょう？　それより……』


　含ふくみ笑いまじりだった機械水晶イリスの声こわ音ねが、一段低いものへと変化した。


『もう一件、誰かからメッセージが届いているようですよ』


　作業机のほぼ半分ほどを占しめる巨きよ大だいなモニターと演算機コンピユータ。


　普段は省電力モードにしている端末の電力ランプが青く点滅し、メッセージの受信を示していた。


「……今度は電メ子ー文ルかな、こっちの端末ほとんど利用したことないけど」


『この端末には滅多に来ませんからね、珍めずらしい』


　簡易な電メ子ー文ルのやりとりならカード型の員章に機能としてついている。同部隊のモニカをはじめ、教官やレオンからの連れん絡らくもこちらを利用して届くのが常だ。


「誰だろ」


『私が思うに、こっちの端末で電メ子ー文ルを送るのだから塔の事務員かと。護士なら員章の電メ子ー文ル機能を使うでしょうし』


「まあそっか」


　端末のモニターを起動し、メッセージの受信画面を表示。


「……あれ？　送信者情報出ないよ。非表示になってる」


『非表示ではなく、上級権限で秘文暗号化されてますね。通常の電メ子ー文ルだと総務局の電算処理担当者が検けん閲えつできるのですが、これは受信者にしか見れません』


　使われる頻ひん度どの少ない機能だ。塔の事務職員や錬れん護ご士し級の護士はともかく、護士候補生が使う機会は滅多にないと言っていい。


『へえ、気になりますねぇ。どれどれ、早く開けてくださいよー』


「わかったわかった、だからちょっと待ってってば」


　急せかす機械水晶イリスをなだめ、暗号化された文書に自分のＩＤ番号を打ちこんでいく。





『シェルティスへ


　今日はおつかれさま。会議、いけなくてごめんなさい。さっきミーティング中にお邪じや魔ました時にも少しだけ話したけど…………巫女の修行で考えてたことがあって』





「……ユミィ？」


『電メ子ー文ルの冒ぼう頭とうにも末まつ尾びにも名前を入れ忘れてますが、文面からしてそうでしょうね』





『そ、それでね！


　キミの身体からだに宿ってるアレのことなんだけど……私も、あれから頑がん張ばって修行も積んできたかなって思ってるの。時間があれば、明日のお昼過ぎに２７６階に来てくれないかな。


　唐とう突とつでごめんなさい。


　本当は口で伝えたかったけど、今日は一日モニカ先輩たちと一いつ緒しよみたいだったし。


　……私、アレの浄じよう化かに挑ちよう戦せんしてみたいの。


　あ、あのね。無理だったら全然かまわないから！


　絶対明日じゃなきゃいけないわけじゃなくて……ちょっと、本当は……私もすごい自信があるって言いきれなくて。だから、ほかに用事があればそっちを優先していいよ。


　でも。


　もしも明日なにもなければ…………　　　　　　　　　　　』





　電メ子ー文ルの文面はそれで終わり。


　送信者の名前はない……が、いまさら誰か考える必要もないだろう。


「２７６階って」


『ユミィ専用の修道フロアですね。ユミィの術式に合わせた修行部屋が十近くあり、そのうちのいくつかは魔ま笛てきの浄化室としても使えるはずです』


「……そっか」


　電メ子ー文ルの文面で魔笛が『アレ』と表現されていたのは、万が一にも電メ子ー文ルが他人の目に触ふれた場合を想定してのことだろう。


　……穢歌の庭エデンに堕おちた時に宿った魔笛。


　……この魔笛が浄化できたら沁しん力りよくも戻もどってくるのかな。


『複雑そうな表情ですねぇ？　魔笛の浄化は嬉うれしくない？』


「嬉しくないはずないじゃん」


　独り言のように呟つぶやいて、シェルティスはベッドの隅すみに腰こしをおろした。そのまま仰あお向むけに寝ね転ころがり、照明の照らす天てん井じようをしばし眺ながめて深呼吸。


「だけどもし、このまま魔笛が浄化できて沁力が回復したとしたらさ、単なる『良かった良かった』で終わっちゃいそうで」


　奇き跡せき的に穢歌の庭エデンから生せい還かんできて、魔笛まで宿してしまったこと。


　その理由を追究しようとする熱意もやがて風化して、「とにかく無事だったから良いじゃないか」と流れてしまう気がする。


　……だけど、本当にそれでいいのか？


　自分が魔笛を宿したことそのものが、実は穢歌の庭エデンに隠かくされた秘密に迫せまる鍵かぎだったとして、それが消えてしまうことは穢歌の庭エデンの秘密に近づく機会も失ってしまうことにならないだろうか。


「……統政庁に行ったあたりから、そんな気がしてきてる」


　水すい槽そうのなかで培ばい養ようされていた幽ゆう幻げん種しゆ。統政庁の仕し業わざかと思えば、それが黄マ金ハや空白イグニドを擁ようする第三機関の工作であることまでを突つきとめた。


　……さらにいえば禁断水すい晶しよう。


　……統政庁の至し宝ほうであるミクヴァの緋ひ眼がんもそうだ。


　幽幻種も第三機関も、禁断水晶も。……そして僕。全すべてがつながってる。全てが『穢歌の庭エデン』という共通の接点を持っているはず。


「何かを摑つかみかけてる気がするんだよね。何だろう……うまく言えないけど、すごく大事な何かに手で触れられそうな感覚っていうのかな。穢歌の庭エデンの秘密に」


　護士の誰より、巫み女この誰よりも。


　穢歌の庭エデンの真相に接近している、そんな予感がしてならない。


「このまま僕が穢歌の庭エデンの秘密を追究できれば、もしかしたら幽幻種や魔笛への対たい抗こう策さくもいまより有効なものが見つけられないかな」


　巫女であるユミィの負担だって軽減できるかもしれない。彼女の護衛を目め指ざすことと同時に、それ以外でもユミィの力になれるかもしれない。


『…………』


「変、かな？」


『……いえ、そういう考え方もできるのかと思っただけです』


　一言一言に十分な間をおいて────まるで遠いどこかを見つめているような口調で機械水晶イリスが続ける。


『千せん年ねん獅しを目指すというのは、ユミィとの約束ではあるけれど、結局のところほかの護士たちの目標と何一つ変わらない……だけどいまあなたの言ったことは、たしかに、まさに世界であなたにしかできないことかもしれないのだから』


　護衛はもちろん、それ以外にもユミィの力になれそうなものが見つかった。けれどそれは、自分がこの身に魔笛を宿しているからこそだ。それが浄化されれば、穢歌の庭エデンの真理に近づく機会を失うことにつながりかねない。


『新たな葛かつ藤とうですね。でも、明日あしたのユミィの申し出は受けるんでしょう？』


「うん……ユミィの気持ちも聞きたいし」


　魔笛を宿した身体で千年獅にはなれない。だからこそユミィだってあんなにも自分のことを気き遣づかってくれている。


　……だけど、明日いきなり浄化に挑戦か。


　早い方がもちろん自分だってありがたい。しかしその呼びかけが急だし、いきなり明日実行というのも唐突に感じてしまう部分はある。


「ユミィ、何かあったのかな」


　この身の魔笛を浄化できるかもしれないという期待は色あせて、いつしかユミィを想おもう不安へと姿を変えていた。
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　塔の２７６階から２８０階が巫女五人それぞれの専用修道フロアであるように、そのすぐ下の２７１階から２７５階までが千年獅それぞれの訓練フロアとなっている。


　そして２７３階。


　昇降機エレベータを一歩下りたそこは、生ビ態オ生ト育ー野プを忠実に再現した密林地帯だ。


　足あし下もとは水気をたっぷりと含んだ泥どろと水たまり、そして落葉。頭上には木々からぶらさがった無数の蔓つるが蜘く蛛もの巣す状に生おい茂しげっている。


　本物の鳥が飛び交かい、さえずる密林で──


　銃じゆう声せい。


　耳をつんざく射しや撃げき音が立て続けにこだまし、大樹の木々をふるわせていた。


「──却きやつ下かだ。次は？」


「は、はい。沁しん理り局長から、巫女見習いの派は遣けんについてです。第一次修道期間を通過した巫女見習いが今年は五十人。第三師隊で何人要求するか……」


　レポート紙を抱かかえた小こ柄がらな少年が紙面を読み上げる。


「実力次第だ、使えない巫女見習いほど不要なものはない」


　吐はき捨すてるように答えたのは、両目を漆しつ黒こくの遮眼帯ブラインダーで覆おおった女性だ。


　成人男性にも並ぶ長身の首から足先までを迷めい彩さい柄がらのスーツで包み、上着として膝ひざ下したまでのロングコートを羽は織おっている。


　その両手には短機関銃マシンピストルが一いつ挺ちようずつ。


　精度を落とす代だい償しように火力と連射速度を極限まで引き上げた銃器。それを両手で無造作に構え、そして無造作に引き金を弾ひく。


「優ゆう秀しゆうな巫女見習いだけ引き抜ぬけ」


「で、でもほかの師隊との取りあいが厳きびしくて」


「それをどうにかするのがお前の役目だ」


　銃声が響ひびくたびに一機、また一機、小型の疑似標的ターゲツトマシンが墜つい落らくしていく。


　密林を構成する木々の隙すき間まをぬけ、生い茂る葉の密集する空間を超ちよう高こう速そくで飛び交う円えん盤ばん型の疑似標的ターゲツトマシンを、ただの一度も外さずに撃うち抜いていく。


「…………」


「終わりか？」


「……あ、い、いえ！　す、すいません！」


　淡たん々たんと問いかける女性に、少年が慌あわててかぶりをふった。


「あの……ええと、ホルン隊長すごいなって見とれてました」


「どこがだ？」


　愛想の欠片かけらもない口調でさらに聞き返す。


　ホルン・ノヴァ──巫女の第三位ヴィオラ・ノヴァの実の妹にして、その護衛を務つとめる千年獅第三位。


「え？」


「どこがすごいのかと聞いている」


「ぜ、全部です……けれど……」


　重厚な短機関銃マシンピストルを片手で造作なく扱あつかう鍛きたえあげられた膂りよ力りよく。さらにはその連射速度がもたらす強きよう烈れつな反動を受け流す柔じゆう軟なんな肘ひじと肩かたの構造もそうだ。


　何より、両目を覆いながら一発も的まとを外さない超常じみた射撃精度。


　目に遮眼帯ブラインダー。つまりホルンは的を見ていない。にもかかわらず彼女が引き金を弾いた弾だん丸がんは、まるで吸いこまれるように疑似標的ターゲツトマシンの中心部を撃ち抜いている。常人からすれば目を疑う光景だろう。


「ぼ……僕も練習すれば隊長みたいになれ──」


「無む駄だな考えは捨てろ」


　雑用役である少年の言葉を、ホルンの拒きよ絶ぜつの弾丸ことばが撃ち抜いた。


「才能も環かん境きようも努力も時間も性格も肉体も見合うものが無い。お前の言う機術装甲士エクスマキナとは、あらゆる重火力銃器を環境に応じて使いこなす万能戦闘者ゼネラリストのことだ。それに必要な要素を何一つ持っていないお前になにができる？」


「……っ……ぁ……ぁっ……」


　少年が言葉を失ってうつむく間も、ホルンの射撃は止まらない。


「話は終わりか？」


「────はい」


　小こ脇わきにレポート紙を挟はさみ、うつむいたままの少年が背を向ける。そのまま無言で昇降機エレベータへと歩き出して。


「カトリア」


　数歩と歩かぬうちに、ホルンの声が少年の名を呼んだ。


　静せい寂じやく。


　いまも銃口から白い煙けむりを上げる短機関銃マシンピストルが二挺、空高く放ほうり投げられた。


「持っていけ」


「わっ、わわ！」


「いつもの調整で整備しろ。三十八時間後に取りに行く」


　レポート紙を放り投げて短機関銃マシンピストルをキャッチする少年。そんな彼に背を向けたまま、ホルンは腰のホルダーから回転式拳けん銃じゆうを取りだしていた。


「私の部隊に無能な者はいらない。お前がいまさら身みの丈たけに合わない芸に身を投じるというのなら、今日のうちに部隊から消えろ」


「…………」


　──ダンッ！


　無言の少年の前で雄お叫たけびを上げた弾丸が、疑似標的ターゲツトマシンを二つまとめて撃ち抜いた。


　ランダム飛行する標的だ。一つはともかく二つを同時に撃ち抜くことは到とう底てい狙ねらってできるものではない。そう、仮に未来でも見えていないかぎり不可能な技能だろう。


「だが、私はお前の整備士としての技量は評価している」


「……はい」


「もう一度言う、三十八時間後だ。それまでに調整を終えておけ」


　無言で首しゆ肯こうする少年。


　今度こそふり返ることなく昇降機エレベータに向かい、まっすぐ地上階へと降りていく。


　──リン。


　地上階へと降りていく昇降機エレベータと入れ違ちがいに、別の昇降機エレベータがこのフロアで停止した。


「よぉーっ、ホルンいるかー」


　赤しやく銅どう色に日焼けしたボーイッシュな少女だ。半はん袖そでシャツとショートパンツという軽装風の儀ぎ礼れい衣いで、むき出しとなった手足には沁力の刻印儀礼が刻まれている。


「爛ランか」


「おぉ、いたいた。てめぇ帰ってるなら言えよー。ところでよ」


「断る」


「……オレまだ何も言ってねぇぞ」


「私には未来が見える」


「噓うそつけ」


　爛が意味深に片目をつむってみせる。


「見えるのは映像だけだろ、未来の音までは聞こえねぇって自分で言っただろうが」


　天てん球きゆう図ず画が。


　巫女である姉ヴィオラ・ノヴァとともに、ホルン・ノヴァが生まれ持つ領域系沁しん力りよく術式。一いつ瞬しゆん先の未来を映像化して視みることのできるこの力により、標的がどこに逃にげようとそれを先読みして引き金を弾くことが可能となる。


「ならば用件だけは聞いておく。なんだ？」


　銃をホルダーに格納してホルンが溜ため息いき。


「よっしゃ、それじゃあ今から一戦やろうぜ。せっかく久しぶ──」


「断る」


「…………えー、なんだよおい。もしかしてレオンが先に予約か？　それならレオンと終わった後でいいからさぁ」


　子供っぽい表情でコートの裾すそを引っぱってくる彼女。


「時間が惜おしい、この後用事もあるからな」


「そっかぁ？　でもきっとオレとの組み手のが楽しいし、役に立つぜ？　千年獅が訓練サボってたら元も子もねーだろ。な？」


「あいにく、私にとっては何より優先する用事が控ひかえてる」


　むー、と頰ほおをふくらませる爛を一いち瞥べつし、ホルンは上層階用の昇降機エレベータへとつま先を向けた。
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　昼の陽光に満ちあふれたフロア。


　地表から上空二千メートル近いこの場では、窓ガラスを通過してさしこむ太陽の光までも澄すんで見える。


　天結宮ソフイア２７６階。巫み女こが修行に専念するためのフロアである。


「……床ゆかが青く光ってる？」


　ユミィの待つ階層に立ち、シェルティスは足下の光景をじっと見下ろした。


　フロアの床面いっぱいに広がる文もん様よう。白い床に青の文様というコントラストは美しいが、その正体がわからない以上少し不気味な感もある。


『刻印儀礼ですね、これ全部』


「……すごいや」


　魔ま笛てきに汚お染せんされた人間の浄じよう化かもできる施し設せつだと聞いている。魔笛を浴びた患かん者じやが直接出入りするわけだから、魔笛が塔とう内ないに広がらないための対策も必ひつ須すというわけか。


『シェルティス、あなたは平気ですか』


「ブーツごしだからね」


　身体からだに宿る魔笛と、床一面に付着した沁力の反発。足先にしびれるような感覚が残るものの、耐たえられないほどではない。


「そういや場所までは指定されてなかったよね」


『ですね。どこの部屋でしょう』


　通路の先が霞かすんでみえる。なにせ塔のフロア丸ごと一つぶんの広さだ、ユミィが到とう着ちやくしていてもどこにいるかわからない。


「こっちだよ」


　やおら、向かって右手の部屋に取りつけられた機械扉とびらが開いていった。


「……よかった。来てくれたんだ」


　淡い黄金色オフゴールドの髪かみをゆらして胸をなで下ろす巫女。その表情は嬉うれしいというより、なんだかほっとしたような表情だ。


「急なお願いだったからダメだろうなって思ってたの。……もしかして訓練とかも休んできてくれたってこと？」


「ううん、今日は一日休み。訓練は明日あしたから」
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「あ、そうだったんだ。わたしも予定は今日の夕方からだし、言われてみればそうだよね。統政庁の任務でみんなクタクタだったから────と、まあそれはさておき。こっち来て来て、部屋に入ってちょうだい」


　おいでおいでと手招きされるまま、ユミィの待つ部屋に足を踏ふみ入れた。


　……これが巫女の修行部屋？


　……いや、でもこれは。


　床から天てん井じようまで真っ白いタイルが貼はられ、その上からやはり青色の刻印儀礼が刻みこまれている。通路は床だけだったが、この部屋は横よこ壁かべから天井までくまなく沁力の文様が描えがかれているという徹てつ底ていぶり。


「わたし専用の部屋。だけど、ここは修行用の部屋じゃないよ？」


　部屋の中央でふりかえるユミィが、頭上の刻印儀礼を指さした。


　その双そう眸ぼうに陰かげを落として。


　辛つらい過去を思い出してしまった────そんな表情で。


「修行じゃなくて実じつ践せん。……魔笛に汚染された人のなかでも、巫女見習いが浄化できなかった重度感染者を巫女わたしが治なおすための場所」


「……ユミィはこの場所嫌きらい？」


「好きだよ」


　きっぱりと、それだけは迷わぬ答えが返ってきた。


「わたしが巫女になってまだ一年ちょっとで、四人かな。この部屋に人が運ばれてきたのが四回。その誰だれもが、巫女見習いじゃ手の施ほどこしようがないからって要よう請せいがあった人たち。魔笛に苦しんでる人を助ける部屋だもん…………嫌いなわけないよ」


　唇くちびるを嚙かみしめて。


　幼なじみである巫女は、天井をじっと見つめたまま。


「でも……辛かったよ。魔笛の精神操作を受けて暴れ回ってる人をね、そこの寝しん台だいに無理やり寝ねかせて浄化するの。ベルトでぐるぐる巻きにして固定して、それでも苦しそうに跳はね回ろうとしてるのを見ながらの術式だった。そっちの赤黒い染みはね、腐ふ敗はい効果の魔笛で身体が壊え死ししてボロボロになった人の血……向こうの緑色の染みも人の血。魔笛の毒で体内の鉄分構成が変わって血が緑色になっちゃったんだって」


「…………その人たちは」


「治ったよ。いま言った人たちは全員治ってリハビリ中。退院できた人もいるし、すごく嬉しい。……だけど治ることが理想じゃない。そもそも治すような人がいない方がいい。幽ゆう幻げん種しゆに怯おびえなくてすむ世界の方が本当は良いに決まってるもん……」


　この部屋に誰かが運ばれること自体、本当はあってはならないことなのだ。


　巫女の氷結鏡界が穢歌の庭エデンを完全に凍とう結けつさせていれば、幽幻種も浮遊大陸オービエ・クレアへ上がってこれない。幽幻種の魔笛を浴びる者もいなくなる。


　完全なる結界。


　完全なる氷結鏡界。


　巫女が自分たちの目標にかかげる理想。


「っと！　いけないいけない。また脇わき道みちにそれちゃった」


　ぺちん、と可愛かわいらしい音で自分の頰ほおを叩たたくユミィ。頭を二度三度横にふって、それから大きく深呼吸。


「よし！　では不ふ肖しようユミィ、頑がん張ばりますのでよろしくお願いします！」


「え、ええと……？」


「昨日言ったじゃない。シェルティスも聞いてくれたから来たんでしょ？」


　部屋の中央で幼なじみが手招き。


「……僕の魔笛のこと？」


「うん、まだ治せるか確信ないけど、挑ちよう戦せんしたいの。──ほら、ここの寝台まできて」


　ユミィの立つ場所のすぐ前に設置された巨きよ大だいな寝台。


　白のシーツが敷しかれた寝台のかたちは長方形でなく十字。両手を開いた状態で患者を寝かせ、暴れる患者を固定するための黒ベルトが取りつけられている。


『ねえねえユミィ、シェルティスのこと縛しばりましょうよ～？』


「残念、僕は暴れませんから」


　機械水晶イリスの取りつけられたペンダントを胸むな元もとから外し、寝台横のトレイに投げ入れる。あらためて寝台を見下ろして。


「…………」


「どうしたの？」


「あ、いや。……なんか緊きん張ちようしちゃって。本当にこの寝台に寝なくちゃだめかな」


　魔笛の浄化術式を受けるというのも初めてだし、それを幼なじみにお願いするのだから、なおさら緊張してしまう。寝台に横たわること自体、なんだか病院で診しん察さつを受けているようで落ちつかない。


『シェルティスは昔から病院が苦手ですからねぇ。ユミィどうですか？』


「え……う、うーん、どうなんだろ。だってこの部屋に運ばれる人なんて、みんな自力で立てない人ばっかりだったし。そんな質問されたことないよ」


　視線を宙にさまよわせてユミィがしばしの黙もつ考こう。


「……たぶん平気だから、それなら寝台に座るだけでも」


「あ、よかった。それならだいぶ楽かも」


　寝台に軽く腰こしかける。


「お願い」


「う、うん！　頑張るよ！」


　うなずくユミィ、そして────








　空気が、ふるえた。








　笑みすらこぼれそうな穏おだやかさから一転、肌はだすら痛むほどの緊きん迫ぱく感かんへ。


　…………これが。


　……初めて…………見るかもしれない。


　目の前の幼なじみ────否いな、目の前の「彼女」の姿にシェルティスは息を呑のんだ。


　巫女ユミィ・エル・スフレニクトール。


　瞬まばたき一つせずこちらを見つめる瑠る璃り色いろの双眸。全身からにわかに立ち上るのは緋ひ色いろの光の粒りゆう子したち。


　…………二年前……僕が浮遊大陸オービエ・クレアに戻もどった時は……ユミィはまだ巫み女こじゃなかった。


　巫女見習いだった当時のユミィは何度も何度も自分の魔ま笛てきの浄じよう化かに挑戦してくれて……その度たびに失敗に終わって泣き暮れていた。


　そしていま。


　巫女としてのユミィが自分の魔笛の浄化にあたるのは、これが初めてだ。


「──いくよ」


　ユミィの唇からこぼれるように紡つむがれる言霊ちからあることば。







【ele So Phi-a-sわたしにできるArma-Riris全ての願いを……】







　巫女の唇から、力の発動を意味する開放序詞が唱うたわれる。直後、あふれる緋色の粒子が彼女の身体を包みこんだ。


　……喉のどがカラカラだ。


　緊張で唇が、舌が、喉の奥おくが、砂さ漠ばくの砂のように渇かわいて声が出せない。


「動かないで」


　まっすぐ伸のばしたユミィの指先が胸元へと近づいてくる。


　……まさか、本当に浄化できるのか？


　……ユミィの術式なら僕の魔笛も。


　穢歌の庭エデンの魔笛。三年前、どの巫女にも浄化できなかった呪じゆ力りよくが解とけるのか？


　近づく指先。


　その爪つま先さきがシャツの胸元に触ふれ、その生地ごしに肌に触れて────





　──ヂヂ……ヂッ！……──





「……っ！」


「……痛……っ……ぅっ！」


　雷らい光こうさながらの火花が一いつ瞬しゆんで極光オーロラさながらに拡大し、ユミィの指先が触れるのをこばむように展開した。


　エルベルト共鳴。


　……そん……なっ！


　以前は火花だけだった。それが、こんな極光オーロラのような障しよう壁へき状に膨ぼう張ちようするなんて!?


『エルベルト共鳴が、以前よりさらに強く顕けん現げん!?　ユミィだめです、術式を解いて！』


「くっ……うぅっ……っ！」


　けれどユミィは術式を解かない。エルベルト共鳴の障壁から発生する衝しよう撃げき波はに息を詰つまらせながら、それでもその場に踏ふん張ばって指先をさらに前へ────


　既き視し感かん。


　その刹せつ那な、真っ赤な血を右みぎ腕うで全体から噴ふきだして倒たおれるユミィの未来図が、シェルティスの脳のう裏りにはっきりとした映像で浮うかび上がった。


「離はなれろっ！」


「っ!?」


　突とつ然ぜんの怒ど鳴なり声にびくっと肩かたを萎い縮しゆくさせ、ユミィが反射的に飛び下がる。それと同時、霧きりが晴れるようにエルベルト共鳴の火花もまた消失した。


「……ぁ…………っ……はっ……ぁ……」


　荒あららげた吐と息いきを隠かくすこともできずに肩を上下させるユミィ。その指先は、洗礼系の緋色とは違ちがう真しん紅くに染まっていた。


「ユミィ──」


　寝台から飛び降りる。


　膝ひざをついてうずくまる幼なじみの元もとへ駆かけよろうとして。


「だめっ！」


　同時だった。


　シェルティスが一歩目を踏み出したのと、ユミィの絶ぜつ叫きようが部屋にこだましたのは。


　……だめ？


　この状じよう況きようでなにがだめだというんだ。


「……シェル、テ……っ……ス……は、そこに……座ってて！」


　顔を伏ふせたままの少女の、嗚お咽えつにも似た声こわ音ね。


「……もう……いっ……か……」


　もう一回。


　ユミィの唇くちびるから伝わるその言葉に、シェルティスは自分の耳を疑った。


　……もう一回？


　……まさか、いまのエルベルト共鳴を目まの当たりにしておきながらもう一回？


「っは、あ……ははっ。…………ごめん、失敗しちゃったね。次は…………」


　よろりと立ち上がる洗礼の巫女。


　形容しがたき激痛を堪たえ忍しのび、真っ青になった顔色で。


「次は……頑がん張ばっ、る……」


「ユミィ！」


　ふらふらと近づいてくる少女を押おしとどめようと、両手を広げて立ちはだかった。


「気持ちは……すごく嬉うれしいよ。でも今日は、終わりにしよう」


「…………」


「ユミィがすごく修行頑張ってるっていうのは、いまの見れば誰だれだってわかるよ。僕だって一目でわかったもん。だから、きっと遠くないうちに僕の魔笛も浄化してくれるって信じてるから」


　……本当に？


　自分の言葉が、まるで他人が取り繕つくろった詭き弁べんに聞こえてしまう。


　……この先ユミィが修行して、本当に僕の魔笛は浄化できるのか？


　成長するユミィの沁しん力りよく術式。


　しかしその術式が強力であればあるほど、エルベルト共鳴もまた強くなる。その反発を取り除のぞこうとユミィがさらに頑張っても、エルベルト共鳴の障壁はさらに強くなる？


　永遠の悪あく循じゆん環かん。そんな予感がしてならなかった。


「だ、だからさ……今日は…………」


　さっきのユミィの目を見ていればわかる。彼女は決して手て抜ぬきなんかじゃなく全力だった。その結果がいまのエルベルト共鳴であるのなら、いまの彼女が自分の魔笛を浄化することは難むずかしい。


「……………………」


　深い呼吸をくり返すユミィは無言。


「……そうだね」


　乾かわいた微び笑しよう。


　永ながい永い静せい寂じやくをへだて、ぽつりと彼女が声をもらした。


「まだ無理かぁ。……洗礼の巫女のはずなのに、かっこ悪いなぁ。これじゃホルンさんにも叱しかられるわけだよね」


「ホルン？」


　天結宮ソフイアで、その名に該がい当とうする護士は一人しかいない。


　千せん年ねん獅しの第三位ホルン・ノヴァ。生まれつき特とく殊しゆな沁力術式を有する、ありとあらゆる銃器に精通した機術装甲士エクスマキナだ。


「あの千年獅のこと？　何かあったの？」


「……ちょっとね」


　薄うすい自じ嘲ちようの笑みをぬぐい去るように目をこすり、ユミィが寝しん台だいから手を離す。


「ねえシェルティス、外の空気吸いたくなっちゃった、上のフロアに行こ？」


　ついてきて。


　か細い背中でそう語り、ユミィが法衣をひるがえす。


「……この部屋で話すと、必要以上に思い出しちゃいそうだから」
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　天結宮ソフイア22階、塔とう内ない医院。


「はい、もういいよ」


「ありがとうございます」


　──ふぅ。


　小さく深呼吸して、モニカはめくっていたシャツの裾すそを降ろした。


「内出血の腫はれも引いてるね」


「先生からいただいた温おん湿しつ布ぷがよかったようです」


　診カ療ル録テを書き殴なぐる医師の前で、自分の脇わき腹ばらに手をそえてみる。


　統政庁での戦せん闘とう。


　黄マ金ハが呼びだした分身を相手に受けた傷だ。一いち撃げきを受けた時は呼吸もままならず意識を失いかけるほどの激痛だったが、統政庁で受けた応急処置が良かったらしい。


「……最初は、あばら骨が何本かやられたかと」


「肋ろつ骨こつの周りは筋肉も薄いからね。骨を守るものがないから、折れてなくたって痛みが強い時も多いんだよ」


　眼鏡めがねをかけた老医師が肩をすくめてみせる。


「で、どうだい？　まだ痛む？」


「……痛みは、昨日一晩休んだらほとんどなくなりました」


「それは何より。それで、明日あしたの訓練からさっそく参加したいと？」


　そう。統政庁から戻もどって三日間。こうして連日通院しているのも、すべては明日からの訓練に復帰するためだ。


「うーん、初日は軽いランニング程度のものをお勧すすめするね」


「武器の素す振ぶりは？」


「相手をともなわないものなら許可しようか。対人戦となるとつい激しくなることがあるからね。ま、君はわきまえているように見えるが」


　湯気の立つカップを手にして老医師が苦笑。


「くり返すが、素振りだけだよ？」


「……はい」


　ほっと胸をなでおろす。素振りとランニング……リハビリもかねてもう少し動きたかったけれど、最初は訓練そのものが無理と覚かく悟ごしていた身で贅ぜい沢たくは言うまい。


「ありがとうございました」


　その場を後にし、フロアの通路を進んで昇降機エレベータへ。


「……どうしようかな」


　昇降機エレベータが到とう着ちやくするまでの待ち時間に、モニカはぼんやりと通路の窓を見つめていた。


　天気は快晴で洗せん濯たくはひととおり済ませてきた。部屋の掃そう除じは……もとから部屋は寂さびしいくらい空っぽだから、掃除するものもない。


　このまま宿舎に戻ってもすることがない。


　新入りの候補生は、よく休日に塔の中を散策しているらしい。しかし巫み女こ見習い時代から塔で暮らしてきた自分が、いまさら塔を散歩するのも……


「……いや、それは口実になるか？」


　塔の各階を散策。下から順に上がっていったということにしよう。そうして目的の巫女のフロアへ。一いつ般ぱんの見学者は立ち入り禁止だが、塔に所属する護士なら巫女のフロア行きの昇降機エレベータも使えるから問題ない。


「散策の途と中ちゆうで気になったと言えばあの子も信じてくれそうだし」


　昨日からユミィの状況が気になって仕方ないのだ。イシュタル筆頭との会議の時間になっても姿を現さず、会議が終しゆう了りようするまで待っても現れなかった。


　……その理由が修行の遅おくれ？


　……巫女にまでなったあの子が、いまさら修行で失敗するものなのか？


「本当は……わたしが口を出す話じゃないけど」


　相談にのってやれるかな？　巫女見習い時代に大切にしていた後こう輩はいの一人だ。ユミィ本人も、いまもわたしを先輩として慕したってくれている。


「そうと決まれば」


　言い聞かせるようにうなずいて、モニカは昇降機エレベータへと歩いていった。





　　　　３





　塔の２８７階。ユミィの後を追ってシェルティスが昇降機エレベータで向かった先は、彼女が所有する巫女フロアだった。


「シェルティス……わたしが巫女になって、浄じよう化かが必要だって運ばれてきた人たちは全部で四人。そう言ったの覚えてる？」


「さっき聞いたばかりだからね」


　自分同様に魔ま笛てきを浴びた者たちに関かかわることだ、忘れるわけがない。


「じゃあ、その症しよう状じようも覚えてる？」


「え？　あっ、ええと精神操作を受けて意識がない人と、あと」


　腐ふ敗はい効果の魔笛によって身体からだが壊え死ししかけた患かん者じや。それと猛もう毒どく効果の魔笛を浴びて血液が変色してしまった患者だった。いずれも、その血けつ痕こんが浄化室に残ってた。


「あ、でも……それだと数が合わないのか」


　ユミィの元もとに運ばれてきた患者は全部で四人。その症状は精神操作が一人と、身体の壊死が一人、猛毒が一人。計三人だ。では残りの一人は？


「まだ一人……魔笛を浄化できていない子がいるの」


　巨きよ大だいなステンドグラスの窓辺。


　銀色の窓まど枠わくにその華きや奢しやな手をついて、巫女である少女はふり向いた。


「症状は昏こん睡すい。痛みも出血もない。だけど誰が何をしても目覚めない子供が、塔の病院で眠ねむってる。わたしの沁力の方がたぶん……ううん、絶対強いはずなの。だけどその魔笛は増ぞう殖しよく速度が速くて……たとえば全体の九割を浄化できたとしても、その間に残りの一割が消えた九割を再生させちゃう」


『非常に生命力の強い雑草を考えてください。葉っぱの部分を刈かり取っても、土の下の根っこが残ってれば葉っぱもまた生えてくるでしょう？　それと同じです』


「……そんな魔笛が」


　錬れん護ご士し時代に幾いく度どとなく幽ゆう幻げん種しゆと相まみえたが、そんな魔笛なんか見たことない。


「それならなおさらだよ。ユミィが浄化に失敗したっていうけど、そんな魔笛は僕だって初めて聞くし、いくら巫女だからってすぐに対応できるわけが」


『でもねシェルティス、そうとわかっててなお、ユミィを許せない人間もいるのですよ。たとえば、その魔笛を受けて昏睡している子の身内とかね』


「身内？」


「……巫女のヴィオラと、その妹のホルンさんはね、たくさんの子供と一いつ緒しよに第三居住区の児童園で育ったんだって」


　窓辺に立つユミィが見ていたもの。


　それは、塔からもっとも離はなれた第三居住区の方向だった。


「児童園から巣立って巫女と千年獅になって、自分たちをここまで育ててくれた児童園に恩返しをしたいってヴィオラから聞いたことがあるの。それで、ぎりぎり生活できる分のお金を残して、二人は自分たちのお給料を丸ごと児童園に寄付してる」


「……あのホルンが？」


　錬護士時代もその前も、シェルティスはホルンと部隊を共にしたことはない。


　しかしそのぬきんでた実力と、そして他人を突つき放はなした冷れい酷こくな気質は当時から耳にしていた。そんな彼女が、まさか誰だれにも知られずにそんなことを？


『児童園で育ったヴィオラとホルンの姉妹にとって、同じ待たい遇ぐうの子供たちは自分の家族も同然だったようですね。家族が幽幻種の魔笛を浴びて平然としていられるわけありません……そして、その魔笛を浄化できないユミィに怒いかりの矛ほこ先さきが向いてしまった』


「ホルンさんにはもう、わたしじゃ無理だって呆あきれられちゃってるけどね」


　乾いた自嘲の笑みをうかべるユミィ。


「『もういい、私がやる。私がその幽幻種を見つけて倒たおす。倒せばテッシャそのこの魔笛も解けて全部解決するはずだ』って。だからホルンさんは自分から塔の外巡めぐりに出てる……生ビ態オ生ト育ー野プの警備なんて本当は誰もやりたくない任務なのに」


　────ああ、そうか。


　どうしてユミィが自分の魔笛の浄化に挑ちよう戦せんすると言ったのか、ようやく納得がいった。


「ホルン、帰ってきたらしいね。居住区でエリエが見かけたって言ってた」


「……うん」


　永遠の昏睡に囚とらわれた、テッシャという名の子供。


　その子の家族同然であるホルンが塔に帰ってくると聞いて、連想してしまったのだろう。その子同様に巫女の力でも浄化できない、穢歌の庭エデンの魔笛を宿した幼なじみじぶんの事を。


　……僕とその子が、ユミィの中で重なって。


　……だから、じっとしてられなくなったのか。


　魔笛を治せないままの者がいる。そのことに罪悪感すら覚えてしまって、とにかく幼なじみシエルテイスの魔笛の浄化に挑いどまなければと考えたのだ。


「昨日の会議で遅れたのも、やっぱり巫女の修行だったんだ？」


「延長できるだけ延長してもらってたの。シェルティスの魔笛もそうだけど、昏睡の子もすごく危険なの。ホルンさんは……原因の幽幻種を倒すって言ってるけど、それだと不安だから。やっぱり巫女わたしが浄化しないとダメだと思う」


「ん？　倒したらいけないの？」


　テッシャという子が魔笛を浴びて昏睡状態に陥おちいっている。巫女が浄化できないなら、その魔笛の本体を倒せば良いのではないか？


『幽幻種を倒せば魔笛は消える──それは大方の場合において正しいです。が、強力な幽幻種の魔笛ほど断だん末まつ魔まも強い。本体である幽幻種を倒すことで、逆にその制せい御ぎよが暴走して手に負えなくなる魔笛を持つ種がいます』


「巫女わたしたちは、それを『後こう罪ざい型』の魔笛って呼んでるの。『Ｓベクター第八種』……ホルンさんが追ってる幽幻種の俗ぞく称しようだけど、その魔笛が後罪型だったら倒しても魔笛が治るどころか悪化して……命に影えい響きようを与あたえることも考えられるから」


　後罪型の魔笛。


　シェルティスでさえ一度か二度しか聞いたことのない珍めずらしい魔笛だ。いまユミィから説明を聞かなければ、その存在さえ忘れかけていた。


「……それがあったか。でもホルンは当然それを知ってるはずじゃ？」


「うん。でも、もうそれしかないんだって」


　後罪型の魔笛でない可能性に賭かけて、この広大な浮遊大陸オービエ・クレアのどこかに潜ひそんでいるＳベクター第八種を探しだす。砂さ漠ばくの砂に紛まぎれた塩の粒つぶを探すような途と方ほうもない苦行だ。


「だけど、時間が経たてばユミィだって──」


　経験と修行を積んでまだまだ成長していけるはず、そう口にしようとした矢先。


　コツッ、ッ……カッ……


　昇降機エレベータと非常階段の方向から、それぞれ同時に足音が響ひびいたのはその時だった。通路の十字路で足音の主ぬし同士が巡り会い、そして互たがいに立ち止まる気配。


「候補生か？」


「あっ……お、おはようございますホルン師隊長！」


　低く押おし殺した声と、対照的に緊きん張ちようにふるえた声。


　……この声はモニカ？


　……そしてもう一人、モニカが話している相手はまさか。


「候補生が巫女のフロアに何の用だ」


「は、はい。先日同行させていただいた統政庁への遠えん征せいの件で、報告を」


「……統政庁？」


　その一言に。


　相手の声こわ音ねに鋭するどいものが混じった。


「いま統政庁と言ったのか。ユミィ・エル・スフレニクトールが統政庁への遠征に連れて行ったのがお前だと？」


「そうで…………っ！」


　モニカの声が途と切ぎれた。と同時に、彼女が息を呑のんだような気配。それもひどく動どう揺ようした苦く悶もん混じりの呼吸音が。


　──なにがあった？


「モニカ先輩っ!?」


　同じ感想を抱いだいたのだろう、法衣をはためかせてユミィが十字路の方向へ駆かけだした。


『シェルティス』


「わかってる」


　ユミィの背中を追って通路を駆け、二人同時に十字路に続く通路を曲がる。


　そこに広がっていたのは────十字路の中央で、巨大な回転式拳けん銃じゆうの銃口を額ひたいに突きつけられたモニカの姿だった。


「この程度にも反応できない。こんな候補生が統政庁への護衛に選ばれていたわけか」


「も、申し訳ありません。あまりに……突とつ然ぜんで」


「突然？　幽幻種の襲しゆう撃げきを受けた時にも『突然だから』なんて言い訳をする気か」


「…………いえ」


「話にならないレベルだな。しょせん天結宮ソフイアの護士も有う象ぞう無む象ぞうのたまり場か」


　うつむいたまま口を閉ざすモニカ。それと対照的、腰こしのホルダーに拳銃をしまうホルンが呆れ気味に嘆たん息そくしてみせる。


「ホルンさんっ!?……なに……してるんですか！」


　足音を響かせてユミィが歩みよるのと同時、遮眼帯ブラインダーをした千せん年ねん獅しがふり向いた。


「ユミィ・エル・スフレニクトールか」


「同じ塔とうの仲間でしょう!?　なのにいきなり拳銃を突きつけたりなんかして……いったいどういうつもりですか！」


「仲間？」


　怒いかりの剣けん幕まくでユミィが詰つめ寄よるも、千年獅の声音はむしろそれを嘲あざ笑わらうように。


「せめて雑用役程度に役立つならまだしも、こんな足手まといを仲間と呼ぶ気はない。千年獅、錬護士の一部、あとは巫み女こ見習いの三割程度がせいぜいか。使えるのは。それ以外はせいぜい隅すみで武器の整備でもしていればいい」


「……本気で言ってるんですか」


「本気？　使えない護士に背中を預けろとでも言うのか？　ならば巫女がまず、千年獅でなく候補生あたりを自分の専属護衛パートナーにでもしてみるか？」


　呆ぼう然ぜんと立ちつくすユミィに向けて、長身の銃使いがさらに一歩距きよ離りを詰めた。


「ちょうどいい、私もお前に言いたいことがあった」


「……なんでしょう？」


　ほとんどにらみ合う恰かつ好こうの二人。


「統政庁に行ったそうだな」


「……それが何か」


「はっ！　巫女の修行もせずに悠ゆう々ゆうと観光旅行か、気楽なご身分だな？」


「目的はありました。旅行なんかじゃありません」


「では何か、明確な功績でもあげただろうな」


「それは……今回の会議はそういうのじゃなくて、それに今回は例の──」


「第三機関とやらの襲撃を受けた件か？　それで首しゆ謀ぼう者しやを捕つかまえるどころか堂々と逃とう亡ぼうを許したと聞いているが」


　ユミィが下した唇くちびるを嚙かみしめる。


「そもそもお前は────」


「待って」


　ホルンの言葉を遮さえぎって、シェルティスは彼女の前に立ちはだかった。


「巫女と千年獅が仲なか違たがいしてどうするんですか。いままで聞いてたけど、僕にはどうみてもあなたの方から口論をふっかけてるようにしか思えませんが」


　ほぼ同じ高さの目線。


　まっすぐ見つめあい、遮眼帯ブラインダーの彼女が眉まゆ根ねに皺しわを寄せる。


「誰だれかと思えばお前も候補生か？　雑ぞう兵ひようが、誰に向かって口をき──」


「いつもそんな口調なんですか」


「……いつも？」


「塔とうの同どう僚りようである巫女にも、いま銃を突きつけてる候補生の彼女にも、同じ塔の仲間にどうしてそんな攻こう撃げき的に接するのか僕にはわからない。あなたに大切な人がいたとして、その人に向かってもそんな口調で迫せまるんですか」


「────」


　無表情に近い鉄てつ面めん皮ぴのまま一いつ瞬しゆんだけ、ホルンが口を一の字に引き締しめた。


「たかだか候補生がずいぶんな口をきく。巫女を庇かばって、まるで自分が千年獅だとでも錯さつ覚かくしてるのか？」


「ただ思ったことを申し上げてるだけです。巫女と千年獅が仲違いなんて嫌いやだから」


「……仲違い？　たった一人の子供すら救えない巫女と誰が仲良くすると────」





「ホルン？　そろそろ終わりになさい」





　リン、昇降機エレベータの鈴すず鳴なりの音とともに響く女性の声。


　一枚布を加工しただけのシンプルな法衣をまとう小こ柄がらな巫女が、そこにいた。


「……姉上」


　おずおずとふり向く千年獅。


「ホルン、ユミィさんは修行の連続で疲つかれていると聞いています。あなたが何を言いたいか察しはつくけれど、もう終わりになさい」


「……ですが姉上！」


「結界譲じよう渡との儀ぎが迫っています。皇おう姫ひ様が結界の任務を終えられて三日間の休息を取られ、かわりに巫女が結界を支ささえることになるのですよ？」


　──全すべてが対照的。


　妹がどれだけ口調を強めてもヴィオラは動じない。静かに静かに、まるで水面に波は紋もんが伝わっていくように浸しん透とうしていく言の葉。


「今回は春蕾シユンレイさんが担当するけれど、結界譲渡が完かん了りようするまでは他の巫女だっていつでも不測の事態に応じられるよう準備が必要です。ホルン、あなたはユミィさんにその準備もさせないつもり？」


「…………」


「さ、もう戻もどりなさい。私たちが塔にいられる時間は長くない。いつものように、明日あしたは孤こ児じ院いんにも挨あい拶さつに行くのでしょう？」


「…………わかりました」


　一いつ拍ぱく分の嘆息を吐はきだし、ホルンの踵かかとが床ゆかを叩たたく。そのまま無言で立ち去ろうと背をひるがえして──


「ホルン、人前で背を向ける時は」


「……失礼する」


　呪じゆ詛そを吐きだすかのような口調で呟つぶやいて去っていく千年獅。その背中が昇降機エレベータの扉へと消えるのを厳きびしい表情で見つめ、ヴィオラが愛らしい様子で息を吐ついた。


「ふぅ。ごめんなさいねユミィさん。そちらの二人も、もしかしてホルンが失礼なことを言ってなかったかしら？」


「え……い、いえ！　わ、わわ、わたしは平気です！」


　突然に話を振ふられ、大あわてで首を振ってモニカが否定。


「そう？　もしそうだったら言ってくださいね、私からあの子に言っておきますので。……それでは失礼します、私もこれから久方ぶりに塔の修行がありますので」


　深々と頭こうべを垂れる巫女の第三位。


　小柄な背せ丈たけそのままの短い歩調でゆっくりと通路を進んでいく彼女を見送り、シェルティスはぽつりと呟いた。


「本当に対照的な姉妹なんだ」


　他人に心を許さない妹ホルンがこじらせた物事を姉ヴイオラが補修する。妹ホルンもそれがわかっているから姉ヴイオラだけには逆らえない。


「……昔からそうなの。ヴィオラはあんなに素す敵てきで大人な人なんだけど」


　よほど緊張していたのだろう。強こわばらせていた肩かたを落としてユミィが胸に手をやって深呼吸をくり返す。


「モニカ先せん輩ぱいも平気ですか。さっきいきなり銃を」


「ああ……あれはさすがに驚おどろいたけど、本当に銃で撃うたれたわけじゃないから」


　銃口を突つきつけられた額をさすってモニカが苦笑。


「ところでシェルティス、どうしてお前が巫女様のフロアに？」


『あ……』


「あちゃぁ」


　機械水晶イリスとユミィが同時に悲鳴。


「何かあったのか？」


「い、いやほら。え、えーと……ほら、モニカも言ってたじゃない。統政庁の任務のことで報告が抜ぬけてたことがあって」


　……まさか本当のことなんか言えないし。


　自分の魔ま笛てきを浄じよう化かしてもらいに来たなんて言えやしない。自分とユミィが幼なじみだというのは……それはごく一部の人間は知ってる事実ではあるものの、あまり言いふらすような話でもないだろう。


「逆にモニカこそどうしたのさ？」


「わたしか？　わたしは……まあ、お前と同じようなものだ」


　おや意外。てっきり簡潔な返事が返ってくると思いきや、モニカの返事にいつもの歯切れの良さがない。


「そ、それよりユミィ」


「はい？」


　目を丸くして訊たずねかえすユミィ。そんな彼女を横目に見つめ、巫女見習い時代の先輩はなにやらコホンと咳せき払ばらいして、


「そ、その……この前の会議で、イシュタル筆頭からお前の修行が妙みように長くかかってるという話を聞いてだな。ほ、ほら。わたしも元巫女見習いとして興味があるというか」


『ははーん、私ピンときましたよぉ』


　機械水晶イリスがキラリと輝かがやいた。


『心配性な先輩は、可愛かわいい後輩がうまくやってるか心配なので様子を見に来たと』


「へえ、そうなんだモニカ。相変わらず面めん倒どう見みがいいね」


「なっ……っ！　ち、違ちがうぞシェルティス！　こっちの話はあくまでおまけで」


『またまたぁ。あ、いま心臓の脈みやく拍はく数が一気に上がりましたね？』


「っくぅ!?　だ、だがわたしは──」


「モニカ先輩！」


　後ずさりしようとしたモニカを、目を輝かせたユミィが捕まえた。


「先輩、そうなんですか？　わたしのこと心配してくれて？」


「い、いや……その……だな、護士が巫女のことを心配するのは当たり前というか」


　もごもごと口ごもる部隊長。


　……まあ、これで僕がユミィと一いつ緒しよにいる理由も考えなくて済みそうだし。


　内心胸をなで下ろし、シェルティスは昇降機エレベータの方向へ歩き出した。


『シェルティス、そろそろエリエとユトが遊びに来てる頃ころかもしれませんよ』


「あ、そうだよ急がなきゃ。というわけで、じゃあねモニカ、また明日」


「あ、お、おいシェルティス待て！　まだ話は────っ！」
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「……なんだ、やけに外が騒さわがしいな」


　廊ろう下かから響ひびく複数の声に、レオンは読みかけの本を閉じて立ち上がった。


　ここは巫み女この所有フロアである２８７階だ。一いつ般ぱん人じんは入れないし、かといって護士の立場なら巫女のフロアで騒ぐなど恐おそれ多いと考えるはず。


　となると騒いでいるのはメイメル？　あるいは爛あたりか？


　しばしその場で黙もつ考こうした後。


「……放置だな」


　読みかけの本を再び開き、レオンは椅い子すに座り直した。


　メイメルの悪ふざけで爛が悲鳴を上げるのはいつものことで、それに自分から加わるような真ま似ねはすまい。それに何より、いま自分がここを離はなれると不安がる者がいる。


「────」


　無言でテーブルの正面を見やると、そこには目をつむって黙もく禱とうする黒くろ髪かみの少女。


　……もうじき春蕾が結界譲渡の儀か。


　……不安もあるだろうし、それまでは一緒にいてやらないと。


　普ふ段だんなら爛あたりを誘さそって組み手の時間。今回は久方ぶりにホルン・ノヴァが帰き塔とうしていることもあって彼女と手合わせとも思ったが、それもしばしの我が慢まんである。


「…………レオン」


「ん？」


　ふと見つめれば、自分が護衛をつとめる少女が目を開けていた。


「…………お茶、淹いれる。何がいい？」


　それなら俺がやろう────そう反射的に言いかけたものの、喉のどまで出かけた言葉をぐっと押おしこんだ。


「少し香かおりの強いものにしてくれ」


「…………うん」


　しずしずと台所へと向かう巫女。


　……そうだな。


　……何かしてないと不安なんだ。俺がかわりにやったら意味がない。


　苦笑混じりの微び笑しようをたたえ、レオンは少女の小さな背中を見送った。












　第三章　　『制せい御ぎよしがたく』







　　　　１





「えっへっへー、さあシェルティス君どっちでしょー。決断の時だよ？」


　満面の笑みで二枚のカードを差しだすエリエ。


『シェルティスシェルティス、ほらきっと左が『鬼ハ教ズ官レ』ですよ。右のカードを引くことを推すい奨しようします』


「いや、でもイリス？　いままで十一回連続で左のカードが鬼ハ教ズ官レだったし、今度こそ右が鬼ハ教ズ官レだと僕ぼくは思うんだ。十二回連続で左が鬼ハ教ズ官レだなんてことは……」


『それ、『二回連続で左のカードが鬼ハ教ズ官レだなんてことは──』からの口くち癖ぐせですね』


「シェル兄、がんばって！」


　ユトと機械水晶イリスが固かた唾ずを呑のんで見守るなか。


「今度こそ左が正解に決まってるって。こっち！」


　渾こん身しんの気合いとともに、エリエの差しだす二枚のカードの左側を勢いよく引き抜ぬいた。恐る恐る、そのカードの面をひっくり返して……


「……げ。ユメルダ教官」


『ほらほら、だから言ったのに』


　候補生の間でこっそり広まっているカードゲームだ。鞭むちを持ったユメルダ教官が描えがかれた鬼ハ教ズ官レのカードを放ほうりだし、シェルティスは計十二回目の溜ため息いきをついた。


「……また負けた」


「やっほーい。これでシェルティスのビリ十二回連続ね。よしよし、記録更こう新しんと！」


　分厚いメモ帳に戦績を書きこむエリエ。


「シェル兄、また負け？」


「そうよー。逆にユトは強いねー、これで十二回連続一位じゃない」


「えへへ、ユト強い？　強い？」


　眠ねむたそうに目をこすりながらも満面の笑みをうかべるユト。


『あ、もう夜明け近いですよ』


「……あちゃぁ」


　時計の電子画面に目を細め、シェルティスは小さく悲鳴を上げた。


　夕方から三人で始めたカードゲーム。エリエの出した「勝ったら終わりにしていいよ？」という条件で勝負を開始したのがもう十時間近く前のことである。それから早十二回連続で負け続け……気づけばこうして翌朝だ。


「エリ姉、ユト眠いよ」


「そだねー。じゃあそろそろ帰ろっか、あたしもお店の仕事朝から入ってるし」


　ゲームに使っていたカードと食べかけのお菓か子し、それと怪あやしげな発明品らしきものをまとめて鞄かばんに放りこむエリエ。


「じゃあそういうことで」


「あ、エリエ待った。帰るの二人で平気？　なんなら送っていくけど」


　鞄を担かつぐエリエに待ったをかける。天結宮ソフイアの周囲の治安は折り紙つきだが、それでも早朝は人ひと気けも少ないし用心が必要だ。


「ほら、この前エリエが見たっていう引ったくりとかも」


「へーきへーき！　ちゃんと防犯グッズは開発済みだもん、何かあったら痴ち漢かん撃げき退たい用の強力火か炎えん放射器と一億ボルト出力のスタンガンで応戦よ？」


「……危険物所持の現行犯でエリエの方が捕つかまらないようにね」


「はいはい。っと、それじゃあまた明日あしたにでも遊びにくるね。紗砂シヤサちゃんが遊びにおいでって言ってくれてるし」


「明日？　塔とうに？」


「そそ、どしたの」


「だってほら、今日はあの……」


　首をかしげるエリエに向かってテーブル上のカレンダーを指さししめす。


『結界譲じよう渡との儀ぎが執とりおこなわれる日ですよ。皇おう姫ひから巫女に氷結鏡界の統制権が譲ゆずり渡わたされる日です。今回は春蕾シユンレイだったかな』


「前の結界譲渡で……覚えてるでしょ、結界が破られたの。あれ以来、塔のなかでも結界譲渡中は警備が強化されててさ。正せい護ご士しクラスの人たちが塔を交代で巡じゆん回かいするらしいから、塔に入るのも大変だよ」


「ほぉほぉ、そうなの？」


　しかしエリエはあっけらかんとした顔つきのまま、懐ふところから何かを取りだして。


「でも紗砂ちゃんがさ、このカードを見せれば平気ですよって」


「カード？　ああ、これ員章じゃん。僕が持ってるのとも同…………」


　銀色に輝くプレート。その表面に刻まれた内容に目をやったまま、シェルティスは呼吸も忘れて立ちつくした。


「……エリエ」


「ん？」


「これ、どこで手に入れたの」


「えへへ、すごいでしょ。紗砂ちゃんがあたしにこっそりくれたんだから」


「……すごい……なんて話じゃないよ、これ」


　員章に刻まれた階級表示は『２９０』。


　地上２９１階建てである天結宮ソフイアにおいて、最上階『楽園』のフロアを除のぞいた全すべての階層──２９０階の皇姫のフロアまで自由に行き来できるという表示。


　……錬れん護ご士しだって皇姫のフロアには行けないはずなのに。


　……このカードはそれ以上？


　皇姫のフロアへは、巫女と千せん年ねん獅しの権限でのみ稼か働どうする専用昇降機エレベータが唯ゆい一いつの通行手段のはず。錬護士筆頭のイシュタルですら単身では皇姫のフロアに入れない。なのに一いつ般ぱん人じんであるエリエが、なぜそんな強力な権限の員章を？


「エリエはこれ使ったことある？」


「まだだけど、どうかしたの」


「いや……その、もしこのカードが使えたら僕に教えてほしいなって。その紗砂って子、ちょっと気になって」


　塔の事務員？


　単なる一事務員が、こんな員章をすんなりと用意できるものなのか？


「あーいいよいいよ！　どうせ紗砂ちゃんのこと紹しよう介かいするつもりだったし。すっごく可愛かわいくて良い子だから期待してて！　ほいじゃあね！」


「あっ、ちょっとエリエ──……ったく、こういう時の行動はほんと早いんだから」


　声をかける間もない。ユトの手を引いて風のように駆かけていく少女を遠目に眺ながめ、シェルティスは肩かたの力を抜いて腕うで組ぐみした。


「……紗砂、か。塔の事務員にそんな名前の子いたっけ？」
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　しんと静まりかえった冷たい通路。


　ほのかな常じよう夜や灯とうだけが光をもたらす薄うす暗ぐらいフロアで、凍こおりつくような空気のなかをユミィは一人で歩いていた。


　塔の22階。


　フロアがそのまま巨きよ大だいな総合医い療りよう施し設せつとなっており、その通路をひたすらに奥おくへ。


　巨大なロビーで受付を済ませれば、そこは既すでに緊きん急きゆう外がい来らい用のＡ区画。


　そこからさらに奥へと進めば、入院を要する重傷者を扱あつかうＢ区画。


　さらにその奥が、命が危ぶまれる深刻な容態の患かん者じやを扱うＣ区画。


「…………うん」


　眼前を覆おおうようにそびえ立つ巨大な鋼鉄製の扉とびらを前にして、ユミィは自分を鼓こ舞ぶするつもりで大きくうなずいた。


　鈍にび色いろに輝かがやく材質の扉に刻まれた────青白く発光する刻印儀ぎ礼れい。沁しん力りよくを帯びた扉によって隔かく離りされた最後のＤ区画が、この先に待っている。


「…………」


　扉とびら脇わきのセンサーに手をかざす。


　指先に帯びたわずかな沁力の波長を特とく殊しゆ機器に読みこませ、ほどなくして。


『確認……沁理局との正常連れん携けい……照合……沁力波形一いつ致ち…………認証中……


　巫み女この第五位、ユミィ・エル・スフレニクトールと確認されました』


　巨大な両開きの扉が、物々しい音を響ひびかせて口を開けた。


　…………


　…………ここは、そういう場所だものね。


　天てん井じよう、床ゆか、通路。


　その全てにほどこされた刻印儀礼。かつて巫女見習いたちが総出で、自みずからの沁力をこの壁へき面めんに刻みこむことで完成させたと聞いている。


　そうでなければ、魔ま笛てきに汚お染せんされた患者の保護など到とう底てい無理だろう。なにしろ魔笛に汚染された患者に触ふれた途と端たん、一般人ならその場で同じ魔笛に感染してしまうのだから。


「……ええと」


　最後に来たのはもう半年以上前のこと。洗礼の巫女として初めての挫ざ折せつに打ちのめされて以来、自分からは絶対に訪れたくない場所になっていた。


「Ｄ09、ここで合ってるよね」


　部屋名を何度も確認し、おそるおそる扉を開ける。


　真っ白な部屋──白一色に塗ぬりつぶされた部屋と天井、床と壁かべ。その中央に、人工呼吸器をつけたまま眠り続ける少年が一人。まだ十歳にも満たない小こ柄がらな少年だ。


「おはよう……ございます」


　返事などあるわけもない。強力な魔笛によって永遠の昏こん睡すいに囚とらわれて以来、この少年は一度も目を覚ましたことがないのだから。


「……ごめんね……本当は、もっと早く来たかったけど」


　巫女の修行の合間に訪れることもできただろう。でも無理だった。惨みじめなだけ……魔笛を治なおすこともできないまま訪れたって心が沈しずんでしまうだけとわかってた。


「？　あれ、花か瓶びん……」


　白いカーテンのゆれる窓辺に、瑠る璃り色いろの硝子ガラスでできた花瓶がそっと置かれていた。そこに生けられた一輪の白い花。


　……前に来た時はこんなのなかった。


　ここＤ区画は一般人の立ち入りは厳禁だ。家族ですら患者への面会は滅めつ多たに許されない。ではいったい誰だれがこの花を────


「私では不似合いか？」


「っ！」


　まるで気配なく訪れた者の声に慌あわててふり返る。


「……ホルンさん」


「私以外に誰が見み舞まいを、と思ってみてみれば」


　遮眼帯ブラインダーを装着した千年獅が、両手を組んだ恰かつ好こうで壁に寄りかかる。


「どんな風の吹ふき回しやら。それで罪つみ滅ほろぼしのつもりか？」


「…………」


「用がないなら退室しろ。お前はテッシャにかける言葉など持ち合わせていないだろう」


　…………。


　…………そう、いまはそうかもしれない。


　息を溜ため、反論の言葉をぐっと胸の奥に押おしこんだ。


「何か言いたそうな顔だな」


「口では言いません」


　ホルンに背を向け、部屋の扉へと爪つま先さきを向ける。


　わかってる、言葉で言い返したって意味なんかない。それじゃだめなんだ、失った信用を取り戻もどすことはもちろん、どんなに言葉で言い返したってこの子は目覚めない。


「わたしの沁力でこの子に伝えます……絶対、伝えます」





　巫女の第五位が立ち去った後のその部屋で。


「…………戯ざれ言ごとを」


　唇くちびるの端はしを嚙かみつぶし、ホルンは苦々しく呟つぶやいた。


「……夢を……人に希望を与あたえるような言葉を軽々しく口にするな」


　希望を踏ふみにじられた時の悲しみほど大きく、夢失った時の絶望ほど深い。現に巫女の誰一人として、この眠ねむり続ける少年の魔笛を祓はらうことはできなかった。


　……そう、できるわけがない。


　自分の姉であるヴィオラ、さらには巫女の第一位エルミーテイアすら屈くつした魔笛だ。


「──テッシャ」


　まぶたを閉じたままの少年の額ひたいに手で触れる。護士の儀ぎ礼れい衣いを着ていなければ、自分もこうして手で触れることはできなかっただろう。


「待ってろ、私が必ず助けてやるから」


　この魔笛の主あるじである幽ゆう幻げん種しゆを探しだして討とう伐ばつする。何ヶ月何年かかろうと、浮遊大陸オービエ・クレアの端から端まで歩き渡ってでも見つけだす。


「…………時間か」


　天井そばの壁に設置された時計を一いち瞥べつ。


「それじゃあテッシャ、私は児童園に行ってくるよ。お前の分までちゃんとみんなに挨あい拶さつしてくるから」


　少年の手をそっと握にぎり、ホルンは部屋を後にした。





　　　　２





『シェルティス、起きてますか？　返答願います、シェルティス？』


　天井に設置された通信機器が、突とつ然ぜんに仲間の声を伝えてきた。


「……ふぇ？　華宮カグラ？」


　ベッドの上、くるまっていたシーツから頭だけをのぞかせる。眠気の覚めない頭をふり、ぼんやりした目をこすって時計を眺めるものの。


「お願い、せめて訓練の時間まで寝ねさせて。……さっきまでエリエとユトが」


『寝ぼけたこと言ってないで起きてください。いいですか、この五分後にあなたの部屋にお邪じや魔ましますから、それまでに顔洗って身み支じ度たくを整えといてくださいね』


「え、ちょっ……ちょっと華宮、せめて十五分は──あ、あれ？　華宮？　華宮」


『…………』


　ブツッ、と音を立てて通信機が沈ちん黙もく。


「……何なのさ」


　ベッドの上で上半身を起こし、シェルティスは頭を抱かかえた。





「おはようございます、良い朝ですね」


「おはよ。……まだかなり早いけどね」


　三時二十七分。エリエとユトが帰ってからまだ十分と経たってない。おかげで訓練開始の四時ギリギリまで寝るという計画も水みずの泡あわだ。


「なにぶん急を要する事態ですので」


　機メ械ツ帽トを目ま深ぶかにかぶった華宮は普ふ段だんどおりだ、眠気の欠片かけらもない。


「……華宮、朝は苦手なんじゃ？」


「そうですよ。でもアレを見たら目が覚めました」


「アレ？」


「ええ、ちょっと作業机を借りますよ」


　こちらの返事も待たずに机の前に陣じん取どる彼女。何をするかと思えば、机き上じようのモニターと演算器コンピユータに手を伸のばして何かを高速で打ちこみ始めた。


「それ？」


「ええ、護士われわれには無用の長物として名高いこの組織端たん末まつです」


　自身のログインＩＤを打ちこみ、次々と画面を展開していく華宮。その様子を後ろで眺めるも、なじみのない画面ばかりでまったく予想もできない。


「シェルティス、これからあなたに見せるのは、天結宮ソフイアの総務局や塔とう制局をはじめ各局の電子掲けい示じ板に寄せられた匿とく名めいのメッセージです」


「それで？」


　キーボードを高速で打ちこむ少女の指先が、一いつ瞬しゆん止まった。


「先に言っておきます……覚かく悟ごしていてくださいね」


　カチッ。


　最後のキーを押した瞬間、モニター上から全てのウィンドウが消失。かわりに現れたのは、青色の画面に浮うかんだ一文章だった。





『天結宮ソフイアの皆みな様さまへ────』





「……天結宮ソフイアの全員あて？」


　そのまま何の気なく画面の下へ下へと移動して。












『天結宮ソフイアの皆様へ────


　とっておきの秘密を教えてあげましょう。


　人の形をした幽幻種が、護ご士しに姿を変えてあなたたちの塔に潜ひそんでいます。あぶり出すために、塔の護士全員に巫み女この洗礼術式を浴びせてみることを勧すすめます』












　メッセージの意味を理解するには、途と方ほうもない時間が必要だった。


　……まさか、このメッセージが指さしてる護士っていうのは。


　指先がふるえているのが自分でもわかる。


「…………なに……この、笑えないメッセージ」


　振ふり絞しぼるようにして、それだけ口にするのが限界だった。


　……これは僕のこと？


　……いったい誰だれがこんな……塔の不安を煽あおるようなことを。


「だから言ったでしょう、覚悟してくださいと」


　椅い子すの背もたれによりかかって華宮が首しゆ肯こう。


「ありとあらゆる組織端末に一いつ斉せい送信されています。いまのところ塔の上層部は悪戯いたずらと考えているようですが、いつ考えを改めるか」


『あれ、でも一ついいですか？　組織端末に送信されてるなら私も気づくはずなんですが。特に護士に関するものなら単語検けん索さくで常時チェックをかけてるし』


　今ひとつ腑ふに落ちない様子で機械水晶イリスが点灯。


　それも当然だ、機械水晶イリスのセンサーは塔の全電子組織におよぶ。華宮が気づくなら機械水晶イリスだって気づいていなければおかしいことになる。


「ところがですね、護法院……つまり護士の管かん轄かつ局にだけは、このメッセージが遅おくれて送信されたようなんです。その他の環かん境きよう局や機工局には一斉に送られていることから考えて、送信者が意図的に護法院だけ遅らせて送信した可能性が高いと思われます」


『……納得。私の検索は護法院を最優先にしていますので、それで発見が遅れたと』


「ええ。わたしの場合はほら、塔制局の電算研究者の肩かた書がきもありますから。そちらのＩＤでログインしたおかげで、このメッセージも最速で閲えつ覧らんできたというわけです」


　機メ械ツ帽トを脱ぬいで嘆たん息そくする華宮。


「これが誰のことか、説明する必要もないと思います」


「…………うん」


　誰の仕し業わざかわからないが陰いん湿しつな手口だ。


　護士に姿を変えていると断言しておきながら、その護士の名前は出さずに不安を煽る。護士全員に巫女の浄じよう化か術式を浴びせてみろという方法もそうだ。これはつまり、周りの護士なかまや教官じようしが見ている前で誰がソレなのかを暴けと言っているようなもの。


「一つ聞きますが、もしもこれが実現したら？」


「……あまり考えたくないことになると思う」


　魔ま笛てきを帯びたこの身体からだにとって沁力は猛もう毒どくに等しい。


　巫女レベルの術者の浄化術式となれば、エルベルト共鳴は起きないまでも、火傷やけどに近いかたちで軽傷をうけることになる。


「不幸中の幸いにして、塔の上層部もメッセージの内容はさほど気にしていないようです。塔の不安を煽るメッセージは昔から何度も寄せられていましたし」


「……信じていい？」


「その根こん拠きよは、このメッセージの送り先ですね」


　うなずく華宮。表示されたメッセージをいったん消去し、彼女は続けざまに別の画面を複数同時に起動させていた。


「ほら、検索かけても赤文字でエラーを吐はきだすでしょ。これ塔の誰かが送ったわけでも、居住区の誰かが送ったものでもないんです」


『浮遊大陸オービエ・クレアの外、浮遊島ラグーンのどこかから送られた遠えん隔かく送信というわけですね』


「そういうことです。塔の内部の人間が言うことならまだ信しん憑ぴよう性せいもあります。しかし浮遊大陸オービエ・クレアの外からメッセージを送るような者がですよ、幽幻種が護士に姿を変えてるだなんて、塔の人間も知らないような情報を知っているわけがないでしょう？────塔の上層部がそう考えるのも、まあ妥だ当とうな判断でしょうね」


「……浮遊大陸オービエ・クレアの外、か」


　確かにそうだ。浮遊大陸オービエ・クレアの外の浮遊島ラグーンにいる人間が、そんな天結宮ソフイアでも一ひと握にぎりの者しか知らない秘密を知っているはずがない。誰もがそう考える。


　……なら、なおさらじゃないか。


　……浮遊大陸オービエ・クレアにいない誰が、僕の秘密を知ってるって言うんだ？


「華宮もイリスも、これがどこの浮遊島ラグーンから送られてるかわからない？」


『……努力してみますが、対象をある程度に絞るのが精せい一いつ杯ぱいかと』


「同じく。厳きびしい挑ちよう戦せんになりそうです。当然のように送信者の名前も空欄ブランク、つまり匿名なわけですから」


　この二人でこれだ、ならば誰を頼たよったところで芳かんばしい回答は得られまい。


「……ありがとう華宮、教えてくれて助かった」


「はい。でもこれからどうします？　今日も早朝訓練から予定が入っていますが、何か理由をつけて休んで調査を？」


「ううん」


　華宮の提案に首をふり、シェルティスは椅子から立ち上がった。


「ここで僕だけ急に休んだら疑ってくれって言ってるようなものだし。訓練は普ふ通つうに出て、それが終わったら考えてみる」


『それが自然でしょうね。塔の上層部の動きは私が逐ちく一いち押おさえておきますので、何かあればお伝えします』


「なるほど。わかりました……ただ」


　機メ械ツ帽トのアイシェードごしに感じる華宮のまなざし。


「なに？」


「この件は別にしてですよ。いつかモニカにはあなたの魔笛のこと、勘かんづかれてしまう気がします。その時の彼女になんて言うかだけは考えておいた方が良いでしょう」


「…………」


　じっと見上げてくるネルの民たみの少女から目をそらす。


「……それは別の時に考えるよ。いまは訓練と、もちろんこの件にも集中しないと」


　それだけ言うのが精一杯だった。
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　見上げるほど巨きよ大だいな岩が行く手を阻はばむ岩石地帯。


　巨岩と巨岩の隙すき間まをくぐっては道なき道を疾しつ走そうし、時には岩から岩へと飛び移って進んでいく高難度の環境フイールド。


「──ィス、──ルティス」


　巨岩から巨岩へ跳ちよう躍やくするたびに額ひたいから汗あせがしたたり落ちる。


　早朝訓練を開始した頃ころは暗くらかった屋外訓練場も、いまは頭上高くに昇のぼった日ひ射ざしに照らされてぐんぐんと気温を上げている。


「シェルティス、聞いてるか!?」


「……っ！　わわっ、っ、な、なに？　なにか？」


　耳元で名を呼ばれ、シェルティスはようやく我われに返った。


「わたしの話、聞いてなかったな」


「……ごめん」


　まったくもう──真横を併へい走そうするモニカが苦笑。


「次の任務の話だ。何か希望はあるか、と聞きたかった」


「……んと」


　斜ななめ前方の岩へと飛び降りながら。


「前にも言ったけど、経験をたくさん積んでおきたいのは自然区の警備と要人護衛の二つなんだよね。正護士になってからも多い任務だし」


「そう思ってわたしも調べたけれど、その二つはどちらも品切れだ」


「ありゃ、そうなの？」


「さっき話したつもりだったんだが、それも聞いてなかったな」


　苦笑の表情から、モニカがうっすらと目を細めてみせる。


「お前が訓練中に上うわの空とは珍めずらしいな、何かあったのか」


「あ、いや……平気だと思う」


　塔とうに届いた匿とく名めいのメッセージが気になって仕方ない、とは言えまい。


　……いやな感じだ。


　……ここまで訓練に集中できないのって初めてかもしれない。


「任務の件だけど、そういう事情なら僕はほかの任務でもいいよ。大事なのはその二つだけど、ほかの任務をまったく受けないっていうのもバランス悪いし……統政庁の件が重かったし、次は少し軽いのにしてもいいかも」


『あ、それなら定番の夜間警備とかですか？』


　天結宮ソフイアの敷しき地ちを交代制で警備する任務──候補生が重大任務を受けるにあたり、その肩かた慣ならしとしても利用する任務の一つだ。夜間といっても天結宮ソフイアの領内だから危険などまずないし、逆に何かあってもすぐに教官や正護士が駆かけつけられる。


「だね、塔の警備なら今日からすぐにでもやれそうだし」


「たしかにそうだが、塔の警備も最近は面めん倒どうごとが多いと聞くぞ？　愉ゆ快かい犯はん……警備の目をかいくぐって敷地内に侵しん入にゆうしようとする迷めい惑わくな連中もいるらしい。今朝方の趣しゆ味みの悪いメッセージ、見ただろう？」


「メッセージっていうと……」


「護士のなかに幽ゆう幻げん種しゆが混じっているだのというやつだ、見てないのか？」


「あ、いや…………」


　ごく素直に聞き返され、思わず言葉に窮きゆうしてしまった。


「……見たよ。うん」


「だろう？　まったく、あんなでっちあげに護士われわれが動どう揺ようするわけないだろうに、天結宮ソフイアを小こ馬ば鹿かにするのもほどがある」


　岩から岩へと飛び移りながらも、憤ふん慨がいしたモニカが眉まゆをつり上げる。


「……モニカはさ、やっぱりそんな奴やつがいたら気味が悪い？」


「うん？」


「えと、その、なんていうか、幽幻種とはちょっと違ちがうけど…………魔笛を持ってるような奴が護士のなかにいたら」


「？　よくわからないが、魔笛を持ってるのは幽幻種しかいないだろう？　いるわけないが、それがもし塔にいれば危険じゃないか」


　狐きつねにつままれたような表情の少女。


　魔笛を持っているのは幽幻種だけ。元巫み女こ見習いであった彼女に言わせるならば、幽幻種の定義とは『魔笛を有するかどうか』なのだろう。


　つまり魔笛を有している自分もまた、彼女の定義をあてはめるなら幽幻種。


　……そうだよね。


　……モニカの反応がきっと普通なんだろうな。


「シェルティスもしや、あのメッセージのことを真しん剣けんに考えてるのか？」


「そ、そんなことないよ？　でもほら、ああいうの誰がどこから送ってくるのかなって」


「度の過ぎたものなら調査もありえるらしいが、今回はそれもないと思う。誰が見たってタチの悪い冗じよう談だんとわかりきった内容だからな。ああいうのは無視が一番だ」


「……うん」


　気づかぬうちに硬かたく握にぎっていた拳こぶしをひらいて深呼吸。肺のなかの澱よどんだ空気を一新し、シェルティスは最後の巨岩から飛び降りた。


「やれやれ、ようやく完走か」


　とめどなく流れ落ちる大おお粒つぶの汗をぬぐってモニカが空を仰あおぐ。


「そろそろ正午だし、午前はこれで終しゆう了りようにしよう。午後は三時から会議室を使って講義があるから、その会議室に集合で」


「あれ？　でも華宮とヴァイエルは？」


「向こうだ」


　モニカが指さす方向──地平線の片かた隅すみで、鞭むちを持ったユメルダ教官に追いかけ回される二人の姿。


「あのペアは普ふ段だんから訓練の参加率も悪いから、教官が直じき々じきに指導らしい。部隊戦ギリギリまでやると言ってたからまだしばらく終わらないと思う」


「……なるほど」


「わたしは塔の食堂に行くつもりだけど、昼食を一いつ緒しよにどうだ？」


「ええと」


　反射的に頷うなずきかけたものの、あわてて言葉を呑のみこんだ。


「ごめん……用事あったんだった。悪いけど、一回部屋に戻もどらないと」


「そうか？」


「うん、ちゃんと会議室に行くから。──それじゃ！」


　小さく手を振ふるや、シェルティスは天結宮ソフイアへの舗ほ装そう路をまっすぐ駆けだした。
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　燦さん々さんと照らす陽光に、荘そう重ちようなステンドグラスが色いろ鮮あざやかな光を映うつす。


　その場の空気はおろか、光と音までもが澄すみきっている──そんな神聖で清せい澄ちようなフロアを、一人の女性護士がとぼとぼと歩いていた。


「……うーん、これは問題かもぉ」


　天結宮ソフイア２８８階。


　巫女の第二位、第三位。そしてその護衛である千年獅のために用意されたこのフロアは、全ての護士と巫女見習いから聖地としても崇あがめられている場だ。


　いつかは自分がこのフロアの所有者に────巫女と千年獅になることを目標とする者にとってのあこがれの場所である。


「うーんうーん、何がいけなかったんだろうなぁ」


　にもかかわらず、長大な金きん属ぞく鎗そうを背負う彼女にそんな緊きん張ちよう感かんは微み塵じんもない。


　顔をしかめて腕うで組ぐみしつつ独り言。


　ほかの護士なら緊張でまっすぐ歩くことすらままならないこのフロアを、あたかも親しい友人の部屋に招かれただけと言わんばかりの暢のん気きさで進んでいく。


「やっぱり原因は野菜嫌ぎらい？　いやいや、盛りつけかもしれないし。……うーん」


「楽しそうですね、イシュタルさん」


　そんな彼女を呼び止める声。


　亜あ麻ま色いろの髪かみに薄うす茶ちや色いろの双そう眸ぼう、一枚布を加工して仕上げた法衣を羽は織おった巫女である。


「あーヴィオラ様だ、ご無ぶ沙さ汰たしておりますぅ！」


「お久しぶりです。イシュタルさんも相変わらず元気そうで。私、次に天結宮ソフイアへ戻る時こそイシュタルさんが千年獅になってるだろうって思っていました」


「えへへ、イシュタルはまだまだ未熟ですから」


「そうですか？　ほら、ちょうどユミィさんも千年獅を決めかねていると聞いてますし」


「……ああ、そうでしたね」


　くすっ、と低い声こわ音ねの笑みが護士の唇くちびるからこぼれおちる。


「ま、それはユミィ様のご決定次第ということですよー。ご縁えんがあればということで」


「そうですね。ところで何やら難題ですか？　あなたが難むずかしい顔をしているなんて珍しくて、それで声をかけてしまったのですが」


「……うっ。実はそうなんですぅ。妹のイーシャちゃんのことで悩なやんでまして。もし良かったら聞いてもらえます？」


　どんよりと暗い表情で肩かたを落とす錬れん護ご士し筆頭。


「ええ。同じく妹を持つ姉として」


「あのですね！　愛いとしい愛しいイーシャちゃんのために、ついさっき、お昼ご飯にオムライスを作ってあげたのですよぉ」


「あら素す敵てき。イシュタルさんは本当に妹想おもいですね」


「そうですよー。なのに聞いてください、イーシャちゃんたらですね、オムライスを作ってあげるって言った時まではご機き嫌げんだったのに……いざ食べる時になったら急に不機嫌になって、あげくの果てに泣き出しちゃって」


「あらあら。失礼ですが、お味の方は？」


　首をかしげるヴィオラに対し、イシュタルの方は勢いよく首を横にふってみせた。


「それはバッチリですよー。なにせ十年以上の仲ですから。イーシャちゃんの好みの味付けも、料理の見た目だって完かん璧ぺきに把は握あくしてますから」


「あら、それじゃあたしかに難問ですね。なにか妹さんの機嫌を損そこねるようなことでもあったのかしら」


「……うーん、それが何も思い当たらないんですよねぇ」


　心底困ったという表情のイシュタル。


「むしろ喜んでもらいたくて、イーシャちゃんのかわりにスプーンでオムライスをすくって『はーいイーシャちゃん。ご飯ですよぉ、美お味いしいですよぉ』って食べさせてあげようとしたのに。そしたらイーシャちゃんが急に立ち上がって『お姉様のばかぁっ────っ』って、スプーン握りしめたまま泣いて逃にげだしちゃって」


「…………それはそれは」


「ね？　ふしぎでしょう？」


「…………きっと、妹さんも年とし頃ごろなんだと思います。感受性豊かというか」


「そうですかぁ？」


「ええ、私も……人ごとではないですから」


　まぶたに陰かげを落とし、苦笑じみた笑みをうかべる巫女。


「そうですねぇ、お互たがい妹には苦労するということですか。でもホルンちゃんは強いから、何かあっても平気だとは思いますよぉ？　うちのイーシャちゃんは、まだ一人じゃ幽幻種とは戦わせられないなぁ」


「強いことが、そのまま優ゆう秀しゆうともかぎりませんよ」


「ええ、イシュタルもそれには同意です」


　ぱっと表情を明るくさせて、そして。


「──それじゃあ、そっちの話に移りましょうか？　そのホルンちゃんのお話」


「…………」


　その一言で。


　広大な塔とうの一フロアが、一面凍とう結けつしたかのように静まりかえった。


「やっぱり」


　くすりと唇をふるわせて、巫女の第三位は笑みを隠かくそうともしなかった。


「やっぱりイシュタルさんはイシュタルさんですね。錬護士筆頭あなたが何の意味もなくここに来るわけないもの。最初から私に用がおありだったのでしょ？」


「もちろんですー。そうじゃなきゃこんなフロアまで来ませんよぉ、そんな時間があれば逃げたイーシャちゃんを追いかけてるところです」


「……あ、オムライスの話は本当なんですね」


「……残念ながら本当なんです」


　再び溜ため息いきをつく錬護士筆頭の姿に思わずふきだし、ヴィオラは自室の方向を指さした。


「お話、私の部屋で？」


「いえいえ、お構いなくですよぉ。立ち話の延長で大だい丈じよう夫ぶです。というかイーシャちゃんの話の方が長いくらいですから」


「短すぎるのも怖こわいですね。それで、お話とは」


「ええ。そういえば昔、ホルンちゃんが幽ゆう幻げん種しゆなんか探してたかなぁって。あれ、なんて個体名でしたっけ？」


「『Ｓベクター第八種』ですね。唯ゆい一いつの目もく撃げき例は……孤こ児じ院いんの子供たちが向かったピクニックでした。発見時は小さな黒くろ猫ねこのような外見で、子供たちが近づいた途と端たんに巨きよ大だい化して襲おそってきたという話です。駆かけつけた正護士も応戦したのですが、どんなに倒たおしたと思ってもすぐに再生してしまうという報告も受けています」


「ほぅほぅ、なるほど。それがホルンちゃんが目の敵かたきにしてる幽幻種かぁ」


　自みずからの唇に指先をそえてイシュタルが目を細める。


「ねえヴィオラ様」


「なんでしょう？」


「もしもですよ、もしそれが見つかったら、きっとホルンちゃんは誰だれの命令も聞かずに塔を飛びだしていきますよね？」


「…………」


「その時、ヴィオラ様にホルンちゃんの暴走を止められますか？」
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　天結宮ソフイア11階、護士候補生宿舎。


「……見るのが怖いな」


　自室に戻るや、シェルティスは作業机の組織端たん末まつを立ち上げた。


　員章に刻まれた自分の塔員ＩＤを入力し、モニター上に高速でウィンドウを展開。やがて、電メ子ー文ルの表示された画面でキーを操作する指先が止まった。


　受信件数『１』


　差出人『　　　』





『天結宮ソフイアの皆みな様さまへ────


　とっておきの秘密を教えてあげましょう。


　人の形をした幽幻種が、護士に姿を変えてあなたたちの塔に潜ひそんでいます。あぶり出すために、塔の護士全員に巫み女この洗礼術式を浴びせてみることを勧すすめます』





「受信件数が一件で差出人不明……これだよね」


『ええ、華宮が見せてくれたものと同一メッセージです。やっぱり受信時間が彼女のものより遅おそいですね。その目的は不明ですが』


「……進展は無しか、よかった」


　一息分の安あん堵どと一いつ緒しよに胸をなで下ろす。


　自分が訓練に行ってる隙すきにメッセージの第二弾だんが送られていて、そこには該がい当とうの護士の名前がそのまま掲けい載さいされていた────そんな最悪のシナリオだけは回かい避ひした。


『しかし巫女の洗礼術式を片かたっ端ぱしといっても、ユミィをはじめメイメルや春蕾はあなたのこと知ってるわけですからね。いざとなったら彼女たちの協力があればごまかすことはできるでしょう』


「……でもそれじゃ、根っこの部分が解決できないよ」


　送信者は浮遊大陸オービエ・クレアの外、つまり遠い浮遊島ラグーンのどこかにいるということになる。しかしその送信者の名前も空欄ブランク。手がかりになるようなものは皆かい無むに等しい。


　……浮遊大陸オービエ・クレアの外で、僕のことを知ってる人物？


　……統政庁？　いや統政庁にだって、ここまで詳くわしいことを知る人物はいないはず。


「弱み、握にぎられたかな」


『相手の正体を特定しないかぎり、これは一方的な防戦にしかならないでしょうね』


　こちらの弱みを握ったうえで向こうから交こう渉しようを持ちかけてくるかもしれない。雲を摑つかむような話だが、何かこちらも相手を特定できるような情報が必要だ。


『私も頑がん張ばります、華宮も協力してくれるようですし』


「ありがと。僕も思い当たりそうな顔を考えてみたいけど、なにしろメッセージもこんな感じだし、送り主の名前も空欄ブランク………………空、……空……欄？」


　…………空欄ブランク？


　なんだこの……もどかしい感じ。


　何か……もしかして僕は……すごく大事なことを見落としてる？


『どうし──』


「待って！……集中したいから」


　呼吸すら止めて思考に集中。


　メールの送付主の名前は無い。一文字すら記入のない空欄ブランク表示だった。だがもしも、名前がないことそのものが、このメッセージの一番大事な部分だとしたら？


　……空欄ブランク……ブランク……空からっぽ…………それはつまり空…………空くう……白はく。


　…………いる。





〝ねえシェルティス、この世界で会う時を待ち望んでいました〟





　一人だけいる。自みずから『空白イグニド』を称しようする人間が。


　統政庁を黄マ金ハとともに襲しゆう撃げきした、名も無き第三機関からの刺し客かく。ミクヴァの緋ひ眼がんの輝かがやくフロアで対たい峙じした、あの漆しつ黒こくの────


「……イグニド」


『え？』


「イリスも覚えてるだろ、統政庁で出会ったあの不気味な奴やつ。『緋眼』の上からこっち見下ろしてきて、あげくの果てに僕のこと待ってただの、会いたかっただの」


『空白イグニドと名乗る……ああ、なるほど。私の苦手な類たぐいのジョークですね。……でも本当にあの人物でしょうか。何か確信できる根こん拠きよでも？』


「根拠はないよ、ホントに勘かんだもん」


　でも感じる。


　寒気にも似たざわめきが、自分の勘は正しいと告げている。





〝知りたければ追いかけて。さあシェルティス、空白わたしを追いかけてきてください。それが全すべての始まりだから〟





　……全ての始まり。


　……アイツを追いかけた先に、何かがあるのか？


「僕を、おびき出すため？」


『考えすぎと言いきれないことが問題ですね。実はあの人物については、私も疑問に感じていることがあるんです。アレが何者なのか気になってて』


「イリスも気になってるの？」


『はい。実はあの人物、あれは私たちの────』


　直後。


　鮮あざやかな蒼あおに輝いていた水すい晶しよう部が光を失い、暗い灰色へと変化した。


「ん？」


『……いえ、やめましょう。憶おく測そくで話すには過ぎた内容です。いずれにしろ犯人の目星がついたのは不幸中の幸いです。対策も考えられるかもしれないし、そして何より』


「また、嫌いやでも会うことになるか……」


　膝ひざの上で拳こぶしを握りしめる。


　と──


『お？』


　光量を落としていた機械水晶イリスが再び点灯。


『ねねシェルティス、護法院から緊きん急きゆう任務が発令されたようですよ。場所は生ビ態オ生ト育ー野プのＳベクター区画……大だい塩えん湖このほとりです。最も寄よりの地区を巡じゆん回かいする正せい護ご士し部隊が緊急対応中とのことで、護士候補生も支し援えん部隊として参加を求められてます』


「教官推すい薦せんか、声のかかる可能性はあるね」


　黄金のマハによって正護士部隊が壊かい滅めつした時と同じだ。主しゆ軸じくは錬れん護士と正護士、その支援として教官推薦の候補生部隊が駆りだされる。


「任務内容は？」


『幽幻種の討とう伐ばつ。発見したものの包囲の網あみを突とつ破ぱされたとのことです……いや……でも、これは…………？』


　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくを隔へだてて機械水晶イリスが続ける。


『この個体、以前にも発見報告があるようです。少々お待ちくださいね、天結宮ソフイアの幽幻種リストから検けん索さくして抽ちゆう出しゆつしますから』


「……強力な奴だね」


　過去に一度逃にげられ、そして今回も包囲の網を突破したとなれば偶ぐう然ぜんではあるまい。


　特とく殊しゆな、あるいはかなり強力な魔ま笛てきを有する個体の可能性が高い。確実に仕し留とめるなら中型個体でも正護士部隊が二部隊、大型となれば三部隊は必要だろう。


「────」


　銀色に輝くカード型の員章を握りしめる。この員章宛あてに、教官からの集合命令がいつ送信されてくるかもわからない。


　……強力な幽幻種相手なら候補生も二、三部隊は支援が必要かもしれない。


　……今ごろモニカの員章に連れん絡らくが入ってるか？


「イリス、抽出は？」


『たったいま全リストとの照合および実証検査ベリフアイチエツクを完かん了りようしました。天結宮ソフイアのリストとの照合結果、完全一いつ致ちが一個体。……しかし、これは厄やつ介かいです』


「幽幻種が？」


『はい。先ほど私が申し上げた幽幻種の発見場所、覚えてますね』


「大塩湖だろ。生ビ態オ生ト育ー野プのＳベクター区画って────」





〝巫女わたしたちは、それを『後こう罪ざい型』の魔笛って呼んでるの。『Ｓベクター第八種』……ホルンさんが追ってる幽ゆう幻げん種しゆの俗ぞく称しようだけど〟





　……あの時のユミィが教えてくれた幽幻種。


「まさか」


　機械水晶イリスが厄介だと言った理由とは。


　……いま天結宮ソフイアが追ってるのは、ホルンの追いかけてる個体？


　……だとしたらまずい。


「もし誰だれかがそいつの魔笛を浴びたら──」


『はい。なにしろ巫女の力をもってしても浄じよう化かできない魔笛です。護士のなかから犠ぎ牲せい者しやが出る前に、早急に幽幻種の討伐が必要でしょう。それと、最悪のケースを想定してユミィにも話を伝えておく必要があるかと』


　問題はホルン・ノヴァ。


　彼女の元にも情報は伝わってるはず。ならば彼女のことだ、たった一人で幽幻種との決着を望んでいるはず。が、巫女でも浄化できないほど強力な魔笛を持つ幽幻種が相手だとすれば、いかに千せん年ねん獅しとて冷静さを欠いたままの交戦は危険すぎる。


「……イリス。モニカにすぐ出られるよう連絡しておいて」


　端末の電源も切らず立ち上がる。


　一度は脱ぬいでいた黒のジャケットを再び羽は織おり、ベルト部のホルダーを再び固定。


　……イグニドの件は後回しか。


　……まずは。


『出ますか？』


「まずは２８８階からあたる、ホルンが一人で先走るんだったら止めないと」





　　　　４





　第三居住区。


　浮遊大陸オービエ・クレアにおいて、人の居住できるエリアとしては最大面積をほこる区画だ。天結宮ソフイアを中心とした区画が第一居住区で、そこは主おもに塔とうの護士や事務員が住まうエリア。第二居住区は種々の店てん舗ぽが建たち並んだ商業エリア。ここは、それと比べれば閑かん静せいな住宅街という趣おもむきだろうか。


「この道を歩くのも久しぶりか」


　鮮やかな黄色に色づいた紅葉もみじに彩いろどられた交差点。


　道路のそこかしこに小さな煉れん瓦が造づくりの花か壇だんが用意され、いまも幼よう稚ち園えんの子供たちが熱心に手入れをしているところだった。


「……ここは、塔とは時間の流れが違ちがうんだな」


　薫かおる花の匂においに思わず足を止めたくなる。そんな場所。


　自分が育った頃ころから何一つ変わらない懐なつかしさに胸を押され、ホルンは我われ知らずのうちに微び笑しようをうかべていた。


「……みんな元気かな」


　第三居住区、南通りの公園にほど近い児童園。


　身寄りのない子供、多た忙ぼうな両親に預けられた子供、幼稚園や小学校で周りの子とうまくうち解とけられない子供────どこにでもいる、だけど誰かが手をさしのべてやらなくてはならない子供たちを集めた施し設せつ。自分にとっての家族が暮らす場所。


「…………」


　はやる気持ちに呼応して歩調も早まる。


　薫くん風ぷう満ちる交差点をまっすぐ進み、一ひと際きわ目を引く巨きよ大だいなモミの木がそびえ立つ角を左に折れてすぐ、白しろ塗ぬりの三角屋根が特とく徴ちようの建物が視界に飛びこんできた。


「──っ、そうだ。これをしてたら怖こわがられるんだった」


　頭の後ろに手をやって、固く結わえた結び目をほどく。


　しゅるりと音を立てて落ちる遮眼帯ブラインダー。


「……逆に、コレがないと私が辛つらいんだけど」


　手のひらに落ちた目め隠かくしを見下ろして苦笑。


　ブレた世界。


　遮眼帯ブラインダーも手のひらも、周りの木々も家か屋おくも何もかもが二重に見える。


　ホルンとヴィオラの姉妹が先天的に有する領域系の沁しん力りよく術式──『天てん球きゆう図ず画が』と呼ばれる力の副作用だ。


　それは、ほんのわずか先の未来を視みる力。


　相手の回かい避ひ行動を先読みした射しや撃げきをも可能にする、銃じゆう使いにとっては天てん恵けいとも呼べる力。しかし同時に自分でも制せい御ぎよがきかないのが難点だ。肉眼で見る現時点の世界と『天球図画』がもたらす未来世界が重なってブレた状態で見えるため、両方の世界を同時に見続けると脳の処理が追いつかず目め眩まいを起こしてしまう。


　……生まれた時からか。


　……私は姉さんと違うから。


　姉のヴィオラは、巫み女こ見習いとしての修行を積むうちに『天球図画』を制御する術すべを身につけた。それができない自分はいまもこうして遮眼帯ブラインダーだ。肉眼の視界を閉ざして『天球図画』の未来世界だけを視ることで、どうにか脳疲ひ労ろうを最小限に抑おさえている。


「ま、しょうがないか」


　遮眼帯ブラインダーを外すだけで多少の目眩を感じはするが、久しぶりの子供たちとの再会だから。


　握にぎった目隠しをそのままに、児童園の門に近づいて──


「あ、姉ちゃん！」


「ホルン姉ちゃんじゃん、すっげぇ久しぶり!?」


　児童園の柵さくの前にいた子供たちが大はしゃぎで門を開けて駆かけよってきた。


「ねね、今回はどこ行ってきたの？　また竜りゆうと戦ったの？」


「生態生育野いつものところ。地竜とは戦わなかったな、だけど疾竜ワイバーンの巣は見つけた。ほら、その時の写真も撮とってきたから」


「ねえねえホルンお姉ちゃん！　あのね、わたし昨日クッキー焼いたんだよ。お姉ちゃんにもわけてあげる」


「ありがとうナーシェ、でもそのクッキーは、せっかくだから皆みんなにわけてあげて」


　女の子の頭をなでてやる間も次々に集まってくる子供たち。


　服を引っぱってくる子供、背中に飛び乗ってくる子供。総勢三十人を超こえるだろうか、誰もが満面の笑みで駆けてくる。


「あらあら、すごい歓かん声せいだから誰が来たかと思えば」


　子供数人に連れられて、初老の女性が建物の中からゆっくりと歩いてくる。


「ごぶさたしております園長先生。お元気そうで」


　立ち上がり頭を下げる。


　──天結宮ソフイアの人間が見れば目を疑うだろう。


　塔の最上位である千年獅、それもあのホルン・ノヴァがこれほど低姿勢で、さらに笑顔をもって誰かと接するなど誰一人見たことのない光景なのだから。


「正直、心配でした。ここも幽幻種の侵しん攻こうを受けたと聞いていましたから。被ひ害がいは大だい丈じよう夫ぶでしたか？」


　浮遊大陸オービエ・クレアに住まう全すべての者が怯おびえた日。


　氷結鏡界が破れ、幽幻種による未み曾ぞ有うの大侵攻を受けた日。この児童園も侵攻を受けて魔ま笛てきに侵しん食しよくされたと聞いていた。


「もちろん平気よ、皆、シェルターに避ひ難なんしていたもの」


「魔笛は？　汚お染せんは平気でしたか」


「……汚染はひどかったわ。門も壊こわされたし、建物の中も魔笛に浸食されてボロボロになって。……あの時だけは、もうここも終わりなのかしらって」


　当時を思いだしたのか園長が表情を硬かたくする。


「……申し訳ありません。天結宮ソフイアの力が及およばず」


「あなたのせいじゃないわ。それに、今はこうして元通り。魔笛だって綺き麗れいさっぱり浄じよう化かされてるでしょ？」


　そんな反応もほどほどに、児童園の主あるじは明るいまなざしでポンと手を打ってみせた。


「ええ。見事に浄化されてると思います」


　強力な魔笛に侵食されると浄化後もその痕あとが残ってしまう。しかしこの園にそうした痕こん跡せきはない。柵や壁かべ、土ど壌じようも綺麗に呪じゆ詛そが消えている。浄化する側の術者がよほどうまくやったのだろう。


「腕うでの良い巫み女こ見習いが来たのですね」


「巫女様よ」


「え？」


「巫女様がね、ここの周囲一帯を徹てつ夜やで回って浄化してくれたの。あんなにお若いのに、休きゆう憩けいもとらずに夜通しかけて。それに、子供たち一人一人に声をかけてくれて」


「……それは」


「ユミィ様よ。洗礼の巫女って呼ばれてるものね、本当にそのとおりの方だったわ」


「…………そうですか」


　口の中に混じる苦い味。


「あら、どうかした？」


「…………いえ、皆が無事であるのなら何よりだなと思って」


「もちろんよ、それもあなたたち姉妹のおかげだから」


　しがみつく子供を抱だきかかえる園長。


「この児童園だって……あなたたちの援えん助じよがなかったら再建できたかもわからない。本当に感謝してるわ」


「育ててもらった御お礼れいの、その何分の一かでも返せたのなら嬉うれしいです。私も姉さんも児童園の生徒ですから」


　しがみつく男子をひょいっとつまみ上げ、両りよう肩かたに一人ずつ担かついでやる。


「すげぇーっ！　ホルン姉ちゃん男みたい!?　姉ちゃん、実は男だろ!?」


「……このまま落っことされたいのかなラグナ君」


「うわっ、ちょ、ちょっと冗じよう談だんだってば姉ちゃん。あのさあのさ、俺おれも姉ちゃんみたいに『ソフィア』に入ってがんばれば強くなれるかな？」


「ああ、きっと────」





〝あなたに大切な人がいたとして、その人に向かってもそんな口調で迫せまるんですか？〟





　刹せつ那な。


　天結宮ソフイアで浴びた、とある候補生からの言葉が脳のう裏りを駆けめぐった。


　…………


　……なんだ？　なぜいまこんな時に思いだす？


　あんな有う象ぞう無む象ぞうの候補生の言葉なんか、普ふ段だんなら思いだすどころかまともに受け止めることだってないのに。


〝あの……ええと、ホルン隊長すごいなって見とれてました〟


〝ぼ……僕も練習すれば隊長みたいになれ──〟


　……そうか、あの時の。


　候補生に言われる前、ちょうどその前日にも似たやりとりがあったからだろう。整備士の少年に銃の調整を頼たのむ際に交かわしたやりとりが。


　……あの時、私はカトリアに何と答えた？


〝無む駄だな考えは捨すてろ〟


〝私の部隊に無能な者はいらない。お前がいまさら身みの丈たけに合わない芸に身を投じるというのなら、今日のうちに部隊から消えろ〟


「────」


「？　姉ちゃん、どうかしたか？」


「……いや、平気だから。そんなことより私のように天結宮ソフイアに入るのはやめ──」


「おっ、それそれ！　俺もあのでっけぇ塔とうに入りたいんだ。できるかな？　俺も姉ちゃんみたく竜とか幽ゆう幻げん種しゆとかバンバン倒たおせるかな？」


「…………」


　希望に満ちた目でたずねる少年を前に、言葉が見つからなかった。





〝あなたに大切な人がいたとして、その人に向かってもそんな口調で迫るんですか？〟





　……ちがう、これは……子供の単なる夢みたいなものだ。


　あの時のように、既すでに天結宮ソフイアの一員である奴やつに現実を突つきつけて目を覚ましてやるのとは意味が違ちがう。いまと昨日のコレはまったくの別物だ。


「姉ちゃん？」


「……なれるさ。ラグナならきっと」


　口にした言葉は掠かすれるほど弱々しく拙つたないものだった。


　…………煩わずらわしい、本当に煩わしい。


　…………なぜ私があんな候補生の一言にこうも乱される？


　それが的まとを射ていたから？　違う、そんなのは……認めてたまるか。天結宮ソフイアの連中は片かたっ端ぱしから役立たずだ。常に誰だれかと群れていないと何もできない連中じゃないか。


　私は……私と姉さんは違う。


　自分の家族も仲間も、児童園で生まれ育った子供たちだけ。そう信じ、天結宮ソフイアでは誰にも頼たよらず生きてきた。


「……ホルン？」


「あ、いえ大丈夫です園長先生。──そうだ、お土産みやげを持ってきました。第二居住区に、塔の元同どう僚りようが店長をやってる喫茶店カフエテラスがあって。そこのケーキの評判が悪くないようなので。ほら」


　背中側のベンチに置いた大きな箱を指さしてみせる。


「あら嬉しい、おやつの時間にいただくわね」


「はい。ところで……」


　言いかけた矢先、胸むな元もとに忍しのばせていた通信機が小刻みにゆれた。電メ子ー文ル？　通話であればもっと大きく振しん動どうするよう設定してある。この微び弱じやくな振動なら電メ子ー文ルだろうか。


「失礼、おそらく姉上からだと思います」


　取りだした通信機の画面部には『塔』という簡潔な表示。


　──護法院からの一いつ斉せい送信？……まさか緊きん急きゆう対応か、こんな時に。





『討とう伐ばつリスト一いつ致ち、対応個体「Ｓベクター第八種」と応戦中』





　文面に表示されたその名が、最初は信じられなかった。


　長年探し続けてきた怨おん敵てき。この児童園の子供を病院送りにした張本人の名めい称しよう。それが、よりによってこんなタイミングで。


「……生ビ態オ生ト育ー野プのＳベクター？」


　皮肉としか言いようがない。


　その場所は、かつてその幽幻種が目もく撃げきされた最初の場所だったのだから。


　……私が塔に戻もどった直後に姿を現すとはな。


　……私を嘲あざ笑わらってでもいるつもりか？


「園長先生、申し訳ありませんが急用ができたので失礼します」


「そう？　あなたも大変ね、ずっと大変なところを巡じゆん回かいしていたのでしょう？」


「次は、そうですね。ゆっくりみんなとお菓か子しでも食べられるくらいの時間を見つけてから遊びにきますよ」


　そして、ホルンは多くの家族に背を向けた。忍ばせていた遮眼帯ブラインダーで再び視界を覆おおい、『天てん球きゆう図ず画が』のもたらす未来世界だけを見つめる。


「──テッシャと一いつ緒しよにね」


　空高くそびえ立つ塔へ。


　決してふり返らずに、千せん年ねん獅しは塔の方向へ歩き出した。












　空章　　『異い篇へん卿きよう』







　……


　…………くすくす。


　……はは、あはは…………ふふっ。





　響ひびき重なりあう子供の笑い声。


『ねえねえイグニド、これでいい？　おつかい完かん了りようだよ』


『うん、おつかい完了だね』


　甘あまい香かおりの漂ただよう小部屋。


　小さな電球一つない部屋に、照明と呼べるのは窓から差しこむ月つき影かげのみだった。


「ノイエにノエシスもご苦労さま。助かりました、機械はどうにも苦手なので」


『簡単だよ、覚えればいいよ』


『うん、覚えるといいね』


　部屋にこだまする子供の声は二人分。しかしそれに該がい当とうする人影は部屋のどこにも見あたらない。声だけが浮うかび上がるように響いてはこだまするだけだ。


「あいにく、人には得手不得手というものがあるのですよ？」


　微び笑しようで答えるのは鍔つば付き帽ぼうを目元までかぶった長身瘦そう軀くの青年だった。


　黒帽子に黒のスーツ、そして黒の革かわ靴ぐつ。漆しつ黒こく一色に染め上げた装よそおいのなか、黒くろ髪かみからこぼれる淡あわい金きん髪ぱつが窓からの風にさらされてなびいている。


『イグニドはビックリするくらい機械音おん痴ちだよ』


『うん、洗せん濯たくも機械じゃなく手洗いだったね』


「でもね二人とも、洗濯は手で洗った方が衣服には優しいんですよ」


　くすくす、再び響く笑い声。


『その優しさを天結宮ソフイアの人にもわけてあげた方がいいよ』


『うん、わけた方がいいね』


『シェルティスってお兄ちゃんだっけ？』


『うん、イグニドに虐いじめられて可哀かわい想そう。今ごろすごいビクビクしてるよ』


「大好きだから、こそですよ」


　真っ赤な真っ赤なイチゴを一つ摘つまみ、イグニドと呼ばれる青年の笑みが深まった。


「気づいてくれると嬉うれしいな。早く会いに来ないかなって楽しみで仕方ありません」
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『ふーん。そうだね、イグニドはボクらに優しいもんね』


『うん、優しいね。優しいなら約束の──』


「ご心配なく。こうしてイチゴで飾かざってあげれば完成です。……しかし。本当はイチゴもこの倍はあったのですが、ナタラーシャさんに食べられちゃいました」


　がっくりと、残念この上ないと言いたげに肩かたを落とす異篇卿。


『えー、またぁ？』


『ノエシス知ってるよ、そういうの『つまみ食い』って言うんだよね。女の子の天敵だよ、ついついやりすぎちゃって太るんだよね』





「あら、誰だれが太るって？」





　突とつ如じよ、薄うす暗ぐらい部屋が真っ赤に染まった。


　赤く熟うれたイチゴよりなお赤い『赫あか』。全すべてを赤く塗ぬりつぶす炎ほのおの灯火が、ぼっ、と音を立てて次々と虚こ空くうに灯ともっていく。


「やあナタラーシャさん、統政庁の方の勤務おしごとは終わったんですか」


「秘書なんて単調な仕事よ。連れん絡らく調整、連絡調整っと。それと今日は議員センセイのお酒のお付き合い……は無視して帰って来ちゃった。理由聞かれて、『わたしは諜ス報パ役イなんです、ごめんなさい♪』って危あやうく言いそうになったけど」


　音もなく部屋に現れた一人の女性。


「でもナタラーシャさんてばお酒好きでしょ？　お酒の付き合いくらいなら」


「お酒はシチュエーションが大事なの。静かな場所で二人っきりで酌くみ交かわすのが好き。ところ構わず呑のみ散らかす連中を見るのは大だい嫌きらい」


　ナタラーシャ、そう呼ばれた女性が雪のように白い指先で空のグラスを持ち上げる。


「ねぇイグニド、ケーキまだかしら。わたしも食べたいな」


「それならナタラーシャさんも飾りつけ手伝ってくれますか？」


「あら、だから焼くの手伝ったじゃない。ちょっと火力間ま違ちがえて焦こがしちゃったけど」


　艶つややかな唇くちびるで空のグラスに触ふれて彼女が微笑。そのままもう片方の手をイグニドの黒帽子に向かって伸のばして──


「まったくです。あれが無ければ作り直しなんてしなかったんですが」


　その手が帽子に触れる寸前で、空白イグニドが帽子をしっかりと押おさえてしまった。


「ところでさっきの話だけど、双ふた子ごに何か頼たのんだの？」


『頼んだよ頼んだよ、ここから浮遊大陸オービエ・クレアの天結宮ソフイアにメッセージを送信したよ』


『うん、頼まれたね。メッセージを送信したね』


　ねーっ、とリズムを合わせてうなずきあう声。


「ちょっと野や暮ぼ用ですよ。私の大好きな人を困らせてあげようって。でもうまくやらないとメッセージの送信履り歴れきが残っちゃうでしょ？　だから双子に任まかせたんですよ。メッセージを見た彼が私だと気づいてくれるといいんですが」


「貴方あなたも良い趣しゆ味みしてるわねぇ。わたしが真ま面じ目めに働いてる時に遊びほうけてるなんて」


　グラスをテーブルに返して女性が溜ため息いき。


「統政庁にこの場所、バレたわよ」


「あらら」


　イチゴを飾り続けるイグニドに動どう揺ようの気配は皆かい無む。


「前に仰おつしやってた『天の車』の第九──」


「らしいわね。あなたとマハがミクヴァの緋ひ眼がんを押さえる前に、その『緋眼』でこの場所を突つきとめていたらしいわ。さすがに頭の回るのもいるようね」


「ふむ、それで対応は？　第一位アルマデルさんは何と？」


「何も」


　彼女からの返答は、単純だった。


「相変わらず鍛たん錬れんの最中だし何も仰らなかったわ。雰ふん囲い気きからするに、『適当に相手して返り討うちにすれば？』、程度の反応かしら」


「私、第一位アルマデルさんが鍛錬以外のことしてるの見たことないです」


「ねー……たまにはお酒にも付き合ってくれていいのに」


　透とう明めいなグラスを恨うらめしそうに見つめる女性。


「ほら、たまには第三位マハさんとか誘さそってみては？」


「嫌ヤ。アイツと二人っきりでなに喋しやべれってのよ。置物相手にしてるようなものじゃない。──ま、もうじき団体さんが来るからそっちで楽しもうかしら。素す敵てきな殿との方がたなんかが来ると嬉しいわね」


　ケーキに飾られたイチゴを一ひと粒つぶひょいと摘みあげ、それを口にする彼女。


「素敵な殿方とは？」


「ほら、千せん年ねん獅しに大たい剣けん使いがいるじゃない。ええと……レオンって言ったかしら。外見があの方とそっくりだって言うじゃない。イグニドは浮遊島ラグーンで見たんでしょ？」


「ええ。本当にそっくりでしたよ。まるで生き写しのようです。互たがいに大剣使いというのもそうですが、剣の構え方も第一位アルマデルさんにそっくり」


「ますます楽しみね。あぁ来るのが待ち遠しい、盛大におもてなししなくっちゃ」


　妖よう艶えんな唇をきゅっとつり上げて彼女が艶なまめかしく吐と息いきをつく。


「第五位ノエシス、第ノ六イ位エ、あなたたちも訓練を中断して合流なさい」


『はーい。やったねノイエ、訓練サボれるよ？』


『うん、やったねノエシス』


「楽しみです…………シェルティス、来てくれるかな」


「ん？　何か言った？」


　耳ざとくたずねる女性に対し。


「いいえ。なーんにも」


　無む垢くな微笑で返事して、空白イグニドは再び口を閉ざした。
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　各自──司令部からの緊きん急きゆう指令にそなえ待機すること。





　天結宮ソフイア11階。


　候補生宿舎は、護法院からの発令によって緊張に満ちていた。


「緊急任務の発令ねぇ。んな大層なモン、俺おれらよかお似合いの部隊があるんじゃねえの？　こちとら結成してから任務一回しかこなしちゃいねぇ新米部隊だっつぅの」


「それは教官が判断することです。幽ゆう幻げん種しゆ相手ですから本隊は正せい護ご士しで、候補生は支し援えん役。内容次第でわたしたちに教官からの推すい薦せんが下る可能性もありますから」


　通路を足早に進んでいくヴァイエル、そのすぐ真後ろを追うのは華宮カグラだ。


　教官からの推薦──正護士以上の部隊による大がかりな任務の場合、候補生がその支援に選ばれることがある。


「支援ねぇ。そういう連れん携けいとか協力っつぅ面めん倒どうくせぇのは勘かん弁べんだな」


「わたしの見立てですが、その心配はないですよ」


　浮ふ遊ゆうする機マ械キ珠ナの画面を確認しつつ、華宮。


「もしもわたしたちが教官からの推薦をもらうとすれば、おそらく連絡調整や医い療りよう班はんでなく、正せい護ご士し本隊への直接加勢。つまり幽幻種との戦せん闘とう任務です」


「なっ……んな支援があるかっつぅんだ！　それこそ正む護こ士うの仕事じゃねえか？」


「稀まれではありますが、実際にそうした指令が下された事例もあります。逆に、それ以外の任務であればわたしたちが呼ばれることはないでしょう」


　部隊にはそれぞれ得意とする分野がある。それを考こう慮りよに入れた上で、必要な支援任務に最適な部隊を推薦するのが教官の役目である。


「他部隊への連携や医療班ですと、たとえば統政庁への遠えん征せいに参加する部隊を決める選せん抜ばつ戦があったでしょう？　その決勝で戦ったナッシュの部隊が非常に優すぐれているはずです。あそこは経験豊富ですからね」


「……嬉しくねぇ推薦だ」


　青鋼製の拳鉄甲ナツクルダスターを抱かかえたまま、心底疲つかれた面おも持もちでヴァイエルが吐と息いき。


「そのかわり褒ほう賞しよう点は大きいですよ。もちろん命あっての物もの種だねですが」


「んで肝かん心じんの大将はどこいった？」


「すでに待機中とのことです。ただ、ちょっと寄り道するところがあると言ってたので、それからこちらに合流でしょうね」


「寄り道？　待機中にしちゃあずいぶん余よ裕ゆう綽しやく々しやくじゃねぇか。どこに寄り道だ？」


　あきれ顔のヴァイエルに、華宮は天てん井じようを指さした。


「２８８階、巫み女この第二位と第三位のフロアです」
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　天結宮ソフイア２８７階、非常階段。


「シェルティス!?　ついてきてくれと言われたはいいけど、さっきから非常階段を走りっぱなしじゃないか」


「ごめんモニカ、とにかく急いで！　話はあとでするから！」


　非常灯だけがおぼろげに灯ともった空間。冷たい空気の満ちる非常階段を、二人分の足音が続けざまにこだまする。


「２８８階ということは、メイメル様とヴィオラ様のフロア？」


「そうだけど、いまの目的はその二人じゃない」


「え？」


「……ホルン・ノヴァ」


　遮眼帯ブラインダーをした機術装甲士エクスマキナ。ありとあらゆる銃器を使いこなし、超ちよう長ちよう距きよ離りからの狙そ撃げきにかけては右に出るもののいない射しや撃げき手しゆ。


「話が見えないぞ!?」


「後で話すから、とにかくついてきて！」


　巫女のフロアに続く専用昇降機エレベータは、その起動に員章のＩＤが必要になる。いま昇降機エレベータを使えば、自分たちが護法院からの待機命令を無視して行動しているというのもわかってしまうというわけだ。


　──反はん響きようをくり返す足音。


　延々と続く階段を駆かけ上がり、最後の一段を跳ちよう躍やくで飛びこえる。目の前にそびえる扉とびらをこじあけて……


「どこまで私の邪じや魔まをする……ユミィ・エル・スフレニクトールッッ！」


　扉の先に続く２８８階のフロア。


　足を一歩踏ふみ入れたと同時、シェルティスが見たものは────地上階に続く昇降機エレベータに向かおうとするホルンと、その前に立ちはだかるユミィの姿だった。


「そこをどけ、いますぐ私の視界から消えろ」


「……だめです。あなた一人では行かせられません。いま追おうとしてる幽幻種がどんなに恐おそろしいか知ってるはずです」


「私が千年獅だと知っての台詞せりふか？　千年獅が幽幻種一いつ匹ぴきに劣おとるとでも？」


「劣る劣らないの話じゃありません。あなたが千年獅だからこそ、誰だれより塔とうの規律を守ってほしいと言ってるだけです」


　両手を広げて千年獅を阻はばむ巫女。


　凄すご味みをもって迫せまるホルンの視線に射い貫ぬかれながらも、ユミィは決してその場から動こうとはしなかった。


「千年獅は巫女の専属護衛パートナーです。巫女ヴイオラが塔にいる間はそばに付き従うのが役目です」


「幽幻種が出現している、それを倒たおすのも千年獅の使命だろう」


「それなら自分の部隊を連れていってください。……氷結鏡界が破られた時、幽幻種を食いとめる時には爛やレオンあなたの同僚もそうしていました。決して一人じゃ戦わなかった」


「状じよう況きようが違ちがう。相手はたかが幽幻種一匹だ。部下の集合を待つまでもなく私一人で片がつく。師団の長として判断しているのだから塔法上も問題はない」


「その『たかが幽幻種一匹』という認識が怖こわいと言ってるんです」


　瞬まばたき一つせずにホルンを見つめてユミィが続ける。


「……わたし自身、身をもって体験したから言えます。幽幻種のなかには、本当に人ひ間との力で対たい抗こうできない強さの個体がいる。幽幻種を見下すのは危険すぎます」


「ならばお前は千年獅を見下しているというわけか？」


　怒いかりを通りこして溜ため息いきをつく千年獅。


「誰より千年獅を信しん頼らいするべき巫女が、まさか千年獅をこうも舐なめきっているとはな」


「ちがいます。わたしは────」


　その光景を、非常扉に寄りそいながら見守って。


『シェルティス』


「……わかってる」


　右手を真っ白になるほど握にぎりしめ、シェルティスは息も切れ切れに頷うなずいた。


　……わかってる。候補生ぼくが出たって止められる言い争いじゃない。


　自分とモニカの位置は、ユミィたちの立つ場所から十メートルと離はなれていない。背を向けているとはいえホルンは気づいているだろうし、ユミィもこちらを向いているのだから当然目には入っているはず。


　……でも、二人からすれば僕らは部外者も同然か。


　巫女と千年獅が真正面から意見を衝しよう突とつさせている。第三者である自分やモニカが口を挟はさんで解決するものではない。


　が。その矢先。


「……いい加減にするんだな、ユミィ・エル・スフレニクトール」


　ホルンの放つ威い圧あつ感かんが爆ばく発はつ的にふくれあがった。その言葉一つ一つに混じる感情は、もはや怒ど気きを越こえて憎ぞう悪おに近い。


「行くな？　追うな？　幽幻種を見下すな？　どの口でそう言える」


「っ！」


　ホルンの腕うでがユミィの胸むなぐらへと伸のびて、そのまま顔が近づくまで摑つかみ上げる。


「そもそもお前がテッシャを……」


「そのとおりです」


　法衣を摑まれながらもユミィの言葉は止まらない。


「わたしがあの子の魔ま笛てきを浄じよう化かできていればこんなことにはなりませんでした。そのわたしが何を言ったってあなたには届かないことも……覚かく悟ごしてました」


　……普ふ段だんなら……いや、本当なら僕ぼくもモニカも。


　……ユミィが摑まれた時点で飛び出していたのかな。


　シェルティスが、そしてモニカがそうせずに踏みとどまったのは、ほかならぬユミィが誰より毅き然ぜんとしていたからだ。


　胸ぐらを摑まれて怒声を浴びせられて、それでも巫女の少女はゆるがなかった。


「わたしだってずっと頑がん張ばってきました。あなたはわたしが統政庁に行ったことを観光旅行というけれど、あの場所でだって多くのものを得てきたつもりです。統政庁でなければ知り得なかったこともあるし、統政庁でなければできなかったこともあります」


「ずいぶん大きな口を叩たたくじゃないか」


　巫女の法衣を摑むホルンの腕に力がこもる。


「それでお前が、何か具体的なものを得ることができたのか？」


「……もう一度だけ、あの子の浄化に挑ちよう戦せんします。それでダメでしたらどんな罵ののしりも仕打ちも受けます」





「なら、巫女をやめろ」





　その一言が。


　場の均きん衡こうを崩くずすまいと見守っていたシェルティスとモニカにとっての限界で────


　……なのに。


「…………」


　無言で駆けようとした足が止まった。


　……なんで。なんで……そんな目で僕らを見るのさ。


　モニカと、そして機械水晶イリスですら言葉を失っていた。「来てはいけない」、ユミィの瞳ひとみが自分たちにそう告げていたから。


「……わたしに塔から去れと」


「どんな仕打ちも受けると言ったのはお前だろう？」


　遮眼帯ブラインダーに覆おおわれた目で巫女を見下ろす千せん年ねん獅し。


「子供一人助けられない巫女など不要だ。数あわせの巫女で満足して、肝心な時に大失敗されるのはご免めんだからな。それなら最初からいない方がいい」


「わかりました。巫女としての全すべてを賭かけます」


「────正気か？」


「ただし、わたしからも条件があります」


「っ」


　初めて、ホルンがわずかながらも身じろいだ。いまのいままで胸ぐらを摑まれるだけだった少女が、その手首を力ちから一いつ杯ぱい摑み返したからだ。


　──その視線の方向は…………僕とモニカ？


「条件？」


　その視線の意味を察してホルンがこちらにふり向いた。


「こいつらがどうかしたのか」


「あなたが……あなたが役立たずと言ったモニカ先せん輩ぱいとその部隊を、いまからあなたに同行させてください。モニカ先輩は決して役立たずなんかじゃないから」


「……っ！　ま、待てユミィ」


　モニカ本人が声を上げるより早くホルンが舌打ちし、


「ふざけるな。荷物とわかってる奴やつを同行させるなど──」





「ふざけてなんかないっっっっ！」





　ユミィの怒号が、音の波となってフロアをふるわせた。


「わたしは魔笛に負けないし、モニカ先輩だって荷物なんかじゃない！」


　法衣を摑むホルンの腕を摑み返し、巫み女こである少女がにらみ返す。


「わたしが巫女の全てを賭けると言ってるのに、あなたはわたしの条件一つ呑のめないと突つき返す。……あなたが大切にしてる児童園に行った時、子供たちがみんなホルンさんのこと大好きって言ってました。強くて優しくて大好きだって。でも違う、あなたは児童園の子供にしか愛情をかけられないだけの弱虫なんだ！」


「────────」


　その瞬しゆん間かん。


　今まで鉄の表情を保っていた千年獅の表情に罅ひびが入った。


「……だとしたら？」


　苦々しく口元を歪ゆがめてホルンが吐はき捨すてる。


「私が弱虫？　仮にそうだとして、お前のソレは強がりでないとでも言う気か!?」


「……ぅ、っ！」


　その腕がユミィの首もとをいっそうきつく締しめ上げて、


「ハイハイだめよぉー、それ以上やると巫女様の法衣やぶれちゃうもん。ホルンちゃんてそんな趣しゆ味みあったっけ？」


　するりっ──そんな擬ぎ音おんが聞こえてきそうなほどあっさりと、ユミィの法衣がホルンの指先をすり抜ぬけた。


「えっ、あ。あれ？」


　急に自由になった我が身に、ユミィ本人が狐きつねにつままれたような表情で目を丸くする。


「……イシュタルか」


「やっ、おひさしぶりホルンちゃん。元気してたぁ？」


　何らかの方法でユミィの束そく縛ばくを解といた本人は飄ひよう々ひようとした笑顔。


　対する千年獅は珍めずらしくも露ろ骨こつに渋じゆう面めんを見せている。あたかも面めん倒どうくさい奴がきたと言わんばかりの表情だ。


「おー、よちよち。ユミィ様ってば大変でしたねー、痛かったですかー？」


「え、あ、あの……」


「あ。ごめんなさーい、ついイーシャちゃんのつもりで接しちゃいました。……あはは、まぁ気になさらず」


「──どういうことだ錬れん護ご士し筆頭」


　突とつ然ぜんの介かい入にゆう者に対してホルンが不快感をあらわにして距きよ離りを詰つめる。どちらも成人男性にならぶ長身の持ち主、ちょうど目線の高さも互ご角かくだろうか。


「嫌いや嫌いや、ホルンちゃんてば怖ぁい」


「話をそらすな。いかにお前だろうが立場は私の方が──」


「えー？　でもこれ、あいにくあなたのお姉さんからの依い頼らいだったり？　頭に血が上った時のあなたは誰の話も受けつけないけど、イシュタルさんならもしかしてって話があったんだよねー」


「……姉上か」


「お？　さすがにヴィオラ様の名前が出るとたじろぐんだー？　ふむふむ、へぇへぇ」


「錬護士筆頭、用件だけを伝えてほしいものだが？」


「んー。用件ていうのはホルンちゃんの頭を冷やしてあげることくらいだったし、それはまぁいいとして。ていうか、あんま時間ないんじゃないの？　ホルンちゃんが探してた幽ゆう幻げん種しゆだっていつ姿をくらますかわからないんでしょ」


　すっ。上じよう腕わん部ぶから先を素す肌はだでさらしたイシュタルの左手が持ち上がり、こちらを指さした方向でぴたりと静止した。


「ここでのケンカは時間の無む駄だ。そこの二人、ユミィ様の言うとおりに連れてけば？」


「…………」


「ホルンちゃんが幽幻種を倒たおして、それで例の子の魔笛が消える可能性もあるんでしょ。それならまずそっちの二人を連れて倒しに行く。それで魔笛が消えるのであれば万ばん々ばん歳ざい。ユミィ様が浄化に挑戦するだの巫女の席を賭けるだのって話はその次。それでどう？」


「……しかしだ。幽幻種の討とう伐ばつに余計な候補生を連れていくのは塔とうの規則からも──」


「使えるよ」


　口早にまくしたてるホルンと真逆、イシュタルのそれは心地ここちよいほど静かな口調で。


「……なに？」


「使える、と言ったの。連れていくには悪くない。優ゆう秀しゆうな部下だけをほしがるホルンちゃんにはピッタリの部下になる」


　口元に不敵な笑みを浮うかべる錬れん護ご士し筆頭。その表情を穴が開くほど凝ぎよう視しする千年獅。互たがいに無言のまま時が過ぎ────


「失礼ながらホルン師隊長」


　向かい合う二人の間に、いままで沈ちん黙もくしていたモニカが割って入った。銀色のプレートを模かたどった員章をとりだし、その裏面に埋うめこまれた液えき晶しよう画面をホルンの眼前へ。


　緊きん急きゆう依い頼らい。


　そう表示された液晶画面を突きつける。


「対策本部からの推すい薦せん？　まさかお前たちが」


「たったいま、本部からの出動要よう請せいが下りました。教官からの推薦に則のつとり、私ほか三名、本件の支し援えん部隊として正式に参加させていただきます。これならば支障ないでしょう」


「…………」


　口を閉じて沈黙する千年獅。


「正直、お前たちの何が『使える』のか理解不能だな」


「ユミィ様から直じき々じきに厚い信しん頼らいをいただいたんですから、頑張ります。それに──」


　ちらりと、背はい後ごに控ひかえるユミィに向かってモニカが目配せ。


「わたしたちが幽幻種を倒して問題の子の魔ま笛てきが消えてくれれば、そもそもユミィ様が巫女をやめるやめないの話も出ないはず。そのためなら無理にでも同行させていただくつもりです」


「……お前もイシュタルの意見に同調というわけか」


　感情を読み取らせない声こわ音ねで呟つぶやくホルン。


「で、どうホルンちゃん？」


「時間が惜おしい」


　口くちの端はを苦々しく歪め、彼女は腰こしのホルダーから通信機を取りだした。


「私だ、カトリアと代われ。…………カトリアか。私だ、言っておいた銃じゆうの調整は済んでいるな？　いまから四百秒以内に向かう、その二挺ちようおよび預けておいた銃器をすべて私の輸送機に載のせておけ。搭とう乗じよう員いんは私──」


　ちらりとホルンが横顔を向ける。


　イシュタル、ユミィ、そして最後にシェルティスを値ね踏ぶみするかのように眺ながめ回し、彼女は長い長い溜ため息いきをついてみせた。


「……と、候補生一部隊。いや、聞き間ま違ちがいでも言い間違いでもない、候補生が一部隊同行する。わかったな？　わかったらさっさと用意しろ、残り三百八十秒だ」





　　　　２





　喫茶店カフエテラス『二ア羽ルのビ白レ鳥オ』にて。


「ユトちゃーん、五番テーブルのお客さんにこっちのケーキセット運んであげてー。エリエ、あなたは七番テーブルのお客さんの注文とりにいきなさい。その後は九番テーブルの片付けと十番テーブルのセッティングね」


「はーい！」


「ひ、ひゃぁぁぁいっ！　い、忙いそがしすぎるよ料理長!?　あたしってばこういう肉体労働系はダメなんだからぁぁぁぁ！」


　可愛かわいらしげなユトの返事と対照的に、悲鳴に近いエリエの絶ぜつ叫きようが厨ちゆう房ぼうに響ひびきわたった。時刻はちょうど真昼時。


　厨房の調理の匂においにつられた客でにぎわう時間だ。


「も、もうお昼じゃん！　あたしお昼から友だちと遊ぶ約束してるんだよ!?」


「ここで待ち合わせなんでしょ？　ならお友達が来るまで頑がん張ばりなさいな。ほら、アルバイト代も二割増しにしてあげるから。ユトちゃん見習いなさい」


　シェルティスが抜けたいま、すっかり店の主力お手伝いとなったのがユトである。


　最初はちょっとしたテーブル拭ふき程度のお手伝いだったのが、いまでは客の注文から料理運びまでこなす万能お手伝いだ。


「ねぇねぇエリ姉！　ユトね、お客さんにすごいって褒ほめられちゃった！」


　両手にはケーキセットとコーヒーを二皿ずつ。さらに頭の上に大きなトレイを載せて、その上に別テーブルのランチセット三皿を載せて運んでいくのだから驚おどろきだ。


「エリエもあれを見習いなさい」


「……んな無茶な」


　大きなトレイを抱かかえて厨房から店てん舗ぽへ。


「うげ、なんてすごい行列……」


　店舗の中に入りきれない行列が、さらに店の外でとぐろを巻くように並んでいる。


　と。


　チリン、と涼すずしげな呼よび鈴りんを響かせて二ア羽ルのビ白レ鳥オの扉とびらが開いていった。客がまた一人？　誰だれもがそう思いながら反射的にそちらへと目を向けて──





　店内が、時の流れから切り離はなされたように静まりかえった。





「失礼します」


　入ってきたのは一人の少女。


　質素な無地のシャツとスカートを着た、小こ柄がらで手足の細い体つき。幼さの残る顔だちとエリエを下回る背せ丈たけ。歳としは十代後半まで及およぶまい。せいぜい十三か十四だろう。


　──誰もが言葉を忘れて息を呑のむ。


　──幻げん想そう的ともいうべき、少女の宝石めいた美しさ。


「……あの、こちらにエリエさんはいらっしゃいますか」


　憂うれいを帯びたように濡ぬれる双そう眸ぼうは鮮あざやかな瑠る璃り色いろ。


　肌はだは白はく磁じのように白く透すきとおり、きめの細かい肌には一点の曇くもりもない。そして何より目を引くのは、膝しつ下かまで伸のびた彼女の長ちよう髪はつだった。


　まるで七色の絹糸のごとく、さらさらとなびいては美しく色を変化させている。


　水鏡色──氷さながらに透きとおった白銀色を基調にしながらも、光のふれた箇か所しよが真しん珠じゆ色と黄金色の混色に輝かがやいていた。


「おっ、紗砂シヤサだ。おひさぁ！」


　エリエの声で、ようやく客の多くが我われに返ってざわめきだす。


「おひさしぶりです。……ごめんなさい、居住区は本当に久しぶりなので道に迷ってしまって。遅ち刻こくしてしまいましたか？」


「んーん、むしろ時間ピッタリ。ちょい待っててねん、あたしもバイト終わりにできるから料理長に言ってくる！　あ、そこの予約席ってとこに座ってて！」


「はい」


　にこりと微笑ほほえんで椅い子すに腰かける少女。ただそれだけの動作なのに、まるで一流の画家が描えがいた絵かい画がを想おもわせる荘そう重ちようさを感じさせる。


「おーい料理長、友だち来たからバイト終わりにしていーい？」


「あららしょうがないわね。ところで友だちっていうのはシェルティスっていうオチじゃないでしょうね」


「違ちがうよん。天結宮ソフイアのなかグルグル回って見学してる時に会って仲良くなったの。すごいんだよ、塔とうのなか全部頭に入ってる子なんだから」


「へえ。塔の事務員の子かしら、それなら私も一度くらい会ったことあるかも」


「え？」


　それってどういう意味だろう。エリエがぽかんと口を開けている間に、エプロン姿の料理長がとことこと厨房から店内に向かっていって──


「どれどれ……あ」


「あ」


　店の方で、何やら呆あつ気けにとられた感じの二人の声。


「あっらら。なぁんだ久しぶりぃ！　誰かと思えばサラ────」


「初めまして、紗砂と申します」


「……皇おう」


「紗砂です」


「…………サ」


「紗砂でお願いします」


「…………はいはい」


　ややあって、珍めずらしくも苦笑を顔に浮かべて料理長が戻もどってきた。


「お、ねえねえ料理長、もしかして紗砂と知り合い？　それっぽい会話してたじゃん！」


「……………………いえ。全然知らない子だったわ」


「なにその不自然な間!?　ねえちょっと、そっぽ向いてないで！」


「まぁいいからいいから。ほらエリエも、ご飯ここで食べてから遊びにいくんでしょ？　ちゃんと二人分のご飯できてるわよ」


　季節野菜をふんだんに使ったサンドイッチとマグカップ入りのオニオンスープ。食後用にと一口大のケーキとミルクティー。


「おぉ！　というわけでお待たせ、紗砂！」


「は、はい……」


　テーブルに置かれたランチセットを珍しそうに見つめる彼女。


「どうかした？」


「あ……いえ。いつも天結宮ソフイアでの食事ばかりなので、なんだか珍しくて」


「ほほぅ、そういや塔にも食堂あるもんね」


「食堂はありますが、わたしは部屋に運んでもらってます。それに、こうした固形のものもすごく久しぶりで。口にするのはせいぜい蜂はち蜜みつ入りの紅茶とか」


「げ。だめだよそれ、だから紗砂ってばそんな瘦やせてるんだって！」


「瘦せて……ますよね、やっぱり。食しよく欲よくがないのは昔からなんですが」


　服ごしに自分の胸むな元もとをさする少女。背中から胸にかけての厚みもそうだが、二の腕うでや太ふと股ももも、階段につまずいただけで折れてしまいそうなか細さだ。


「ご飯が嫌きらいってわけじゃないんでしょ？」


「そうですね。あまり食べる機会がないというか、仕事柄がら、食事を摂とらない生活が続くと身体からだもそうなってしまうみたいです」


「はぁ、仕事忙しいんだねぇ。こうして遊べるのも一ひと月つきに一回っていうし」


「仕事ですが人生みたいなものです。……わたしの使命で、約束です」


　湯気の立つマグカップの縁ふちに手をあてて、ほんのりと少女が顔を赤らめる。


「でも、こうして『遊ぶ』というのも良いですね。なんだか懐なつかしい」


「そうだよー。遊ぶの大事なんだから、よく食べてよく遊んでよく寝ねるの！　てかほら、スープも冷めちゃうよ。サンドイッチも食べて食べて！」


「は、はいっ！」


　真しん剣けんこの上ない表情で紗砂がマグカップを握にぎりしめる。


「で、では！　不ふ肖しよう、紗砂・エンデンス・凜リン・ケール、お昼ご飯をいただきます！」


「そんな気合い入れなくても」


「なにぶん久しぶりのことですから。……が、頑張れわたし。えいっ！」


　おそるおそるマグカップを持ち上げて、こくんとスープを口に含ふくむ。


「…………」


「どう？」


「…………おいしい」


　自分でも信じられないのだろう。何度も何度も瞬まばたきして、手にしたマグカップを近づけたり遠ざけたり。


「で、でもまだわかりません！　もう一度………………あ…………おいしい……」


　口元を手でかくして顔を真っ赤にさせる少女。


「……おいしい、です」


「でしょー。うちの料理長すごいんだから。サンドイッチも食べて食べて！」


「は、はい！」


　さっきよりいくぶん元気な様子で頷うなずいて、皿に盛りつけられたサンドイッチに手を伸のば────


「………………」


　その手が不意に止まった。


「しゃさ？」


「…………身体……が…………やっぱり…………結界譲じよう渡と後…………すぐ、は…………気を抜ぬくと………………まず………………っ…………」


　がくんと肩かたが落ち、そのまま椅子から崩くずれ落ちるように倒たおれていく。


「紗砂っ!?」


　──このままじゃ床ゆかにぶつかる。


　反射的に伸ばした手も間に合わず、椅子から落ちた彼女の顔が硬かたい床まで一直線に──そんな光景を脳のう裏りに描いたエリエが悲鳴を上げそうになる寸前、誰かの手が紗砂の身体をしっかりと受けとめていた。


「う、うわわわわっ、え、エリ姉たすけてぇぇっ！」


「ユト!?　す、すごいよユト、お手て柄がら！」


　自分より大きな身体を必死に支ささえるユトにかわって紗砂を抱だきとめる。気を失っているらしき彼女を再び椅子に座らせて、背もたれに身体を預けるかたちで固定する。


「ふぃぃ……危なかった。どうしちゃったんだろ、お医者さん呼ばないと」


「ねえねえエリ姉、たぶん紗砂姉は疲つかれちゃったんだと思う」


　こちらのツナギの裾すそを引っぱってユトが頷く。


「そういや仕事大変だって言ってたもんね。どうしよ、あたしの部屋で具合良くなるまで寝かせてあげればいいのかな……しまったなぁ、紗砂の家知らないもん」


　紗砂の家まで送り届けてあげるのが一番だが、知っているのは彼女が天結宮ソフイアで働いていることまでだ。どの部署で働いているかも知らないから連れん絡らく先さきもわからない。


「紗砂姉、塔に部屋があるって言ってた」


「おやホント？　もしかしてユトってば、紗砂の部屋の場所まで知ってるとか？」


「うんうん！　前に紗砂姉に教えてもらった」


「おおっ、やるじゃない。よくできました！」


　元気よく首をふるユトが、こんなにも心強く思えたことは初めてだ。


「紗砂姉の知り合いの人よんでくる？」


「うんうん、お願い！」


「はーい！」


　とてとてと店の扉とびらを出てユトが駆かけていく。


　……や、良かったぁ。


　倒れた時はどうしようと思ったけれど、とにかく家に届けてあげれば一安心だろう。原因も疲ひ労ろうだというし、今日はゆっくり休んでもらわないと。


　……こんなに疲れてるのにわざわざ来てくれたんだ。


「料理長、あたしちょっと紗砂ちゃん送っ────」


「ありがたい申し出だが、そこまで大層なことでもない。私一人で十分だ」


　チリン、再び響ひびく鈴すずの音。


「ここに手のかかる知人がいると聞いたが」


　開いた扉の枠わくに背を預ける女性。


　こちらと目が合ったかと思いきや、不敵に微笑んで歩いてくる。


　……この人が紗砂の知り合いの人？


　……うわぁ、すご。こっちもめちゃくちゃ美人さん。


　すらりと高い長身と、それにふさわしく鋭えい利りに整った顔立ちの女性。


　艶つややかな濡ぬれ羽ば色いろの髪かみは綺き麗れいなストレートでまさしく一糸の乱れもない。さらに漆しつ黒こくの法衣の上からもはっきりと目立つ妖よう艶えんな肉体美も圧巻だ。いまにもこぼれ落ちるのではと思うほど豊満な胸の双そう丘きゆうに、そこから曲線を描いて絞しぼられたウェスト、そして再び盛り上がる腰よう部ぶにかけてのライン。同性のエリエですら思わず息を呑のむほど艶なまめかしい。


「紗砂が世話になったな」


　こちらのテーブルの前まで歩いてくるや、眠ねむる紗砂を視線で指さししめす彼女。


「あ、ええとユトの言ってた人？　紗砂の知り合いっていう」


「ツァリ。この子の……そうだな、友人であり喧けん嘩か相手であり保護者のようなものだよ。別に血のつながった家族というわけじゃない」


「あ、だよね！　あーびっくりした。だって髪も目の色も全然違うもん。さっすがにここまで違う姉妹なんて聞いたことないから」


「──相変わらず誰だれに対しても物もの怖おじなしか、エリ姉は」


「ふぇ？」


　……相変わらず？


　……ていうかいま、あたしのことエリ姉って言ったの？


「ああ言い忘れてた、ユトからそう聞いていたからな」


　くすり。いままで不敵な笑みを浮うかべるだけだったツァリの口元が、ちょっとだけ人なつこい笑みへと変化した。


「そう！　そうそうツァリさんてば、ユトどこいったか知らない？　てかあの子、どうやってこんな早く呼べたんだろ？　通信機？　いやいや、それでもツァリさんがこんな早く来れるわけないし」


「こうなるんじゃないかってわかってたから、あらかじめこっそりついてきていた。案の定じよう、まったく手のかかるお子様だよ」


　紗砂の身体をそっと抱きかかえる彼女。


「ユトもじき帰ってくる。紗砂とは……そうだな、また明日あしたにでも遊んでやってくれ」


「えっ。そりゃあ……あたしは嬉うれしいけど、紗砂の方が明日で平気なの？」


「さすがに一日では休息が足りなかったらしいが、まあいつものことだよ。今日一日眠れば平気だろうさ。明日の朝十時にでも塔とうの２９０階に来てくれればいい」


「あたしは平気だけど……」


「決まりだな。紗砂にもそう伝えておく」


　くるりと背を向けて扉の方向へと歩いていって────


「そうそう」


「ん？」


　ふと立ち止まり、ツァリが横顔だけをこちらに向けてきた。


　人なつこく好こう奇き心しんにあふれた笑み。もともとの顔立ちが端たん整せいで鋭するどいのに、その微び笑しようはなんだかとても…………とても……無む邪じや気きな子供みたいで。


　…………あれ、この人。


　……この人の微笑わらいかたって……誰だろう……誰かの笑顔に似てる気がする？
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「礼を言う」


「え？」


「コイツは頭のてっぺんから足の先まで自己犠ぎ牲せいと回想癖へきの塊かたまりだからな、誰かがこうして息いき抜ぬきに連れ出してやらないとだめなんだ。本来は私の役だがお前の方が適役らしい」


　ギィィ……。


　漆黒の法衣をまとう女性の前で、手て押おしの扉が勝手に開いていく。道なき道が、自みずから道となって彼女の歩みを祝福するかのごとく。


「紗砂があんな楽しそうな表か情おをしていたのは、久しぶりだ」





　それが、エリエにとっての分ぶん岐き点。


　この日ツァリに聞かされた言葉がエリエという少女にとっての、そして……遠い未来、浮遊大陸オービエ・クレアそのものの未来に『第三の可能性』を与あたえたことをまだ誰も知らない。


　ほかならぬツァリさえ。


　そしてその腕うでで眠り続ける紗砂も、まだ…………





　　　　３





　視界の端はしから端へ流れては消えていく雲の切れ端。濃こい青一色に塗ぬりつぶされた空は、どこまでも続いて終わりがない。


「……統政庁への遠えん征せいに続き、飛ひ空くう艇ていを使うのは二度目ですね」


　耐たい圧あつガラスに付着した水の粒つぶを目で追いかける華宮。


「目的地が生ビ態オ生ト育ー野プだから空の旅を満まん喫きつするにはやや短いでしょうけど」


「満喫ねぇ。統政庁のは重要任務ってことで待たい遇ぐうも悪くなかったが……こっちはあいにく輸送艇、内部も狭せまいし座席のクッションも旧型オンボロか」


　そう応こたえるヴァイエルはといえば、窓向こうを見つめて腕組みの姿勢を崩さない。


「で、部隊長リーダー。そろそろ今回の任務の件話してもらえるんだろうな」


「出がけに伝えたとおりだ。生ビ態オ生ト育ー野プで見つかった幽ゆう幻げん種しゆの討とう伐ばつの支し援えんとして、教官からの推すい薦せんが下りてきて──」


「そうじゃねえよ、俺が言ってんのは向こうのことだ」


　一いつ般ぱん席が並ぶ場所の後方──幹部級の隊員のために設もうけられた待機室。内部から鍵かぎのかかった分厚い金きん属ぞく扉とびらを、これ見よがしに顎あごで示してみせる。


「支援部隊に選ばれたのは教官共の気まぐれとしても、なんで俺らがよりによって千せん年ねん獅しのお偉えらいさんと同じ船に乗ってるのやら」


「あ……いやそれは、上の意向というかだな」


　ばつの悪そうな表情でいいよどむモニカ。


「……部隊長命令だ、シェルティス頼たのむ」


「げ!?」


　脇わき腹ばらを肘ひじでつつかれて、シェルティスは座席の上で飛び跳はねた。……油断もできない。一人静かに話を聞いていようと思った矢先にこれだ。


「……先に聞くけど、本ほん音ねと名めい目もくはどっちがいい？」


「先に名目から聞きましょう」


「お楽しみは後と相場が決まってるからな」


　間かん髪はつ入れずに返ってくる二人の反応。


「えーと。名目はさっきモニカが言ったとおりだよ。僕らも幽幻種の討伐に参加するから、なるべく早く現地の先行隊と合流しなくちゃいけないじゃん？　それなら一番早く着く方法ってことで、それがたまたま千年獅に同行するルートだったわけ」


「はい次」


「次、本音の方な」


「……なんかさ、いくら建たて前まえの方だってもうちょっと反応してくれると嬉しいな」


　こうなるだろうと予想はしていたけれど、あんまり無反応だとなんだか寂さびしい。


「本音だけど、割と偶ぐう然ぜんが重なったというか巻きこまれたというか……巫み女この第五位と、扉の向こうにいる千年獅でちょっとイザコザが──」


「あー……もういい。予想がついた」


「え、もう？」


「ったく、自分から面めん倒どう事ごとに首つっこみやがって」


　面倒くさげに手をふるヴァイエル。


「どうせ仲裁しようとして巻きこまれたってオチなんだろ？」


「い、言っておくが、わたしは単にユミィに用事があっただけなんだぞ！　いきなり銃じゆうを突つきつけてきたのはホルン隊長の方で────」


『ええと、そんな大声出すと本人に聞こえますよ？』


「……悪かった」


　うつむき気味に頷うなずいてモニカが沈ちん黙もく。


「……今度の昼食はわたしが奢おごろう。塔の２４８階大食堂の特製ランチでどうだ？」


「そこに食後の珈琲コーヒーがつけばやぶさかでもねぇぜ？」


「わたしはミルクティーで」


　渋しぶ々しぶとモニカが頷いて交こう渉しよう成立。


『ねぇねぇシェルティス、私一つ気になってることがあるんです』


「なに？」


『さっきから私たちのことちょこちょこ見てる操縦士の子、話に混ぜてほしいんじゃないでしょうか。あ、ほらいま顔を引っこめた子です』


　操縦士？　そういえば──視線は感じていたけど、特に問題もなさそうだからあまり気にしてなかったんだっけ。


「ねえそこの操縦席の人、なにか僕たちに用でも？」


「…………い、いえぇぇぇ。お、おかまいなくですぅぅぅ」


　操縦席から顔をのぞかせたのは、まだ十代中なか頃ごろの少年だった。


　緑りよく褐かつ色しよくの髪と褐色の双そう眸ぼう。線の細い顔立ちと弱々しい返事、いまにも泣き出しそうな表情で、大きく横に突きでた耳も小さくふるえているのがわかる。


　……って、あの耳はネルの民たみの？


「なんだ、誰かと思えばカトリアじゃないですか」


「……その声、華宮？」


　座席の陰かげに隠かくれていた少年が目を見開く。


「やれやれ。わたしですよ、コレをつけてるから気づきませんでしたか？」


　頭部をすっぽり覆おおう機メ械ツ帽トを外す華宮。彼女の耳もまた、少年と同様に大きく横に突きでて暖かそうな毛に覆われていた。


「ん？　ガキ同士知り合いってか？」


「天結宮ソフイアで働くネルの民は独自にネットワークを構築してますからね。この子は……まあ見た目でわかりますが、わたし以上に警けい戒かい心が強いんです。第三師隊の操縦士になってるとは意外でしたが」


「う、ううん。違ちがうの…………僕、ホルン隊長の整備士。操縦は……お、おまけ」


　操縦を自動制せい御ぎよに設定して少年が座席から立ち上がる。


「なるほど。それで、どうしたんですか？　こっちを見たということは興味があるのかと推測しますけれど、あなたにしては珍めずらしいですね」


「…………」


　一いつ瞬しゆん押おし黙だまったものの、少年がぐっと息を吸いこんだのが伝わってきた。


「……あ、あのね……すごく、仲の良い部隊だなって…………」


「そう？　普ふ通つうではないですか？」


「たぶん……すごく珍しい、と思う」


　正面からそう言われ──シェルティスは隣となりのモニカと顔を見合わせた。


「モニカ、そうなの？」


「部隊によりけりだと思う。……うちも悪い方ではないだろうけど」


「揃そろいも揃っておせっかい焼きの集まりだからな」


　これ見よがしに溜ため息いきをついてヴァイエルが足を組む。


「んで、それがオタクとどう関係あるんだ？」


「…………う、ううん。……た、ただ……その、……いいなって。…………ホルン師隊長は、あんまりそういう感じじゃないから」


「わっかんねぇな。なら隊を替かえりゃあいいじゃねぇか」


　と。


　ネルの民の少年は、恥はずかしそうに目を細めて下を向いてしまった。


「……でも恰かつ好こ良よいから」


「師隊長が、ってか？」


「…………うん。……それに、銃の整備いつも僕に任まかせてくれるし」


　ボロボロに傷いたんだ手──毎日のように銃の錆さびと油に触ふれ続けたことでかぶれた皮ひ膚ふと、整備の間に傷ついた火傷やけどと擦すり傷。


　見るからに痛々しい自分の手を愛いとしげに見つめる彼。


「カトリア」


「ひゃっ、ひゃぁぁぁいっ!?」


　飛空艇の後部から現れたホルンの声に、少年がその場で飛び跳ねた。


「私の荷にこんなものが入っていたんだが、これは？」


　銀色の塗と装そうが施ほどこされた自動拳けん銃じゆう。天結宮ソフイアの双そう銃じゆう士しが使用するものより優に二回りは大きく、そのグリップ部には沁しん力りよくを帯びた文もん様ようが刻印されている。


「あ……あの、新作です。製造コード『銀の王ラステイハイト』……銃身のスライドとライフリングを大きめにとるデザインで、弾だん丸がんも専用弾にしてみました」


「専用弾？」


「は、はい！　弾丸自体を新しい型にしたくて金かな型がたから作り直しました。あと巫女様に何回もお願いして、巫女様の洗礼術式をこめた刻印を施してもらったんです。試したことはないけど、幽幻種への専用弾と言っても言い過ぎじゃないはずです！」


「巫女の洗礼術式というのは姉上か？」


「あ、い、いえ。ヴィオラ様はずっと塔の外に出てしまっていましたし、洗礼系の術式が一番得意なのは──」


「……もういい。おおよそ予想はついた」


　巨きよ大だいな片手銃を脇わきのホルダーに格納してホルンが溜息。


「あ、あのですね！　まだ弾丸がほとんど作れてなくて、まだ三発しか装そう塡てん……」


「かまわない。どのみち実戦で即そく投入というわけにもいくまい。慣なれない銃を使って無む駄だにリスクをこうむる趣しゆ味みはないからな」


「……そうですか」


　見た目にもはっきりと肩かたを落として少年がうなだれる。


「……ぎりぎり、今回の討伐任務にも間に合うかなって」


「無駄な配はい慮りよはいらないと言ったはずだ。それより操縦席に戻もどれ、そろそろ大だい塩えん湖こに到とう着ちやくするんだろう？」


　淡たん々たんとした声こわ音ねで突き返し、千年獅がこちらにふり返る。


「先に伝えておく。お前たちはただ黙ってついてくればいい。援えん護ごも幽幻種との戦せん闘とうも考えるな、私の戦闘を妨ぼう害がいしないことだけ肝きもに銘めいじていろ」


「……しかし、それでは支援部隊としてついてきた意味が」


「勘かん違ちがいするな」


　反論すら許さない拒きよ絶ぜつの言葉が飛ひ空くう艇ていを静まりかえらせた。


「お前たちを連れていくのは錬れん護ご士し筆頭からの提案を聞き入れたからだ。そこから先は私が判断する。支援部隊は現場に到着後、ただちに現場の指揮監かん督とくの命に従う────護法院の細則にもそう規定されているが、それでも異論があるか」


「…………」


「何か言いたそうな表情だな？」


「……いえ」


　奥おく歯ばを嚙かみしめたままモニカが首を横にふる。その仕草を鼻で笑い飛ばすかのように、ホルンはあっさりと操縦席へと背を向けた。


「安心しろ。何も任せないというわけではない、Ｓベクター第八種の追つい跡せきには人手が要いる。追跡と発見までは嫌いやでも手伝ってもらうことになる。……カトリア」


「はっ、はぁぃぃぃぃ!?」


「到着まであと何分だ」


「も、もう下に大塩湖が見えてます！　着陸します！」


「──いよいよか」


　掠かすれた声を喉のどの奥から絞しぼりだす彼女の両手は、小刻みながらもふるえていた。


「お前たちも準備しろ。現地に到着し次第、Ｓベクター第八種の逃とう走そう先に向けて出発する」
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　ゆるやかな勾こう配ばいの下り坂に、見み渡わたすかぎりの純白の煌きらめき。


　巨大な山々の連つらなる大だい雪せつ渓けいにも似た光景。しかしその正体は雪でなく、無数の月日を経へて積み重なった塩だった。


「ほらシェルティス、すごい場所ですね」


　機マ械キ珠ナを従える華宮が感かん嘆たんの溜息。


「わずかな塩分が河か川せんから盆ぼん地ちに流入して蒸発して、それが蓄ちく積せきしてこんな綺き麗れいな光景を作りだす。文ぶん献けんで見たことはありましたが、現実に目にするのは初めてです」


「本当、雪みたいだよ」


　シャッ……シャリ…………


　足そつ下かではじける塩の粒つぶ。まるで雪の塊かたまりを踏ふんでいるような感覚だ。


　シャンティア大塩湖。


　広大な生ビ態オ生ト育ー野プでも二カ所しか確認されていない塩湖の一つで、『煌めきシヤンテ』の名を冠かんする地形である。


「たしかにすごいな、これが全部塩なのか」


「……ぞっとしねぇな」


　よほど珍しいのか、先を歩くモニカとヴァイエルもしきりに周囲を見渡している。


「ホルン師隊長、お待ちしておりました」


　やがて。


　機関銃を抱かかえた正せい護ご士しが二人、こちらの姿に気づいて小走りに駆かけてくる。


「状じよう況きようは？」


「変わりありません。近きん隣りんを巡じゆん回かいしていた二部隊、それと応おう援えん二部隊の計四部隊で大塩湖を包囲しています。いまのところ包囲の網あみを突とつ破ぱされたという報告はありません」


「ご苦労。引き続き警戒を怠おこたるな、『Ｓベクター第八種』の追跡は私がやる。シーリィに待機命令を出していたが、到着しているか？」


　護士二人に続いて歩いてくる法衣姿の少女。


「ここに」


「私の指令は一点だけだ。幽ゆう幻げん種しゆを発見し次第、結界系の術式で相手の魔ま笛てきを削そげ。拘こう束そくまでは求めない、足止め程度に弱められればそれでいい。できるな」


「全力をつくします」


「結構、ならばついてこい」


「は…………」


　はい。うなずきかけた巫み女こ見習いが、不意にその動きを止めて立ちつくした。微び動どうだにせず、その肩だけが小刻みにふるえて──


「どうした？」


「モニカ……先せん輩ぱい？」


　ホルンの問いにも答えぬまま、巫女見習いの少女がさっとフードを外した。


「モニカ先輩!?　モニカ先輩ですよね！　わ、わたしです！　ピアです！」


「ピア……ピアナリス・シーリィ？」


　陽光に晒さらされた少女の顔を一目見て、部隊長である少女が目を大きく見開いた。


「わわっ、やっぱりモニカ先輩だぁ！　うそうそ、なんでこんなところで会うんです!?　ていうかその恰かつ好こうどうしたんですか。まるで護士みたいじゃないですか！」


「護士みたいじゃなくて、こう見えて一応本物なんだ。巫女見習いを卒業して三年くらい前から…………お、おい待った！　わかったから少し離はなれてくれ！」


　しがみついてくる巫女見習いを懸けん命めいに引きはがしてモニカが溜息。


「……だれかれ構わず抱だきつくのは控ひかえろと何度言えば」


「それくらい嬉うれしいからですよぉ！　引退したと思ってた先輩とこんなところで再会できちゃったんだもん。そりゃあ誰だれだってビックリ、わたしだって大人しい巫女見習いのフリなんかしてられるわけな────……あ……」


　沈ちん黙もくする周囲に気づき、巫女見習いの少女が再びフードをかぶる。


「こ、こほん……申し訳ありません師隊長、取り乱しました。崇すう敬けいの先せん達だつとの久方ぶりの再会ゆえ、ご容よう赦しやください」


「簡潔な説明だけ寄こせ」


「は、はい！　こちらの護士候補生は、巫女見習いとしてのわたしの先輩です。もう二年以上前ですが、巫女の最終試練にまで進んだ実績もある方ですから」


「……本当か」


　シーリィの告げた一言にホルンが眉まゆをつり上げた。


「ええ。失礼ですが、ホルン師隊長もそれをご存じだから同行させたのでは？」


「…………」


　巫女見習いの問いには応こたえぬままホルンが無造作に腕うでを組む。


「なるほど、最終試練にまで残った巫女見習いとはな。巫女ユミイ、それに錬イ護シ士ユ筆タ頭ルがお前を評価していた理由もそれか」


「──いいえ」


　含ふくみのある口調の千せん年ねん獅しに、真っ向からモニカが向かい合う。


「その評価はわたしではなく、わたしの部隊全員で受けとったものです」


「言うじゃないか」


　唇くちびるの端はしを不敵につりあげてホルンが笑う。


「──予定変へん更こうだな。シーリィ」


「はい」


「お前はこのキャンプ地の防衛に残れ。これだけ広大な場所だ、Ｓベクター第八種がどこに出しゆつ没ぼつするかわからない」


「承うけたまわりました」


　しずしずと後退していく巫女見習いを見送って、次にホルンが見み据すえたのは両手に十字棍ロザリオを握にぎりしめる少女だった。


「モニカといったな」


「……なにか」


「自分の口から出た言葉くらいは責任を取ってもらう」


　重厚な黒くろ塗ぬりの短機関銃マシンピストル。常人であれば両手でようやく抱えられる重火器をたやすく、片手に一いつ挺ちようずつ携たずさえる銃じゆう使いの千年獅。


「敵の戦力によってはお前たちにも参戦命令を出す、覚かく悟ごしておけ」
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　光の満ちる通路で。


「……本当にごめんなさい。ユミィさん、イシュタルさんも」


　貫かん頭とう衣い風にあしらった法衣をはためかせ、小こ柄がらな巫女が頭こうべを垂れる。


「私が、もう少しホルンを制せい御ぎよできていれば」


「いいんですよー。ヴィオラ様もほら、そんな頭を下げてないで」


　普ふ段だんと変わらぬ飄ひよう々ひようとした笑みをうかべ、イシュタルがそのかぼそい肩を撫なでてやる。


「場所は大塩湖でしたっけ。なら今ごろ到着してるころでしょうね。あそこは良い場所ですよー、すごく見晴らしが良いから幽幻種も見つけやすいです。ホルンちゃんも優ゆう秀しゆうだし、同行してる候補生部隊もくせ者揃いです。ねぇユミィ様」


「え……え、ええ」


　怪あやしげな笑みで迫せまられ、ユミィは思わず表情を引きつらせた。


　……どういう意味だろ。


　元巫女見習いのモニカ先輩のこと？　それとも……シェルティス？　この錬護士筆頭と話していると、心の奥まで見み透すかされている気分になる。


「ヴィオラ様も安心していいですよー。イシュタルからみても、まぁ『負け』は無いと思います。懸け念ねんがあるとすれば敵の逃走くらいかな？　あともう一つ────ユミィ様？」


　二度目の問いかけは、さっきより目に見えて重く鋭するどい口調。


「あなたがホルンちゃんとした約束は、本気ですか」





〝……もう一度だけ、あの子の浄じよう化かに挑ちよう戦せんします。それでダメでしたらどんな罵ののしりも仕打ちも受けます〟


〝なら、巫女をやめろ〟


〝わかりました。巫女としての全すべてを賭かけます〟





　ホルンがＳベクター第八種を討とう伐ばつし、それで魔笛が消えればそれで良い。しかし万が一、本体を倒たおしても魔笛が消えずに残った時は自分がもう一度浄化に挑戦する。


　……それに失敗した時は。


「待って」


　怒ど気き混じりに告げるヴィオラの声が、ユミィの言葉を許さなかった。


「それについては私も言いたいことがあります。あれはそもそもホルンが一方的に持ちかけた話と聞いてます。妹あのこに非があるのは明らか。……ユミィさん、場の雰ふん囲い気きでそんな話を呑のんでしまってはだめ。巫女としての自覚があるなら考え直して」


「…………」


「イシュタルも同感ですねー。巫女というのは一人いなくなったら一人補ほ充じゆうする的な発想のものじゃありません。ホルンちゃんも頭を冷やせばわかると思いますよ？」


「…………うん」


　それはわかってる。わかってるつもりだ。


　巫女に欠員が許されないのも、あの時のホルンの言葉が直情的なものであったことも、何もかも誰より理解してる。


　だけど──


「ありがとうヴィオラ、イシュタルさんも。でも平気だよ？　わたしこれっぽっちも巫女やめるつもりないもん。魔笛の浄化だって失敗する気なんかないから」


「それは結構。しかしですね、ならホルンちゃんの話自体受ける必要なかったのでは？」


「……ううん」


　疑問調のイシュタルに、ユミィは微び笑しようをまじえて首をふった。


「それくらいの覚悟でやらなきゃいけないんだって思ったのは本当なの」


　魔笛に感染した子供一人助けられない、そんな巫女じゃだめなんだ。


　目め指ざすのはもっともっと上。


　そう。千年前の世界で会ったあの子に並ぶくらいでなくちゃ────







〝【Yu/ ris-ia Sophie,わたしにできるArma-Selahただ一つの願いを……】〟




〝負けられない……あの侵しん攻こう者しやたちに、人ひ間との本気を見せてあげましょう〟





　紗砂と呼ばれていた子。


　思い返せば思い返すほど、あの子の沁しん力りよく術式の清レ廉ベ度ルは桁けた違ちがいだった。現在の天結宮ソフイアの巫女とも……ううん、もしかしたら皇おう姫ひ様にも匹ひつ敵てきするかもしれない。


　目標ができた。


　シェルティスの魔笛を治なおすという個人的な目標だけでなく、巫女としての目標。その二つを達成する道の先で紗砂あのこが待っている、そんな気がする。





〝お前だけが三年前から何一つ変わっていないということさ〟


〝革変。お前の沁力を開花させるキッカケが絶対的に足りてない〟





　大聖堂で、ツァリという名の女性に言われた言葉。


　……自分自身で自分を変えるほどの、そんな決意が必要なのかもしれない。それができないならば、それこそ巫女をやめなくちゃいけないくらいの覚悟と共に。


「ま、洗礼系の術式に関してはユミィ様ご自身が専門家ですから。イシュタルが口を挟はさむのは野や暮ぼなんでしょうねー」


　微笑とも苦笑ともつかぬ笑みをたたえて錬れん護ご士し筆頭が肩かたをすくめる。


「あとはご随ずい意いに。ね、ヴィオラ様も」


「……ええ。ユミィさん、本当に先さつきのホルンのことは気にしないでくださいね」


　イシュタルに促うながされてヴィオラもまた背を向ける。自室に戻もどっていく巫女と、昇降機エレベータへと向かう錬護士筆頭。それぞれの姿をユミィは見送って────





〝いい変化〟


〝ねぇユミィ。そろそろあなたにも、わたしの声が聞こえるかしら？〟





　どこか遠い遠い場所で。


　懐なつかしい誰かの声を聞いた。そんな気がした。





　　　　４





　鏡の世界。


　際限なく広がる塩の表面にうっすらと水の膜まくが張ることで、大だい塩えん湖こは世界一巨きよ大だいな鏡となることが知られている。


「……すごい。足あし下もとにみんなの顔が映うつってますよ」


　自分の真下をじっと見下ろして華宮が溜ため息いき。よほど珍めずらしかったのか、いまの彼女はかぶっていた機メ械ツ帽トも外してあたりを見回していた。


「まさに大地の鏡。髪かみの毛一本一本が見えるくらい精度の高い鏡ですよ、これ」


「大塩湖でも雨が降った後限定らしいね」


　ぴちゃん。


　足下で跳はねる水しぶきの音を耳にしつつ、シェルティスは隣となりの華宮へとふり向いた。


「……ただ、ちょっと眩まぶしすぎるのが難点だけど」


　足下の大地そのものが鏡。光をそのまま反射するせいで、日ひ射ざしの照り返しも強きよう烈れつだ。長時間この場に留とどまれば目を痛めてしまうかもしれない。


『ねねシェルティス、良い案がありますよ。サングラス！』


「嫌ヤ。似合わなそうだし」


　胸むな元もとでゆれる機械水晶イリスにそっけなく応こたえ、前を歩くメンバーをあらためて見回した。


　先頭を行くのが両手に短機関銃マシンピストルを携えたホルン。背中には長ちよう距きよ離り射しや撃げき用の狙撃銃ライフル、腰こしのホルダーには予備の回転式拳けん銃じゆうが見て取れる。


　それからやや距離を置いて十字棍ロザリオを握るモニカ、拳鉄甲ナツクルダスターを嵌はめたヴァイエル。その後ろに華宮が続き、彼女とほぼ横並びに歩くのがシェルティスという順だ。


「……ある意味異例の編制か」


　狙そ撃げき手しゆが先頭に来るという布ふ陣じんは本来ありえないのだが、こと千せん年ねん獅しホルン・ノヴァにそれは当てはまらない。超ちよう長距離の狙撃から零ゼロ距離の肉にく弾だん戦まで秀ひいでた万能戦闘者ゼネラリスト。そう称しようされるほど彼女の戦闘能力は高いとされている。


　と、その矢先。


「変わり者だな」


「え？」


　ぽつりと。


　いままで無言を保っていたホルンが、視線は前に向けたまま唐とう突とつに呟つぶやいた。


「シーリィとずいぶん仲が良さそうだったじゃないか」


「……あぁ。同じ巫み女こ見習いでしたから、彼女はわたしの二年後こう輩はいです」


　自分に向けての台詞せりふであるとわかったモニカが首しゆ肯こう。


「姉上から、巫女見習い同士で友人は作れないものだと聞いていた」


「ヴィオラ様の仰おつしやるとおりですよ。有名な話です。たった数人の巫女の座に対して、巫女見習いはその数十倍から百倍の数がいる。言ってみれば全員が競争相手です」


　先を歩く千年獅の背中に向かって続けるモニカ。


「わたしとシーリィもそうです。……わたしはおせっかい焼きで通っていましたから後輩の面めん倒どうも見ていたけど、それはむしろ嫌きらわれる行こう為いだった。事実シーリィも、表面上はともかく、裏ではわたしに世話を焼かれるのに困ってる節ふしがありました。彼女にしてみれば敵に塩を送られる感覚だったのかなって」


「そのわりにシーリィはお前に懐なついていたが？」


「それは……わたしが巫女見習いをやめたからだと思います」


　淡たん々たんと、私情をまじえぬ声で少女は言葉を紡つむいでいた。


「お互たがい競争相手でなくなったからこそ心の垣かき根ねが取れたのかな。巫女見習いの時はできなかったけど、利害関係がなくなったからシーリィも素直に接してくれたのかと」


「愉ゆ快かいな皮肉だな」


　先を行くホルンが一笑。


「護士も巫女見習いも変わらないな。錬護士の連中もそうさ。千年獅の指揮下にいるが、どいつもこいつも隙すきあらば寝ね首くびを搔かこうと企たくらんでる野心家ばかり。……もっとも、そのくらいの覇は気きがなければ部下としては心こころ許もとない。とんだ葛藤ジレンマだ」


「……でも、それはどこにでもある競争図だと思います。そうしなくては巫女も千年獅も質を保てないというのなら、その競争も必要かと」


「ならばお前の部隊の仲間もまた、お前にとっての競争相手というわけだ」


「…………」


　千年獅の一言にモニカが押おし黙だまる。


　ややあって。


「……部隊の仲間と全員で正護士になるのが目標です」


「強がりだな」


　毅き然ぜんとした少女の声と、半分呆あきれた口調のホルンの呟きがその場を伝っていった。


「連れん携けい、チームワーク、協力。さんざん耳にしてきたが、千年獅になるまで私はその意味を実感したことがない。巫女見習いも護士も同類だ。天結宮ソフイアの連中なんてライバルを蹴け落おとそうと必死になってる輩やからだけさ」


「……失礼ですがヴィオラ様は？　あの方も天結宮ソフイアの歴れつきとした一員です」


「姉上は天結宮ソフイアの範疇カテゴリじゃない。私と同じ、児童園の家族だ」


　言って、足下の岩塩を蹴りつけるホルン。


「親がいない子供、友人がいない子供。……そうやって集められた児童園の子供たちは、いまも全員が家族のように協力しあって生きている。そんな子供たちの方が塔とうの連中よりはるかにマシさ。……そう考える私を、あの巫女は『弱虫』と称してくれたがな」


　ピキッ。


　足下で割れ砕くだける岩塩を目で追いながら彼女が続ける。


「塔の連中を信用せずに児童園の家族だけを特別に扱あつかう。あの巫女にはそれが我が慢まんできないらしい。私のそれが弱虫だというのなら、できもしない魔ま笛てきの浄じよう化かをできると言い張るあの女こそが弱虫巫女のはずだが」


「…………」


　……違ちがう。


　心の中でそう呟き、シェルティスは人知れず拳こぶしを握にぎりしめ────


「何か言いたげな表か情おだな？」


　直後、皮肉混じりの口調でホルンがふり返った。


「先せん般ぱんの件もそうだが、千わ年た獅し相手に物もの怖おじしない度ど胸きようだけは褒ほめてやる」


　遮眼帯ブラインダーの奥おくから嫌いやでも感じる眼光が見み据すえる方向は、隊列の最さい後こう尾びに立つこちらに向けられていた。


「……僕のことですか」


「あそこまで露ろ骨こつに背はい後ごから睨にらみつけておきながら、私が視線に気づかないとでも思ったか？　どうせ言いたいことがあるんだろう、反論があれば言ってみろ」


　挑ちよう発はつと好こう奇き心しんが入り交まじった笑みを滲にじませた横顔。


「僕が……一番言いたいのは」


　その場で足を止め、シェルティスは押し殺した声を喉のどから絞しぼりだした。


「彼女は弱虫なんかじゃない」


　輝かがやく塩の大地。


　静かに、そして冷たく伝わっていく音の波。


「ユミィ・エル・スフレニクトールという巫女は……すごく強いです。僕よりあなたより、誰だれより強い気持ちを持ってると思う」


「その根こん拠きよは？」


「巫女の浄化室」


　その一言で、千年獅であるホルンには伝わったはずだった。


「あなたが巫女の浄化室を知らないわけがない。テッシャっていう子の浄化を頼たのんだあなたなら、彼女ユミイの浄化室も一度は入ったはずです」


　暴れ回る患かん者じやを無理やり押さえつけるための固定ベルト。


　重度の魔笛に侵しん食しよくされ体組織が壊え死ししかけた護士たち、彼らが流した血の痕あとはいまも部屋に生々しく残っていた。きっと、どうやっても拭ぬぐいきれなかったのだ。それほどの出血に見み舞まわれた凄せい惨さんな場で、ユミィはたった一人で魔笛と戦っていた。


　たった一人で、不安と孤こ独どくに必死で抗あらがいながら。


「まだ十七歳の女の子が、『洗礼の巫女様』なんて言われて浮遊大陸オービエ・クレア中から期待されるのはどれくらいの重圧だと思いますか？　巫女様なら治なおせない魔笛はないはずだって、護士からも居住区の人たちからも縋すがられて……自分が最後の希望だからって言い聞かせて、普ふ段だんなら延長できない巫女の修行を延長してまで自分を追いつめてる」


「────────」


「テッシャって子だけじゃない。それが護士だって居住区の一いつ般ぱん人じんだって関係なく、浮遊大陸オービエ・クレアに住む全員のために巫女は努力しています。あなたみたいに、信用できないとか使えないからって理由だけで他人をないがしろにするなんて真ま似ねは絶対にしない」


「……仮にそうだとして」


　ゆっくりと、前を見据えてホルンが再び歩きだす。


「塔の護士や巫女見習いが仲間に値あたいしないことそのものは否定していないようだが？」


「僕はそれも、あなたと違う見方を持ってます」


「どう違う？」


「さっきモニカが言ったみたいに、競争のなかでうち解とけられないっていうのは確かにあるかもしれない。だけど、そんなの誰が望んでそうしてると思いますか？」


　ユミィやモニカだけではない。先のシーリィという巫女見習いが良い例だ。本当はそんな刺とげ々とげしい関係なんて嫌なんだ、と。


「嫌なら辞やめればいい。簡単な話だ」





「──辞められないんだよっ！」





　自分でも意識せぬうち、その言葉には力がこもっていた。


「……苦しい修行して、周りに友だちもできなくて、それでも巫女見習いが巫女を目め指ざすのは、そんな苦しい想おもいの先に叶かなえたいものがあるからですよ。そうやって頑がん張ばってる塔の皆みんなの何を認められないのか、僕にはわからない」


「────」


「テッシャって子のために、危険な生ビ態オ生ト育ー野プの巡じゆん回かいを自分から志願して幽ゆう幻げん種しゆを探し続けてるあなたは……正直凄すごいと思う。でもユミィっていう巫女だってそれは同じ。周りの期待に押しつぶされそうになりながら、魔笛に苦しむ人のために頑張ってる。……なのに、…………なんで、大切な子を助けたくて頑張ってるあなたが、同じように大切な人を守りたくて頑張ってる巫女のことを認めてあげないんですか！」


　静せい寂じやく。


　銀色に輝く塩の大地に、冷たい緊きん張ちようを孕はらんだ静けさが満ちていく。


「ずいぶん立派な口こう上じようだ」


　おもむろに靴くつ音おとを立て、遮眼帯ブラインダーの千年獅が再びふりむいた。


「それで候補生？　お前は私に何を説とく？　お前もまた私を弱虫とでも言いたいわけか」


「…………」


　あからさまに挑発めいたホルンの口調。剣けんの切っ先を想像させる鋭えい利りな視線が、遮眼帯ブラインダーごしにもはっきりと伝わってくるほどだ。


「────時間の浪ろう費ひだな」


　が。


　予想に反し、先に視線を外したのは彼女の方だった。


　…………意外だ。


　……否定しないのか。


　その背を列の後部から見つめ、シェルティスは双そう眸ぼうをわずかに細めた。返す言葉こそ刺々しいものの、ユミィが言った時と同じ反応だ。





〝でも違う、あなたは児童園の子供にしか愛情をかけられないだけの弱虫なんだ！〟


〝……だとしたら？〟





　ホルンの性格から考えて、ユミィから弱虫呼ばわりされてプライドに障さわらないはずがない。あの場面、シェルティスはホルンが激げき昂こうすることも覚かく悟ごしていた。しかしホルンは、返す言葉こそ刺々しかったがユミィの言葉を最後まで否定しなかった。


　……否定しなかったんじゃなく、否定できなかった？


　……ホルン自身、心の底ではユミィのことを認めてるとしたら？


　ユミィが巫み女ことして尽じん力りよくしていることも、部下の護士や巫女見習いに自分が助けられていることも知っている。


　だけど、それをまだホルンは認められずにいる。


　──テッシャという子を助けたいから。


　巫女の誰一人として、児童園の家族である子供を助けられない。そんな巫女たちを頂点とする天結宮ソフイアも認められないし、天結宮ソフイアの部下たちも認めるわけにはいかない。


　……本当は、誰よりわかりあえるはずの二人なのに。


　……魔笛に侵おかされた者を助けたいと誰より願うのが、ユミィとホルンのはずなのに。


「────」


　だが。どれだけシェルティスが見つめても、もの言わぬホルンの背中は、強固なまでに彼女の心境を外部から遮しや断だんしていた。


　と。


「よぉ、ところで俺らはいつまで歩くんだ」


　じっと口を閉じていたヴァイエルがふと背後の華宮へとふり返った。


「さっき言われたじゃないですか。大だい塩えん湖この中心です」


　機マ械キ珠ナに表示された電子マップを指さす少女。


「そこまで追いつめてしまえば幽幻種も逃にげ場ばはありません。中心部から半径二キロに亘わたって正せい護ご士し部隊が包囲しています」


「そいつぁたいそう厳重な態勢なこって」


　足下の岩塩を蹴り飛ばすヴァイエル。それを背後から眺ながめ、ふと華宮がその背中に向かって声をかけた。


「ところでわたしも一つ聞きたいです。先ほどあなた、大塩湖のこと『ぞっとしねぇな』と言っていましたね」


「あ？　んなこと言ったか？」


「しらばっくれてもだめですよ、ちゃんと肉声だって機マ械キ珠ナに録音済みですから」


「……くそが。それで何が聞きたいってんだ」


　ごまかしても無む駄だと悟さとってヴァイエルが肩かたをすくめてみせる。


「こんなに綺き麗れいで珍めずらしい場所ですよ。なのに口を開けた一言目から『ぞっとしない』とはどういう意味だったんです？　違い和わ感かんを覚えました」


『あ、それ私も聞きたいです。後で聞こうかなって思ってましたけど』


「……何も聞こえねぇな」


　腕うで組ぐみしたまま顔をそらす当人。


「早口でしたか？　それならもう一度」


「そうじゃねぇよ阿あ呆ほう、静かすぎるのが気に障るっつってんだ」


　ぽちゃん……足首まで水に浸つかった靴くつを強ごう引いんに持ち上げる。


「みろよ、水だって十分あるじゃねえか。塩湖って言われるくらいだから元々は湖なんだろうが。なのに大塩湖ここにゃ何もいねぇ。水の中にゃ魚一いつ匹ぴき泳いじゃいねぇし、空を見上げても鳥一匹虫一匹飛んでねぇだろ。それが気に食わねぇだけだ」


『これだけの塩分ですからねぇ。生物の生息は難むずかしいかと』


「んなのはわかってんだけどよ、なんつぅか慣なれねぇんだよ。静かすぎるってのは」


　眉まゆをひそめたまま再びヴァイエルが歩きだそうとしたその矢先、隣となりに立っていた華宮が不意にその袖そでを引っぱった。


「っと、おいなんだ」


「……あ。いえ、その『静かすぎる』ですが……いま猫ねこの鳴き声がしませんでしたか」


「猫だぁ？」


「はい。『にゃーお』って可愛かわいらしい鳴き声が」


　ツンと伸のびた耳の脇わきに手をあてる仕草の少女。ネルの民たみは降雪地帯の浮遊島ラグーンに暮らしていたため、吹雪ふぶきの中でも相手の声が聞こえるほど聴ちよう覚かくが発達している。


『シェルティスは聞こえました？』


「ううん、ていうかイリスこそ」


『私も同じく。音を感知するのって苦手なんですよ。なにせ私ってばこの小さな水すい晶しよう素体ですし、集音機能にも限界があって』


　……華宮が言うならたぶん本当に聞こえたと信じたいんだけど。


　……だとすれば怪あやしいのは空か？


　地上の警けい戒かいは緩ゆるめぬまま、シェルティスはわずかに首をそらして頭上を仰あおぎ見た。


「猫がこんなところにいるはずないし、ウミネコみたいな鳥じゃない？　ほら、鳴き声がニャーニャーって聞こえる鳥のこと。たしか河か口こうや干ひ潟がたに生息してたはずだから」


「どうでしょう。……時間が経たつとわたしも自信がなくなってきたので断言できませんが、とにかく猫に似た声が」


　続いて華宮、ヴァイエルも空を見上げるなか。


「……あれか？」


　にわかに、モニカの指先が塩の大地の一点を指さした。


　小さな黒い影かげ。それは影でなく黒い体表だった。細い四つ足に丸みを帯びた長い尾お。金色に輝かがやく細長い瞳どう孔こう。





『にゃぁぉ……』





　愛くるしい声で鳴くそれは、居住区のどこにでもいるような黒猫だった。


「まだ子猫のようですね。歩き方が幼いです」


「こんなところまで迷いこんだのか？　まったく、親猫も探してるだろうに」


　その姿に自然と表情をほころばすモニカと華宮。


　だが。


　すぐ目の前にまでやってきた黒猫を、シェルティスは目を見開いて睨にらみつけた。


　……僕は警戒してたはずだ。


　……いつ、どうやってこんな距きよ離りまで接近してきた？


　一面銀色に輝く大塩湖。白一色の世界に黒猫なんていたら絶対に気づく。自分だけじゃない、ホルン・ノヴァだって当然に感知するはずなのに。


『にゃぁぉ……』


「可哀かわい想そうに。歩き回ってだいぶ弱ってるのか？」


　モニカの足あし下もとへ、子猫がすり寄ろうと近づいて────


「モニカ、それから離はなれろっ！」


　全すべてが同時だった。


　シェルティスがモニカの前に躍おどり出るのと。





「それで擬ぎ態たいのつもりか？」





　ホルンの銃じゆう弾だんが、子猫の身体からだを瞬またたく間に撃うち抜ぬくのとは。


「……っ！」


「黙だまれ」


　反射的に声を上げかけたモニカをさえぎる千せん年ねん獅し。


「よく見るんだな。あれを見てもまだ子猫と思えるか？」


　すぅっ──致ち命めい傷しようを負ったはずが何事もなく立ち上がる『何か』。


　金色であったはずの瞳孔は、いつしか赤みを帯びた真しん紅くへ。子猫ほどの大きさであったはずの身体もまた、不気味なほどの速度で膨ふくれあがっていく。


「あいにく私の目は特別製だ、奇き襲しゆうができず残念だったな？」


　とん。遮眼帯ブラインダーの側面に銃口で触ふれ、ホルンの唇くちびるが危険な笑みを描えがく。


「……ヴィオラ様の『天てん球きゆう図ず画が』？」


「さすがに元巫み女こ見習いなら知ってるか。私の目も姉上と同じだ、未来を視みる沁しん力りよく──お前に向かって襲おそいかかるアレの未来がはっきり見えた。安い芝しば居いだな」


　数秒後の未来世界を認識し、敵の動きを先読みして射しや撃げきする。このホルン・ノヴァが、浮遊大陸オービエ・クレアの銃士の頂点に君臨する理由の一つがこれだ。


「先天性の領域系沁力術式。同じ巫女でも春蕾シユンレイは『他人の沁力のかたちを視る』力を持っているが、私や姉はそれの……まあ劣れつ化か版のようなものだ」


　独り言のように呟つぶやいて、再び銃口を正面へと向けるホルン。


「さてさて、ようやく会えたじゃないか。お前がＳベクター第八種だろうな？」


　千年獅の告げるその前で、ソレはもはや子猫とは到とう底てい言えぬものに変容していた。


　──幽ゆう幻げん種しゆ。


　真紅の瞳ひとみは明確な敵意に満ち、深ふか紫むらさき色の霧きりに覆おおわれた巨きよ体たいはいまも肥大化を続けている。四本であった脚あしはそれぞれ先せん端たんが分ぶん岐きして八本に。丸みのあった尾もいびつに歪ゆがみ、まるで蛇へびのようにうごめいていた。
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「シェルティス、あの時の……」


「僕も同じこと考えてた」


　レオンに連れられて向かった浮遊島ラグーン、その地下室で見つけた幽幻種と似ている。最初は水すい槽そうの中で眠ねむっていたが、あの幽幻種もまた水槽から出た途と端たんに巨大化した。


　……本当に眠りから覚めたみたいに成長したんだっけ。


　事実、あの時の幽幻種は『眠り仔こ』と呼ばれてた。そして目の前の『Ｓベクター第八種』もまた、相手を昏こん睡すいに陥おとしいれる魔ま笛てきを使用するという。


「似ていないか」


「…………」


　モニカの問いに、シェルティスはあえて沈ちん黙もくを選んだ。


　二体の幽幻種に共通してつきまとうイメージ──『眠り』と『目覚め』。それがまさか、穢歌の庭エデンの真相につながる秘密とでもいうのか？


「おしゃべりはそこまでだ」


　ぴしゃりと断ち切るホルンの一声。


「モニカを残して私から離れろ、そして散れ。こいつの魔笛は面めん倒どうくさい」


　巫み女こですら治ち癒ゆできない強力な魔笛を操る幽幻種。


　……僕以外が浴びれば、たとえ儀ぎ礼れい衣いを着ていてもダメージが大きいはず。


　自分が接近戦で追いつめ、遠距離からホルンが狙そ撃げきする挟はさみ撃ちがもっとも確実。だがそれは、魔笛を無効化できるという自分の秘密があるからだ。それを知らないモニカやホルン、ヴァイエルの前で実行できる策ではない。


「やれ」


「──了りよう解かい」


　ふわりと、モニカの周囲を光が躍るように包みこむ。結界系の発動を示す蒼そう光こうが織おり重なるようにきらめいて。


　ピシッ……


　刹せつ那な、幽幻種の足下で何かが砕くだけた。


　硬かたいものが割れ砕ける音とともに、純白の大地に黒い亀き裂れつ。その亀裂はまたたく間に、幽幻種の足下から全方向へと広がっていく。


「なっ……!?」


『巨大な亀裂クレバスです！　岩塩層の下にこんなものが……全員退さがって！』


　機械水晶イリスの警けい鐘しように従って背はい後ごへと飛び退のく。隊列の最さい後こう尾びにいた華宮、ヴァイエルも身をひるがえして亀裂クレバスの外側へ。


　まさか。


「こいつっ、逃にげたのではなく私たちをクレバスに誘さそいこ────」


「罠わな!?」


　幽幻種にもっとも近い位置に立つホルン、そしてモニカが慌あわてて反応するも間に合わない。足下そのものが砕けたため跳ちよう躍やくも後退も封ふうじられていた。


「モニカ！」


「シェルテ…………っっ！」


　遠い遠い残ざん響きようとなって消えていく声と共に、二人と幽幻種が巨大なクレバスへと落ちていく。


「……ちっ！」


『シェルティス、いけません！』


　二人を追って亀裂クレバスに飛びこもうとするのを、機械水晶イリスに先んじて制された。


　……穴が深すぎる。


　下がどうなってるかもわからないまま二人を追って飛びこむのは危険すぎる。


『！　シェルティス、前方右手より魔笛反応。来ます！』


「新あら手てか！」


　ピッ……ピシリッ……


　巨大な岩塩に次々と生まれていく蜘く蛛もの巣す状の亀裂。それが徐じよ々じよに肥大化し、その隙すき間まから濃こ紫むらさき色いろの霧があふれだす。


「統とう率そつ役の個体は地下でモニカとホルン師隊長、その仲間がここでわたしたちと戦せん闘とう……見事に戦力を分散されましたね。いずれにせよ、幽幻種の知能について今後検証の余地がありそうです。昔は幽幻種に知能なんてないって言われてたのに」


　浮ふ遊ゆうする機マ械キ珠ナをしたがえて華宮が苦笑。


「無事帰れたらだけどね」


　双そう剣けんをホルダーから引き抜ぬき、シェルティスは濃紫色の霧をじっと見つめた。


　霧の中に浮うかび上がる真紅の瞳。一体二体……三体、四体…………まだ地下にどれだけ潜ひそんでいるかもわからない。


『通信成功。大塩湖の沿岸でキャンプを設置している部隊に応おう援えんを要よう請せいしました』


「ありがと」


　前後左右。自分たちを取り囲むように亀裂クレバスからはい上がってくる霧状の獣けもの。いずれもが獅し子しの姿をした小型種だが、幽幻種の力は外見から判断できないから厄やつ介かいだ。


　……どれが強くてどれが弱いのか。


　……考えてる時間もないか。


「行くよ」


　背後の二人に告げ、シェルティスは銀色の大地を駆かけた。
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　……ぽちゃん。


　水すい晶しようの先端からしたたる水すい滴てきが床ゆかに落ち、小さな小さな飛ひ沫まつを描く。


「死んだか？」


「人を勝手に殺さないでください」


　つまらなそうに呟く千年獅にそう応こたえ、モニカはゆっくりと身体を起こした。落下の衝しよう撃げきで身体の各所が痛むものの、幸運にも負傷は打撲そのていどのものだ。


　……ふぅ。


　心こころ鎮まもり。脳を駆けめぐる痛覚信号を遮しや断だん、沁力術式に集中する。




【Sia Sec elis arc……あの日の夢をもう一度……Is io mielそうありますように】




　開放序詞。


　結界系を示す蒼光が自分を中心に半径数十メートルまで拡張。範はん囲い内にあるもの全すべてを等しく照らしだす。


「水晶洞どう？」


　足あし下もとから地上から、真横の壁かべから突つきだした巨大な水晶。それが沁力の光を反射して七色に輝かがやいていた。


　……大だい塩えん湖この下にこんな地下世界があったなんて。


　自分の背せ丈たけをはるかに上回る水晶が複雑に立ちならび、まるで水晶でできた迷路の中に放ほうりこまれた感覚だ。


「せっかくの招待といったところだが、長々と付き合う気はないな」


　目元を覆う遮眼帯ブラインダーに手をかけて、ホルンはそれを勢いよく剝はぎ取った。切れ長で鋭するどい双そう眸ぼうがあらわになる。


「目め隠かくしを？」


「肉眼で現実世界、『天球図画』で未来世界を同時に知覚する。脳に負担がかかって目め眩まいがするから嫌いやなんだが……これの方が当然に射撃の精度も上がるからな。それより」


　カツッ、黒くろ塗ぬりの銃口で水晶を軽く突いてみせる。


「水晶に近づきすぎるな、どの水晶の陰かげに幽ゆう幻げん種しゆが潜んでるかわからない」


「……それは、ホルン師隊長の『天てん球きゆう図ず画が』なら予知も可能では？」


「そこまで先の未来が見通せるわけじゃない。でなければ、さっきの亀裂クレバスも回かい避ひできていた。『天球図画こいつ』は射撃専用の能力だ」


　碧みどり色を帯びた彼女の瞳。碧は領域系の沁しん力りよく術式の色だから、それが集まって本物の瞳の色に見えるのだろう。


「自分の命は自分で守れ」


「はい」


　……どこから来る？


　握にぎる十字棍ロザリオの柄えが汗あせばんでいく。元々は幽幻種から仕し掛かけてきた罠であり舞ぶ台たいだ、当然にこちらの位置も把は握あくして近くに潜んでいるはず。


　静せい寂じやく。


　地下に広がる水晶世界に、鼓こ膜まくが痛くなるほどの静けさが満ちていく。


　……こうした静かな緊きん張ちようは久しぶりだ。


　額ひたいを伝って鼻先、唇にまでしたたり落ちてくる汗をぬぐうこともできない。一いつ瞬しゆんでも構えを崩くずした瞬間に背後から襲おそわれる。そんな既き視し感かん。


「気き負おいすぎだ」


「……申しわけありません。緊張で」


「褒ほめている」


　意外にも、それはホルンという千せん年ねん獅しには似つかわしくない賛辞の言葉だった。


「幽幻種の強さを理解していない護士にその警けい戒かい心は出せまい。巫み女こ見習い時代も含ふくめ、それなりに幽幻種との戦闘経験を積んでいるわけか」


「…………」


「私の早はや合が点てんだったな。天結宮ソフイアでお前に言った発言は取り消そう。お前はほどほどに役に立つらしい」


　携たずさえていた二挺ちようの短機関銃マシンピストルをホルダーに収め、正面の巨きよ大だい水晶へと歩きだす。


「っ!?　ホルン師隊長！」


　ばかな、銃を収めた？


　そんな無防備で。それに、不用意に水晶に近づくなといった本人が!?　それでは自分から襲ってくれと言っているようなものではないか。


「襲ってくれと言っているさつさとかかつてこい」


　ホルンの独白が地下に響ひびきわたった刹那。
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　水晶の洞どう窟くつにこだまする奇き怪かいな重低音。


　展開する蒼光の結界のなか、濃紫色に輝く光の糸が縒より合わさって不可思議な文もん様ようを宙に描えがきだす。


「魔ま笛てきっ!?」


　十字棍ロザリオを交こう叉ささせ、脳のう裏りでは対たい抗こう用の防ぼう御ぎよ術式を組み上げる。


　しかし頭上の呪じゆ詛そはいつまで待っても降りそそぐことなく、そのまま洞窟の上部へと吸い上げられるように上じよう昇しようして。


　ミシッ……


　天てん井じようから突きでた巨大な水晶から鈍にぶい音。一つではない、二つ、三つ。どれもが自分たちの背丈をはるかに上回る超ちよう重量の結晶たちだ。


「後ろに跳とべ！」


　ホルンの怒ど声せい。


　同時、真上にそびえ立つ巨大水晶が天井ごと崩ほう壊かい。土ど砂しやと水晶が混じった土砂崩くずれが、猛もう烈れつな轟ごう音おんとともに頭上へと迫る。


　──魔笛の侵しん食しよくで天井を腐くさらせたのか！


「ぐ……っ」


　土砂は避よけ、降りそそぐ水晶の破片は十字棍ロザリオでなぎ払はらう。膝ひざまで達する土ど石せき流りゆうを跳ちよう躍やくでかわし、モニカは近くの水晶に飛び乗って──


『にゃぁぉ……』


　ぞくり。


　子こ猫ねこの声に酷こく似じしたあの鳴き声が、すぐ真後ろから伝わってきた。


「後ろっ!?」


　慌ててふり向いた眼前に巨大な黒い影かげ。黒くろ豹ひようにも似た体型ながら八本脚あしという奇怪な怪かい物ぶつが、覆おおいかぶさる体勢で飛びかかってくる。


　敵意に満ちた真しん紅くの目。


「見え見えだ」


　その眼光を、銀色の弾だん丸がんがたやすく撃うち抜ぬいた。


『ッッッ！』


　身をひるがえす怪物の背をさらに貫つらぬく銀の銃じゆう弾だん。続けざまに、大地に踏ふんばる八本の脚の先せん端たんがやはり撃ち抜かれる。バランスを崩した頭部めがけてさらに数発。


「『天球図画』の描く未来図がもたらす弾道は、すなわち不ふ可か避ひの魔弾」


　ホルンの銃弾は止まらない。


　銀単子素材の銃弾の表面に沁力を刻印した弾丸だ、一発一発が幽幻種の魔笛を貫かん通つうしてその身体からだを削けずっていく。


「私の銃弾は、お前がどこに逃げようと絶対にかわせない」


　逃げようとする経路を弾だん幕まくが塞ふさぎ、止まった足を銃弾が撃ち砕くだく。よろめいたところを足下からの跳ちよう弾だんが穿うがつ。倒たおれることすら許さない。倒れる場所を見み越こしたかのような──いや、実際に未来を見てからの射しや撃げきなのだ。


「……すごい」


　一方的ともいえる戦闘をかいま見て、モニカは驚きよう愕がくに呼吸すら忘れていた。


　……わかっていたつもりだったけれど、ここまでなのか。


　あの幽幻種が、反撃はおろか逃げることも力ちから尽つきて倒れることもできない。それを可能にするのは『天球図画』による未来視以上に、狙そ撃げき手しゆとしてのホルンの技量が純じゆん粋すいに抜きんでているからだ。


　……両手で抱かかえるはずの短機関銃マシンピストルを片手で、しかもあの高速射撃であれほど正確に。


　あの重量の銃をかるく扱あつかう膂りよ力りよくと、射撃のもたらす強きよう烈れつな反動を分散させる肩かたの柔じゆう軟なんな筋肉群。そして何より、あの超精密射撃を可能にする恐おそるべき集中力と精神力。


　遠えん距きよ離り戦せん闘とうでこの千年獅以上の実力者は？　そう問われた時、すぐに答えられる自信がモニカにはない。


　……加勢します。なんて言えるわけがない。


　たとえばシェルティス。幽幻種と超接近戦をいどむ彼の戦闘は、見る者の目を奪うばう苛か烈れつさに満ちている。しかし彼女はどうだ。ただ一方的に、それこそ戦闘とすら言えない一方的な展開で戦闘に終しゆう止し符ふを打ってしまう。


「これで終わりか」


　沁力を付ふ与よされた弾丸によって全身を撃ちぬかれた幽幻種。その中心部にある核かく晶しようを、最後の弾丸が貫いた。断だん末まつ魔まの叫さけびを上げる余力もなく倒れ、ぴくりとも動かない霧きりの獣けもの。その身体も徐じよ々じよに薄うすくなって霧む散さんしていく。


「Ｓベクター第八種、この程度か。こんな奴やつにテッシャは……」


「テッシャ？」


「……何でもない、いくぞ。出口を見つけて脱だつ出しゆつする」


　遮眼帯ブラインダーを装着しなおして、ホルンが身をひるがえす。


　……


　…………なんだ？


　モニカが違い和わ感かんを覚えたのは、その時だった。


　幽幻種は確かに倒れたし、身体の中心部の核晶もホルン師隊長の銃弾が貫いた。


　……でも……わたしは、核晶が砕けた音を聞いてない？


「まさか」


　慌あわててふり向いた先の光景は────


「ホルン師隊長！」


「なん…………」


　横顔だけでふり返ったホルンもまた、息を呑のんで全身を硬こう直ちよくさせる。


「……なるほど。こいつ本体も魔笛と同様というわけだ。全身を消しよう滅めつさせなければすぐさま増ぞう殖しよくして再生してしまうということか」


　霧散しかけていたはずの霧が再び増殖し、元の獣のかたちへと凝ぎよう固こ。


『にゃぁぉ……』


　愛くるしい叫び声────それが、自分たちを油断させるものでないことを理解した。それはまさに『猫なで声』。圧あつ倒とう的てきな実力を誇ほこる怪物が、弱者をなぶる嘲ちよう笑しようゆえの。


「上等だ」


　遮眼帯ブラインダーを再び剝はぎ取る千年獅の第三位。


「貴き様さまが再生する気を失うせるまで付き合ってやる」
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　濛もう々もうと舞まい上がる銀色の噴ふん煙えん。


　どす黒い砂さ塵じんではなく、大だい塩えん湖この宙に舞うのは輝かがやく塩の粉塵と水しぶき。


『後方より二体、来ます』


「ちっ……」


　水しぶきを跳はね上げながら身体を旋せん回かい。両手に構えた双そう剣けんを真横になぎ払い、後方から襲いかかる二体の幽幻種をはじき飛ばす。
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　膨ふくれあがる濃こ紫むらさき色いろの光から飛び下がる。


　じゅぅぅ……直後、自分が一瞬前まで立っていた場所──魔笛の光の触ふれた地面で、水が一瞬で水蒸気へと変わり、岩塩がドロドロに融ゆう解かいした。


「超高熱か、二人とも注意！」


「了りよう解かいです」


「……勘かん弁べんしてくれよ」


　離はなれて戦う二人から上がる声。


『あっちはまだまだ元気そうですよ、安心』


「そうでなきゃ困るよ」


　二人から返事がくるのは無事の証あかしだ。ならば華宮とヴァイエルが防衛に徹てつしている間に、自分が一体でも多くの幽ゆう幻げん種しゆを撃げき破はする。増ぞう援えん部隊が到とう着ちやくする前に少しでも敵戦力を削っておいた方がいい。


　……倒しきるのが最善だろうけど、そこまでできるか？


『新たに三体、北の方角から反応を確認』


「異様な量だね」


　すでに五体は倒しているのに、個体数は減るどころか増大している。これだけの数の幽幻種が一度に結界を突とつ破ぱするとは考えにくい。


『おそらくは、以前に氷結鏡界が突破された時でしょう。残党とでもいいますか』


「あの時倒しきれずに逃にがした奴らか」


　右の剣を塩の大地に突つき刺さし、そのまま勢いよく振ふり上げた。巨大な岩塩が高々と空中に浮ふ遊ゆう、真下にいる幽幻種に向かって落下する。巨大な質量に押おしつぶされるのを嫌きらって回かい避ひする怪物。


　そこを、一いつ閃せんのもとに斬きり伏ふせる。


『一体、右手の方角で反応値上昇。魔笛が発動する前に潰つぶしてください』


「人使いが荒あらいってば。華宮、そっちにも一体いった！」


　すれ違ちがう幽幻種を二人に任まかせ、その二人に照しよう準じゆんを合わせていた幽幻種へと疾しつ走そう。魔笛の発動前に剣を振り下ろし、発動を遮しや断だんする。


「おいてめぇ、まだか！」


「仮レ想イ領ヤー域を五層にわたって作成。沁しん力りよくの極小ミクロオーバーフロー発動までの充じゆう電でん完かん了りよう……機マ械キ珠ナ内の刻印を三十秒間限定────開放」


　抱えていた機マ械キ珠ナを、華宮が宙へと放ほうり投げた。


　淡あわい緑色の光に包まれた機マ械キ珠ナが無数のピースに分解。百を超こえるパーツがそれぞれに特とく殊しゆな機械音と共に、緋ひ色いろ、碧みどり色、蒼あお色、黄おう金ごん色、純白の五色の輝きを放ちだす。


「……あれは？」


『洗礼系、領域系、結界系、降こう臨りん系、礼らい讃さん系。全五系統の沁力術式ですね────ああ、そうか。私が以前にアドバイスを伝えたことがあったんですが、それを応用して』


　五色すべてが等しく混ざり合い、そこに生まれたのは虹にじ色いろの輝き。


　太陽光すら凌りよう駕がするまばゆい光の放射が幽幻種に降りそそいだと同時、地上に立つヴァイエルが動いた。


「いまです、殴なぐって！」


「一度言われりゃわかるってんだよ」


　間近に迫せまる幽幻種にみずから距きよ離りを詰つめ、振り上げた拳こぶしでその鼻先を殴り飛ばす。


　貫通────本来なら魔ま笛てきの障しよう壁へきによって相そう殺さいされるはずの拳が、いともたやすく障壁そして本体がまとう霧を突破した。


『ッッッッッッッッッッ!?』


　狼ろう狽ばいの悲鳴を上げて消滅していく霧状の獣。


「……ほぉ、まさかホントに障壁を突破するとはな」


「ふふん。どうですか、見事なものでしょう」


　落下してくる機マ械キ珠ナを撫なでる華宮。


「幽幻種の障壁ですが、威い力りよくの高い沁力一いち撃げきより、威力は低くとも複数回の連続攻こう撃げきによる方が削りやすいということが知られています。今回のはその実じつ践せん。本当に微び細さいな沁力を一秒間に数千回という回数で広こう範はん囲い放射して、敵の障壁を削そいだというわけです」
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「カラクリは単純だな？」


「ええ。ですが天結宮ソフイアでも試行の段階ですよ。個人でこの技術を搭とう載さいしたのはわたしが初めてでして。なぜ難むずかしいかというと、そもそも無機物である機械に大量の沁力を付与する必要がありまして、これには高度な刻印儀ぎれ……むぎゅう」


「あーもういい、聞くのが面めん倒どうくせぇ。さっさと潰すのが先決だろうが」


　少女の頭を乱暴に押さえこみ、ヴァイエルが強制的に黙だまらせてしまう。


『良い判断、そして良い援えん護ごです。シェルティス、可か及きゆう的てき速すみやかに倒してください。一刻も早くこの場を掃そう討とうし……そしてモニカたちの安あん否ぴ確認を』


「わかってる、あの亀裂クレバスだろ」


　大型肉にく食しよく獣じゆうの巣になっている地底湖。あるいはマグマのような熱ねつ湯とう。底なしの流りゆう砂さ。ああいった亀裂クレバスの下は、どんな環かん境きようになっているかわからないから恐ろしい。


『それ以上に、あの幽幻種です。あれは……千年前の古代種である可能性が高い。それも非常に知能レベルが高いものと思われます』


「千年前？」


『はい。現在よりはるかに強大な怪かい物ぶつたち。氷結鏡界が封ふうじるべき、まさにその象しよう徴ちようとも言える種です。おそらく結界が張られる前からこの地に隠かくれていたのでしょう』


　機械水晶イリスの言葉には、いつにない緊きん張ちようがこめられていた。


『急ぎましょう。それほど深刻な相手です』
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〝ごめんなさい、わたしの力が及およばなくて〟





　あの日浄じよう化か室から出てきた巫み女この言葉を、いまもホルンは覚えている。


〝どんなに頑がん張ばっても……あと少しのところで、浄化しきる前に魔笛が増殖して再生してしまうんです。……こんなの見たことない〟


　浄化しても浄化しても、完全に消去するより先に増殖して再生する魔笛。


「なるほど、巫女が雁がん首くび揃そろえて屈くつするわけだ」


　巫女すら浄化を諦あきらめた魔笛。


　その恐ろしさを、ホルンは現実に目まの当たりにしていた。


『にゃぁぉ……』


　愛くるしいはずの鳴き声が、いまは何より奇き怪かいな嘲笑にしか聞こえない。


　うっすらと霧散していくはずの霧きりが空中で固着し、倒たおれた本体の待つ地上へと還かえっていく。沁力の弾だん丸がんで半分ほどに削けずった身体からだが完全に再生したと同時、何事もなく立ち上がる。霧状の獣ではなく、まさに霧そのものの獣というほかない。


「……頭部を完全に消滅させてもこれか」


　一いつ斉せい射しや撃げきによって頭部、そして胴どう体たいの半分以上を消滅させてもまるで意味がない。脚あしの一本でも残せばすぐさま再生してしまう。


「ホルン師隊長！」


「お前は動くな、術式に徹していろ」


　駆かけよろうとするモニカを目で制す。


「さっきと同じだ。結界系の術式を常時展開、余力があれば私の射撃に合わせて洗礼系の術式をたたき込め」


　……結界で多少は再生を抑おさえていて、それでもこの再生速度か。


　……呆あきれるな。


　さらに厄やつ介かいなのが、相手が徐じよ々じよに学習していることだ。銃じゆう弾だんの威力と速度を覚え、それに最適な障壁を展開しつつある。不ふ可か避ひの魔ま弾だんによって弾丸をかわせないことを悟さとったうえで防ぼう御ぎよに徹している。そして隙すきあらば──
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「ちっ！」


　巨きよ大だいな円状に展開した魔笛から跳ちよう躍やくで回避。巨大な水すい晶しようの壁へき面めんに足をかけ、さらに高い場所にある水晶へと飛び移る。


　不気味に輝く魔笛の光が隣となりの水晶までを包みこむ──しかし水晶に異変は起きない。腐くさることも崩ほう壊かいも、超ちよう高熱で溶とけていくことすらない。


　……あの光がテッシャを昏こん睡すいさせた元げん凶きようか。


　……あの魔笛だけは要注意だな。


「さて、どうするか」


　焦あせりはない。長年追いかけてきた仇きゆう敵てきだ、これくらいの強さは想定していた。


「モニカ、結界はまだもつか」


「は、はい。……この程度なら数日だって」


「ならば作戦を変へん更こう。洗礼系の術式は使うな、結界系の術式だけに留とどめて体力は温存しておけ。長期戦でいく」


　右の短機関銃マシンピストルで二発、左の短機関銃マシンピストルで三発。計五発の弾丸が狙ねらい違たがわず敵の脚を撃うち砕くだく。行動不能になった怪物の真横を走り抜ぬけ、さらに頭部へ三発。


「お前は水晶の裏にでも隠れていろ。直接に刺し激げきしなければ、こいつもまずは私を狙ってくる。……焦らなくていい。私の増援が到とう着ちやくし次第、決着をつける」


　短機関銃マシンピストルのほか背中には狙撃銃ライフルも背負っているがこれでは倒しきれない。


　なら話は簡単だ、もっと威力のある──それこそ砲ほう弾だんクラスの威力を浴びせればいい。乗ってきた飛ひ空くう艇ていには竜りゆう種用の超ちよう威力火器も積んである。増援部隊がそれを運んでくればこの幽ゆう幻げん種しゆを跡あと形かたなく破は壊かいできるはず。


　キンッ！


「銃弾を弾はじいたか」


　敵の障壁がそこまで最適化されてきたというわけだ。


『にゃぁぉ』


　障壁を展開したまま、身体のバネを利用して猛もう烈れつな勢いで突とつ進しんしてくる。いままでには見せなかった戦せん闘とう方法だ。


「戦い方も変化させたと言いたいのか？」


　足そつ下かの水晶を蹴けって宙を舞まう。身体をひねってさらに天てん井じようの水晶を一いつ蹴しゆう、その反動で虚こ空くうを渡わたり、幽幻種からはるかに離れた場所へと着地する。


　空を切った幽幻種がそのまま水晶へと衝しよう突とつ。直後、耳をつんざく轟ごう音おんとともに巨大水晶が無数の破片となって砕け散った。


「……再生能力同様、馬ば鹿か力ぢからも呆れるほどだな」


　パラパラと降りそそぐ破片の雨を浴び、無傷で現れる怪物。


　…………いや。


　……問題ない。私の武器が到着すれば確実に倒せる相手だ。


『にゃぁぉ』


「短期戦を望むとでも言いたいようだが、あいにく私にその気はないな」


　突進してくる怪物をさらにかわしつづける。


　……テッシャ、もう少しだけ待っていろ。私がお前を助けてやる。


　……どの巫女にも治なおせなかったお前を、私が。





〝あなたは児童園の子供にしか愛情をかけられないだけの弱虫なんだ！〟





　想起する言葉。


　あの巫女が……洗礼の巫女と言われている分ぶん際ざいで何一つできなかったユミィ・エル・スフレニクトールが浄化できていれば、誰だれもこんな苦しい想おもいはしなかったのに。


「……きいたような口を」


　奥おく歯ばを嚙かみしめ、ホルンは苦々しく呟つぶやいた。


「子供一人助けられない巫女が、どの口でそう言える……！」


　現実を見ろ。


　自分はこの幽幻種を倒せるところまで追いつめている。何年も何年も、姉たるヴィオラに頭を下げて、辛つらい想いをさせて、過か酷こくな生ビ態オ生ト育ー野プの警備をみずから志願して幽幻種を求め続けた。努力とは、執しゆう念ねんとはこういうものだ。


「……私が弱虫？　臆おく病びよう？　天結宮ソフイアの誰にも頼たよらないことの何が強がりだ！」


　誰一人として魔ま笛てきを浄化できない巫女たち。


　そんな巫女をあがめる天結宮ソフイアも、天結宮ソフイアの部下も信じる必要がどこにある。部下として使ってやるだけで、それ以上の期待をこめる必要はどこにもないではないか。


　そんな天結宮ソフイアの人間なんかより、自分と姉を育ててくれた児童園の仲間を特別に扱あつかって何が悪い。


　……私は間ま違ちがってない。


　…………間違ってないはずだ。なのに。


〝あの……ええと、ホルン隊長すごいなって見とれてました〟


〝ぼ……僕も練習すれば隊長みたいになれ──〟


　……なぜ、ここでカトリアのことなんか思いだす？


　でも、彼は？　塔とうの巫女でも巫女見習いでも、そして護士でもない。ただの整備士だったあの少年まで冷れい酷こくに扱う必要が本当にあったのか？


〝恰かつ好こ良いから〟


〝うん。……それに、銃じゆうの整備いつも僕に任まかせてくれるし〟


　塔の中でただ一人、自分から私を慕したってくれる少年。


　彼はただ純じゆん粋すいに、自分から私の整備士になることを名乗り出てくれた。そう、まるで児童園の子供のように自分に懐なついてくれていた。


　配属された最初の日の──


　この地下を埋うめつくす水晶世界のように輝かがやく瞳ひとみで。





〝ユミィ・エル・スフレニクトールという巫女は……すごく強いです。僕よりあなたより、誰より強い気持ちを持ってると思う〟


〝自分が最後の希望だからって言い聞かせて、普ふ段だんなら延長できない巫女の修行を延長してまで自分を追いつめてる〟





　……あの候補生の話もそう、か。


　修行の後、いつも限界まで衰すい弱じやくしきった状態で戻もどってくる姉ヴイオラ。


　夜は嫌いやなの──修行のことを夢で見そうだから。そう言ってベッドの上でうずくまる姉の姿を見ていれば、巫女の修行がどれほど過酷なものかは嫌でもわかる。


　その修行を延長することが、どれほど苦しいことなのかも。


　……最初から全部わかってた。


　あの巫女が、どれだけ私とテッシャのことを真しん剣けんに考えてくれていたかなんて。


「くっ！」


　なぜ、こんな時にかぎって余計な雑念ばかり浮うかぶ。


　天結宮ソフイアでの下らない因いん縁ねんなんかいつだって断ち切ってきたはずなのに。


　……でも。


　……整備士カトリアも巫女ユミイも、塔の一人一人が私のために尽じん力りよくしていたのは事実。


　……そんな二人すら認められない私は、まさにユミィの言うとおりの弱虫で──


「師隊長！」


「っ！」


　──ホルンが我われに返った時は、目の前に魔笛の輝きが満ちていた。
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「しまっ──」


　……私としたことが、戦闘時に集中を切らすなんて。


　内心ほぞをかみつつも全力で跳とび下がる。一いつ瞬しゆん前まで自分の立っていた場所を魔笛の光が覆おおいつくすのに背筋を凍こおらせた矢先。


　ピシッ


　魔笛を浴びた巨大水晶が、根本から音を立てて崩壊した。


「違うっ？」


　この効果は単なる物質崩壊。さっきまで使っていた昏睡作用じゃない!?


　巨大な瓦が礫れきと化して水晶が頭上へと押おし寄せる。埋うもれれば身動き一つできず窒ちつ息そくしかねない超重量だ。


「……なめられたものだっ！」


　身をよじり、雨のように降りそそぐ巨大な瓦礫をかわしていく。小さな破片は銃じゆう弾だんで狙そ撃げきして弾はじきとばしつつ真横へ跳んで──


『にゃぁぉ』


　その声は、自分のすぐ耳元で聞こえてきた。


　まさか……水晶を魔笛で破壊したのも私を誘ゆう導どうするため？


「っ！」


　ふり返る間もなく真横に感じる巨大な気配。


　横顔だけふり向いた視界いっぱいに、八本脚あしの怪かい物ぶつが迫せまってきて──


「師隊長!?」


　何もかもが間に合わなかった。


　銃の一いつ斉せい射しや撃げきで弾きとばすには距きよ離りが近すぎる。自分の射撃速度をもってしても一発か二発が限界。だが幽幻種の展開する障しよう壁へきは、もはやその程度では砕けない。


　…………考えろ。……この場を打開する策。


　……対応策は…………


　策は、なかった。


　自分の持ちうる全すべての知識と技術でも、迫る幽幻種を倒たおせない。直感でそう理解した。


「……自分が、心底嫌になるな」


　最後にこんな間ま抜ぬけな失態。こんな失敗する部下がいれば、普段の自分なら真っ先に部隊から追放していることだろう。


「……笑えないな、天結宮ソフイアの連中を」


　悪あがき？


　それとも────


　幽幻種が迫る一秒にも満たない時のなか、自分に与あたえられた一発分の射撃時間。そのわずかな瞬間で、ホルンの右手は無意識のうちに愛銃を捨すてていた。


　何も考えられない。否いな、考える時間もないままに。


　無我夢中で右手が摑つかんだ一いつ挺ちようの銃。


　その引き金を、弾ひいた。





　緋ひ色いろの閃せん光こう。





「………………え？」


　その瞬間に起きた現象を、ホルンの卓たく越えつした視力はたしかに捉とらえていた。一発の弾丸が、緋色の閃光をまとって幽ゆう幻げん種しゆの上半身を障壁ごと撃うちぬいていたのだ。


　強力な魔笛の障壁ごとあっさりと。


「これ、は？」


　右手に感じる確かな重厚感。


　いままでに感じたことのない重み、だけど、まるで自分のためだけに作られたかのように手の感覚になじむ銀色の大型銃。それは。


「…………カトリア？」


〝カトリア〟


〝ひゃっ、ひゃぁぁぁいっ!?〟


〝私の荷にこんなものが入っていたんだが、これは？〟


〝あ……あの、新作です。製造コード『銀の王ラステイハイト』……銃身のスライドとライフリングを大きめにとるデザインで、弾丸も専用弾にしてみました〟


　銀の王ラステイハイトと名付けられた銃。


　飛ひ空くう艇ていのなか、カトリアに押しつけられた覚えがある。


〝弾丸自体を新しい型にしたくて金かな型がたから作り直しました。あと巫み女こ様に何回もお願いして、巫女様の洗礼術式をこめた刻印を施ほどこしてもらったんです。試したことはないけど、幽幻種への専用弾と言っても言い過ぎじゃないはずです！〟


〝巫女の洗礼術式というのは姉上か？〟


〝あ、い、いえ。ヴィオラ様はずっと塔の外に出てしまっていましたし、洗礼系の術式が一番得意なのは──〟


　幽幻種への専用弾。


　従来のように沁しん力りよくだけを刻印したものではない。おそらくは銃弾の一つ一つに、巫女が長大な祈いのりを捧ささげて洗礼系の術式そのものを施したものだろう。普段の修行の合間に、自みずからの眠ねむりの時間すら惜おしんで祈りをこめてくれたのだ。


　では、この弾丸にここまで大いなる力を与えてくれた巫女は？


「…………」


　わかりきっている。


　天結宮ソフイアにおいて、洗礼系の第一人者といえばアイツしかいない。


「…………あの、馬ば鹿かが」


　わかっていたはずだ。この銃を使うのがホじルぶンんであることも知っていたはずだ。なのにあの巫女は……あれだけ私に拒きよ絶ぜつされていたにもかかわらず、私のために。


　…………


　……あの馬鹿が、こんなことに自分の時間を犠ぎ牲せいにして。


「だから……私はお前のことが嫌きらいなんだ、ユミィ・エル・スフレニクトール」


　カトリアも。


　ユミィも。


　あれほど私から冷たくあしらわれていながらも、私のために────塔の一員である自分のために自ら進んで力となってくれている。


　……そして、これが。


　……あの生意気な巫女がずっと私に望んでいたこと、か。


　そんな彼女が与えてくれた最後の機会。


「…………」


　深く、深く呼吸をくり返す。


〝あ、あのですね！　まだ弾丸がほとんど作れてなくて、三発しか装そう塡てん……〟


〝ぎりぎり、今回の討とう伐ばつ任務にも間に合うかなって〟


「十分だ」


　銃弾は残り二発。


　そのたった二発の弾丸で十分すぎる。


「……。そして、すまない」


　唇くちびるを嚙かみしめて正面を見み据すえ、ホルンはその引き金を弾ひいた。


　銀の王ラステイハイトの弾丸────洗礼系の沁力術式をそのまま付与された一発の弾丸が、発射直後に十二の小弾へと分ぶん裂れつ。その小弾一発一発が、再生しかけた幽幻種の身体からだを障壁ごと貫かん通つうし、巨きよ大だいな穴を穿うがつ。


『ッッッッッッッッッッッ!?』


　よろめく獣けものから上がる狼ろう狽ばいの悲鳴。





「いま、お前たちに感謝する」





　最後の弾丸。


　すでに半分ほど身体の消しよう滅めつした仇きゆう敵てきに向け、静かに引き金を弾いた。


　銀色に、そして緋色に輝かがやく銃弾。それが吸いこまれるように幽幻種の身体へと突つき刺ささり、その片脚を残して完全消滅させる。


　……二発では足りなかったか。


　……私の腕うでも、まだまだ途と上じようというわけだ。


　脚の一本でも残っていれば再生されてしまう。そして銀の王ラステイハイトの弾丸は零ゼロ。再生されれば打つ手がない状じよう況きようで。


「────」


　ホルンは、微び笑しようとともに銀の王ラステイハイトを高々と振ふり上げた。




【Sia Sec elis arc……あの日の夢をもう一度……Is io mielそうありますように】




　脚一本を残した幽幻種が、さらなる緋色の光に包まれる。


　そして。


　硬かたい核かく晶しようが砕くだけ散ちった音。


　冷たく鋭するどく、そしてどこか悲しく水晶世界を伝っていった。


「申し訳ありません、命令に背そむきました」


　水晶の陰かげから現れる、桜色の髪かみの少女。たったいま最後の術式で幽幻種を完全消失させたのも、彼女の洗礼系術式だ。


「結界系に専念しろと言われていましたが……」


「……いや、これでいい」


　恐きよう縮しゆくした面おも持もちの候補生に向かって首を振り、ホルンはそびえ立つ水晶石を見上げた。


　……ずっと最初からわかってて、だけどできなかったこと。


　水晶世界。差しこむ陽ひを浴びて輝く天然の鏡。その鏡面に映うつる自分は、小さな小さな微笑をたたえていた。


「ようやく、弱虫じぶんを見つめる覚かく悟ごが持てた」
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　銃じゆうと十字棍ロザリオ。互たがいに自分の武器をしまう二人から離はなれた場所で──


『ねえシェルティス、シェルティスってば』


「しっ。静かにイリス、二人に聞こえちゃうってば」


　にぎやかに点てん滅めつするイリスを手で覆おおい、シェルティスは再び水晶の陰に身を潜ひそめた。


『むー。だから出て行っても大だい丈じよう夫ぶですってば。この地下洞どうに残ってた幽幻種を掃そう討とうしたのもシェルティスなんだし、堂々と出て行けばいいじゃないですか』


「……まぁ、そうしたいのも山々なんだけどね」


　両手に握にぎった双そう剣けん。


　額ひたいから流れ落ちる汗あせを拭ぬぐい、シェルティスはその場にそっと腰こしを下ろした。


「あー、しんどかった」


『お疲つかれ様さまです。地上の幽幻種十四体に地下の幽幻種二十五体で計三十九個体。撃げき破は平均時間12・５秒、損傷を軽傷二カ所に抑おさえたのも見事。巫女も千せん年ねん獅しも真っ青の戦績です』


「……地下の方が幽幻種の本ほん拠きよ地ちだったらしいね」


　大だい塩えん湖この地面を割って幽幻種が出現した時点で嫌いやな予感はしたのだ。


　あのＳベクター第八種が亀裂クレバスまで自分たちを誘さそいこんだのは、こちらの部隊を二分するためではない。地下で待ち受ける幽な幻か種またちとで取り囲むためだったのだ。


『モニカがいたのが不幸中の幸いでした』


「まったくだよ」


　モニカが早々に沁力結界を張らなければ、あの時点で彼女たちは『Ｓベクター第八種』率ひきいる幽幻種の軍勢に全方位から襲しゆう撃げきされていたことだろう。


　──事実、モニカの結界のすぐ外側では何十体という幽幻種が控ひかえていた。


　そして、それを殲せん滅めつさせたのがシェルティスだった。


『でもでも、私にも感謝してくださいね。ちゃんと地下洞に続く道も見つけたんですから』


「……ただの落とし穴だったじゃん」


　華宮とヴァイエルには地上の応おう援えん部隊との通信を依い頼らい。


　残る自分はたった一人、イリスの誘ゆう導どうに従って幽幻種の巣に突とつ入にゆう。そのまま、誰だれにも知られることのない苛か烈れつな戦せん闘とうを展開していたというわけだ。


　一人で水晶洞の幽幻種数十体を殲滅。


　事情を知らぬ者が聞けば教官クラスでも耳を疑う数字だ。


「でも良かった」


『……ん？』


「少し、何かが変わるかもしれないなって」


　水晶の陰からこっそりと、二人の立つ方向をのぞき見る。


　──水晶に映る自分を見つめたままのホルン。


「やっぱりさ、巫女と千年獅は仲良くなくちゃだめだもの」


　ユミィとホルンを隔へだてていた深い溝みぞ。


　それを修復できるのは当事者たちだけ。だからこそ、自分ができるのはその解決の場をこうして陰で支ささえることだった。


『ユミィの仲直りのための黒子役ですね。しかしアレです、たまには派手に表で大だい活かつ躍やくできる機会も欲しいですねぇ』


「……そればっかりは巡めぐり合わせだから」


　溜ため息いきをつく機械水晶イリスに、シェルティスもまた溜息で応こたえることにした。





　　　　５





「みんな、よく無事で」


　巨大な大穴から救出されたモニカが、開口一番発した言葉がそれだった。


「心配だったんだ。わたしたちが落下したあともしばらく何の応援も反応もなかったから、もしかしたらそっちも幽ゆう幻げん種しゆに襲おそわれてたんじゃないかって」


「……襲われたどころじゃねえよ」


「そうですよ。大変だったんですから」


　心底疲れ果てた表情で答えるのは華宮とヴァイエル。


「言うな。わたしたちだって大変だったんだ。なにしろとんでもなく厄やつ介かいな奴やつで、何度倒たおしても倒しても──」


「そう、それそれ。僕もイリスも心配してたんだけど……平気だよね、見た目」


　地下で幽幻種を相手どっている時には確認する余よ裕ゆうもなかったが、シェルティスの見たところ傷らしい傷もない。擦すり傷に関しては自分の方が多いくらいだ。


「ホルン師隊長が奮ふん闘とうされていたから、わたしはおまけだ」


　無傷な儀ぎ礼れい衣いを恥はずかしそうにつまんで少女がはにかむ。


「違ちがうな。アレを完全消滅させたのはこっちだ」


　そのモニカの肩かたに、遮眼帯ブラインダーをした女性が軽く手をのせて。


「感謝する、お前の結界には助けられた」


「え？　えっえ……ちょ、ちょっとホルン師隊長!?」


「事実を言ったまでだ」


　淡たん々たんと告げ、そして背を向ける千年獅。


　…………言うべきなのか？


　口にするか一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんを経へて。


「待って」


　歩きだそうとするホルンへとシェルティスは声をかけた。


「なんだ」


「ありがとうございます」


「ん？」


　訝いぶかしげに眉まゆをひそめる彼女に向かって頭こうべを垂れる。


「モニカが無傷で帰ってこれたのは、あなたが身体を張ってくれたからでしょ？」


　銃じゆう弾だんを撃うちつくした銀の王ラステイハイト。肩、太ふと股もも、腰といった各所にとりつけた短機関銃マシンピストルの弾だん倉そうもかなりの数を消費している。それだけの激戦だったのだ。


「作戦上だ。沁しん力りよく術者を敵前にさらす馬ば鹿かはいない。それに」


　ゆっくりとこちらにふり返る長身の女性。


「お前にも借りができた」


「へ？」


「お前の素す性じようは気になるが、いまは追つい及きゆうしないでやる」


　ぷいっと顔を背けてすたすたと歩いて行ってしまう。


　……そっか、やっぱり気づかれてたのか。


「どうかしたのかシェルティス」


「え？　いや、あんまりわかんないけど」


　腕組みして考えるそぶり。ちなみに華宮とヴァイエルには、自分が単独で地下に向かったことはモニカに秘密にしてくれと根回し済みである。


　と──


「あれは」


　部隊の先頭を歩くホルンが、ふと足を止めた。


「わ、わわっ……ホルン師隊長、よくご無事でっ！」


　両手に巨きよ大だいな重火器を抱かかえた少年が、遮眼帯ブラインダーを装着した千年獅のもとへと駆かけていく。ツナギを着ていたはずが、いまは迷めい彩さい柄がらの戦闘服だ。


「カトリアお前、なんだその武装」


「だ、だってだって。『もっと強力な武器を持ってこい』だなんて。銀の王ラステイハイトでも倒せない幽幻種だったんでしょう？　そんな敵なら、ぼ、僕だって戦わなくちゃって思って！」


「……あぁ。その件だが、お前の新銃は役に立ったな」


　妙みようにばつの悪そうな表情で答えるホルン。


「え、ほ、本当ですか！」


「だが、だからといって整備士のお前が増ぞう援えん部隊に参加してどうする。銃の撃ち方も知らない奴が戦場に出てくるな」


「…………申し訳ありません」


　しゅんと沈しずんだ表情で、手に抱えた重火器をじっと見下ろす少年。


「……もう、二度と言いません」


「業務の空あく日がわかれば前もって私に伝えろ」


「ぇ？」


　ぽかんと口を開ける彼の前で、千年獅は何やらそっぽを向いてゴニョゴニョと。


「……銃の扱あつかいくらいは教えてやる」


「えっ、ええええええええええぇぇぇぇぇぇぇっっっ!?」


「なんだ」


「だ、だってだってホルン師隊長が、僕に……そんな優しい言葉をかけてくれるなんて。こ、これはまずいです。きっと魔ま笛てきを浴びて頭がおかしく──」


「黙だまれ」


　みしり、と嫌な音を立ててカトリアの顔にめりこむ拳こぶし。手加減も何もない一いち撃げきにふるえあがるモニカたちを無視し、拳を握った本人は少年の首根っこをつかまえて。


「そういえばカトリア、司令部への通知はどうした？」


「お、終わってますです！　討とう伐ばつ完かん了りようということで、皆みんなほっとしているとのことです」


「そうか……」


　独り言のように呟つぶやき、千年獅の女性が天を仰あおぐ。


「……あとは、テッシャだけか」


　彼女の倒した個体が、長年追い続けてきたＳベクター第八種であることは間ま違ちがいない。残る懸け念ねんはただ一つ──本体を倒したことで、少年を蝕むしばむ魔笛までも消し去ることができたのかどうか。


『信じましょう。あとは、あの幽幻種の魔笛が後こう罪ざい型でないことに』


「……うん」


　倒したことで、より強力な呪じゆ詛そとなって襲いかかる魔笛。すでに巫み女こでさえ治なおせない魔笛が、これ以上悪化したら最も早はや手はつけられない。


　できることは信じることだけ。


　自分たちのしてきたこと。そしてホルン・ノヴァが幾年いくとせと続けてきたことの意味を。


「病院棟とうの担当医に確認する。悪いがしばらく待ってくれ」


　通信機を耳に当ててホルンが沈ちん黙もく。だが。





「…………なぜ……誰も通話に出ない」





　彼女のその呟きが、何より残ざん酷こくにすべてを物語っていた。


『ホルン様ですか？』


　通信機から聞こえてきたのは、病棟で従事する看護師のものだった。


「どうした。テッシャの担当医は──」


『せ、先生は……ついさっきＤ区画に走っていかれて、そのまま戻もどられてないんです！　あ、あの、急に容態が悪化した患かん者じやがいると言われて』


「…………それは、まさかＤ09室の」


『わ、わかりませんけど、とにかく一番奥おくの病室の患者だと。……あ、も、もしもし、ホルン様!?』


　カラン……


　力を失ったホルンの手から通信機が滑すべり落ちる。


「────どうして」


　輝かがやく塩の大地に膝ひざをつき、両手をつき。血が噴ふき出すほど嚙かみしめた千せん年ねん獅しの唇くちびるから、嗚お咽えつが漏もれる。


　後罪型の魔笛。本体の制せい御ぎよを失って暴走する呪力を止める術すべはない。暴走する前ですら巫女が浄じよう化かできない力だ。対応できるわけがない。


「どうして……何もかも報むくわれない……私は……私がしてきたことは、何一つ」





『報われますよ、きっと』





　その声は。


　地に落ちた通信機から、大だい塩えん湖こに流れる銀色の風にのって運ばれてきた。


『報告は聞きました。あの幽幻種を倒したって。……だから、あとは信じてください。ホルンさんのしてきたこと。そして、わたしのこと』


「……ユミィか？」


　嗚咽混じりの声でそう呟き、ホルン・ノヴァがわずかに顔を上げる。


『テッシャ君の魔笛は、やっぱり後罪型の魔笛でした。ついさっき、本体の消しよう滅めつによってその魔笛が変異したという話です。……もう一刻の猶ゆう予よもありません。わたしが、いまからＤ09室で浄化にあたります。担当医の先生が準備してくれてるから』


「…………」


『不安ですか？　わたしが浄化するのって』


　ホルンは答えない。


『……信じて戻ってきてください。それじゃあ──』


「まて」


　ホルンの手が、再び通信機を握にぎりしめた。


　その場の皆にも聞こえるよう彼女はその場に立ち上がり、そして。


「──すまない」


　千年獅の第三位は、通信機に向かって頭を垂れた。


「……お前が天結宮ソフイアにいてくれて良かった」


『ホルンさん？』


「テッシャを、頼たのむ」





　　　　６





　天結宮ソフイア22階、塔とう内ない医院。


「ええ。絶対、助けてみせますから」


　通信機に向かって片目をつむって、ユミィは静かに息を吸いこんだ。


「…………」


　ふり返った先には巨大な鋼鉄製の扉とびらが、堅かたくその口を閉ざしている。既すでにここはＤ区画。強力な魔笛に汚お染せんされ、通常の処置では決して助からない患者たちのフロア。


　塔で、もっとも静かな場所の一つ。


　天てん井じようから通路までいたるところで青白く発光する刻こく印いん儀ぎ礼れい。沁力の輝きに満ちた通路をただ一人、まっすぐまっすぐ最さい奥おうへ。


「お待ちしておりました」


　Ｄ09室。その扉の前に立つ担当医。


「仰おつしやるとおり、この部屋の周囲一帯、担当医や巫女見習いも退たい避ひが終了しています」


「……はい。終わったら声をかけます、それまで誰だれも入らないようお願いします」


　担当医に見送られ、たった一人ユミィは扉の先へ足を踏ふみいれた。


　……これは。


　入った瞬しゆん間かん、尋じん常じようではない大気の本流に息が詰つまった。


　濃こ紫むらさき色いろの霧きりの充じゆう満まんした部屋。


　天井も壁かべも床ゆかも、何もかも白一色だったはずの部屋が紫色に染まっている。


「この部屋全部、魔笛に染まってる」


　頰ほおを伝っていく汗あせがぞっとするくらい冷たい。


　……なんて濃い魔笛。


　まるでここが、小さな穢歌の庭エデンになったかのよう。常人なら呼吸するだけで魔笛に呪のろわれてしまうだろう。とんでもない濃のう度どだ。




【ele So Phi-a-sわたしにできるArma-Riris全ての願いを……】




　開放序詞。


　緋ひ色いろに輝く光の粒りゆう子しがふっと舞まい上がり、自分の身体からだをうっすらと覆おおう。


　……昨日までの自分にできなかったことを、やらなくちゃいけない。


「────」


　人工呼吸器をつけたまま眠ねむり続ける少年が一人。子供用の入院衣を着せられて、昏こん々こんと目覚めぬ夢を見続けている。







　Yu/ ubinis ole織りなす夢の=C kis tih Ies.七色よ





　mios huda yumまどろむ泉のxeph fel hypne.眠りは終わり　　shel sephat願いし軌跡と, xephnis wision.目覚める輝石







　──全身に浮うかんだ濃紫色の奇き怪かいな文もん様よう。


　沁力の刻印儀礼とまるで対照的な、さながら呪詛をそのまま身に刻まれたような痣あざがはっきりと全身に浮きでていた。


「……今度こそキミを助けてみせるから」


　まぶたを閉じた少年の手を握り、そのかぼそい身体を力いっぱい抱だきしめた。







　mehnes nelar, Ee今ここに、toga-s-sia vea clar.集い讃えて歌い　　=C nelves zahlふるえる鼓動tis kyel Sophit.天音に来たれ





　kei yum lisyそそぎし雫もr-blow-s-miel.愛しく満ちて　　xins clue巡りたる時のIs-Ye-fio missin.緋彼方を駆ける





　Ris sia sophia願いよ, shel evoia steras幾千もの希望のtis lef ilis.道となれ







　巫女の祈いのり。失敗は許されない。


　わたしのためでなく、ホルンのためでなく、この子自身のために。


　……修行してきたもの。ずっとずっと。


　……その全すべては今日のために。







　Yu/ Se =C clar fears──世界に祈り満ちる時、valen r-miel noi I.わたしは歌う







　魔笛を浄化する緋色の光が、一瞬にして何十倍にも輝きを増した。


　極光オーロラを想起させる光の帯。部屋を覆いつくす濃紫色の霧がそれにふれた途と端たん、陽光を浴びた雪のように煌きらめきながら消えていく。


　…………


　……浄化できてる？


　元の純白を取り戻していく部屋。残るは魔ま笛てきの源泉となっている少年本人。それも腕うでや足といった末まつ端たんから、みるみるうちに禍まが々まがしい痣が消えていく。


　……もう少し、もう少しだ。


　腹部の痣が消え、胸から首にかけての痣が消え、すでに肩かたの痣も消えている。あとは顔から頭部にかけての一番呪じゆ詛そが濃い魔笛が消えれば浄化は終わる。


　首の付け根から沁しん力りよくの光が昇のぼっていき、それとともに痣が消えていく。最後に顎あご先から頭部へと緋色の輝きが伝っていくと思った刹せつ那な。





　リッィィ、ィ……ィィィッッッ……ンッッッ……ッ…………





　沁力の光が、より細かい光の粒子となってはじけ飛んだ。


「………………え？」


　どういうこと。浄化はまだ終わってない、一番肝かん心じんなこの子の浄化がまだ残ってる。昏こん睡すいの基もとになってるであろう頭部の魔笛が消えてないのに。


「な、なにかの……間ま違ちがいだよね」


　もう一度、もう一度だ。


　力いっぱい少年を抱きしめて、再び祈りの言葉を口ずさむ。身体に、自分の出力可能なギリギリの沁力をまとって──


　その光が、再び少年をむしばむ魔笛に拒こばまれた。


　魔笛の増ぞう殖しよく。そうしている間にじわじわと、少年の首から肩、肩から胸にかけて魔笛の痣が戻もどっていく。感染が再び始まっていた。


「…………そん……な」


　自分の出せるかぎりの力を解放した。沁力の大きさなら巫み女この誰にも負けないはずの自分が全力で向かいあって、なお相そう殺さいすらできない魔笛。


　……千年前の幽ゆう幻げん種しゆを相手にしたのと同じ現象だ。


　……だとしたらこの子を襲おそった幽幻種もまた、あれと同じ強さの強大種？


　まさか、千年前の強大種の生き残りが浮遊大陸オービエ・クレアに残ってた？　そしてそれが、本体の消滅によって魔笛だけ悪性に変異を遂とげてしまった。


　……そんなの……どうやって対たい抗こうすれば……。


「弱気に……なるなっっ！」


　目を見開き、血が噴ふき出すまで唇くちびるを嚙かみつぶした。


　対策なんて考えてもどうせ無む駄だなんだ。もう何回でも何十回でも、わたし自身が力つきて倒たおれるまで挑いどみ続けるしかないじゃないか。




【ele So Phi-a-sわたしにできるArma-Riris全ての願いを……】




　二度目の開放序詞。


「だって……わたしは巫女だから」


　責任とか責務とかじゃない。自分がそうしたいって決めたから巫女になったんだ。メイメルに教えてもらいながら、春蕾と一いつ緒しよに頑がん張ばりながら、かつての先せん輩ぱいも戻ってきて、何より大事な幼なじみが塔に戻ってきて────


　……大好きだから！


　だから頑張りたいんじゃないか。


　この浮遊大陸オービエ・クレアで、この塔で、みんなと一緒に頑張ることが大好きだから！


「だから、お願いっっっっ！」


　気が遠くなるくらい術式に集中して、力のかぎり少年を抱き寄せて…………


　その沁力が、音を立てて砕くだけ散ちった。


　あふれだす濃紫色の魔笛はいっそう色濃く増殖していくばかり。


「…………」


　ごめんなさい。そんな単語を思いつく体力すら残ってなかった。


　視界がぼやけて、まぶたの先に熱い何かがあふれて……自分のなかで何か大切な、大切にしていたものがぷつんと途と切ぎれた気がして。


　眠り続ける少年を押おし倒すかたちで、ユミィもその場にくずおれて。


　────


　──────


　失いかけた意識のなかで。





　詠うたが、聞こえた。





　遠い遠い場所。


　懐なつかしい詠と、懐かしい場所で。


　……だれか……女の子が……うたってる？


　………………だれ？


『わたし』


　…………わたしって……だれ。


『わたしは、わたし。あなたの沁力ちからの行きつく姿、あなたの可能性のその先にある存も在の』


　くすくす、と。


　詠うような少女の微笑ほほえみだけがこだまする。





『En Ze lu la clue.わたしは緋色　Zewl la ilmei大母であり、Zelah -di- mis.少女』





『Zewl la完全なるelmei-l-phenoris意志にしてEma -di- lement大いなるlef Selah.セラの一片』





『Sera, Zewl la残酷なる時の記録を司り、clue-l-sophie neckt.慈愛をもつて知性をなすこと。　tes Arma Risis.その象徴』





　……なにを……言ってるんだろう。


　…………わからないよ。


『でも、あなたはわたしの言葉が聞こえるのでしょう？』


　たしかに聞こえる。


　でも、どこから聞こえてくるんだろう。鼓こ膜まくを通さず、まるで自分自身と対話しているかのような不思議な鼓こ動どうとなって聞こえてくる。


『おめでとう』


　その声は、心なしか弾はずんでいるように聞こえた。


『わたしの声を聞く者よ。あなたは、ようやく目覚めることができる。この凍いてついた眠れる世界で、あなたは自分の足で歩くことができるようになるの』


　凍てついた世界で……歩く？　その言葉どこかで。







〝=C hypn phenoria, 眠れよ子らよEec wat nes ei getie あなたたちの足はまだ弱く　bis kills cleyこの地の凍れる大地はkis ei mihasまだ痛い〟







　……そうだ、そういえば。


　巫女の第七天音律ソフイア・コードにもそんな歌詞があったはず────


『さあ、生まれ落ちた子よ』


　少女の声が高らかに歌い上げたその後に。


『世界があなたを望むのならば、あなたに大いなる詠を教えてあげる』


　──ユミィの意識は、深い深いどこかへと沈しずんでいった。
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　真っ暗な、黒い水のような何かに満たされた世界。


　さながら夜空。


　そこに瞬またたくものは星でなく、大小さまざまな氷の結けつ晶しようたち。氷結鏡界の氷結晶を想おもわせる蒼そう氷ひよう。何より硬かたく澄すみきった、この世にないはずの概がい念ねん結晶。


　……それが……どうしてこの世界に。


「…………ここは、どこ？」


　水のような大気のような、ふしぎな質量をもった何かに満たされた空間のなかをユミィはぼんやりと漂ただよっていた。


『ここは独界。わたしの世界』


　目の前に赤い光が灯ともり、ひときわ巨きよ大だいな氷結晶が現れた。


『凍いてついた水晶満ちる世界。初めましてユミィ。ユミィ・エル・スフレニクトール、ずっと貴女あなたを待っていた』


　氷結晶のなかに、ぼんやりと透すきとおって見える小こ柄がらな人ひと影かげ。


　……女の子だ。


　……緋ひ色いろの髪かみの女の子。


　洗礼系の象しよう徴ちようである緋色の輝かがやき。その色を生まれながらに有した少女。


「……わたしを知ってるの？」


『わたしはこの世界の全すべてを記録する。あなたたちが『ミクヴァの緋ひ眼がん』と呼ぶものの、その原型オリジナルだから』


「っ！」


　ミクヴァの緋眼。それは統政庁が隠かくし持つ至し宝ほうだったはず。


　浮遊大陸オービエ・クレアの全てを観察し記録する沁しん力りよくシステム。でも……うそ。目の前にいる女の子が……あの至宝の原型オリジナル？


『残ざん酷こくなりし純じゆん粋すい知性。ゆえにわたしは、この世界にとっての禁断水晶』


「禁断水晶……」


　その言葉には、ふしぎと聞き覚えがあった。どこで誰だれが言ったかはわからない。だけど、いつかどこかで聞いたことがある。そんな気がした。


『…………』


　凍てついた氷のなか、少女が両手を広げる。


『この世界は鏡。相あい対する二つで一つの要素に満ちている。


　浮遊大陸オービエ・クレアと穢歌の庭エデン。


　沁力と魔ま笛てき。


　そして、眠ねむりと目覚め』


　眠り。その言葉で、ユミィはようやく自分の使命を思いだした。


「あ、あの……ごめんなさい。わたし、助けなくちゃいけない子がいるの。だからお願い、ここは……どこなの。ここから帰して！」


『帰ったところで、いまのあなたにあの子は救えない』


「っ……じゃあ……どうしろって言うの！」


『言ったでしょう。あなたはここで目覚めるの。目覚めたあなたならば、眠りについた子を起こすこともできるはずだから』


　どういう意味。


　わたしはまだ……目覚めていない？


『楽園に堕おちた少年の、その対ついとなる貴女。もしもわたしの声が聞こえるならば……貴女に本当の第七天音律ソフイア・コードを教えてあげる』


　禁断水晶、そう名乗る少女がふっと表情をやわらげた。


　氷のなかの微び笑しよう。だけどふしぎと温かい。


『世界を眠りに誘さそう第七天音律ソフイア・コード。その世界を再び目覚めさせる第七真音律エデン・コード。本来なら決して交まじわることのない二つの鼓動いのち。だけどもしも、あなたたちが穢歌の庭エデンの最さい奥おうにたどりつくことができたなら、その時は────』


「……その時は」


『その先はあなたが確かめなさい。わたしはその革変きつかけに過ぎない』


　禁断水晶の告げたその言葉。


　かつて、大聖堂でまったく同じ言葉を聞いた記き憶おくがあった。





〝革変。お前の沁力を開花させるキッカケが絶対的に足りてない〟





「……あ」


　ようやく理解できた気がした。


　あの時の言葉の意味を。自分が、あの千年前の世界をかいま見た理由を。


『おめでとう。あなたはたどりついた。あなたの心の叫さけびがわたしを詠よんでくれたから、わたしもあなたに贈おくり物ものを授さずけよう。とっておきの贈り物を』


　氷ひよう塊かいに閉ざされた禁断水晶が手を伸のばす。


　その手が氷の壁へき面めんをすりぬけて……


「あ……」


　わたしの淡い黄金色オフゴールドの髪をそっと撫なでる彼女の指先。まるで、子供の髪をそっと梳くしけずる母親のような優しさで。


『ずっと待っていた。ずっと……ずっと…………わたしを解放してくれる可能性を』


　ふわり。暖かい光が、徐じよ々じよに夜色の世界を照らしていく。


　緋色の光。


　……まぶしい。


　目を開けることもできないくらいの光の本流に包まれて、ユミィは思わず目を閉じた。


『あなたに禁断水晶わたしの力と、そして『約束の地ツアラベル』への扉とびらを委ゆだねます』


「ま、待って────っ！　あなたは、あなたは──────」


　光に満ちた世界。


　消えていく禁断水晶の姿を追ってユミィは必死に手を伸ばした。


　その手が少女の指先にふれた瞬しゆん間かん。





　ユミィは、再び意識を失った。
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　天結宮ソフイア22階、塔とう内ない医院。


　巨大な扉によって隔へだてられたＤ区画の通路を駆かけるホルン。


「この先か」


「そ、そうです！　でも……まだユミィ様の施せ術じゆつが終わったという報告がなくて」


　ホルンと並んで走る看護師。


　……僕らが大だい塩えん湖こから塔に戻もどってくるまで約二時間。


　……浄じよう化かの術式に二時間もかかるなんて普ふ通つう考えられない。


「ユミィ……無事、だよね」


『モニカと華宮カグラ、ヴァイエルの三人は戦せん闘とう後の確認として医師の診しん断だんを受けてます。終わり次第すぐにＤ区画へ向かうと。なので──』


「先に行けって言われなくたって行くよ」


　一いち抹まつの不安を胸の奥おくに押おしやって、シェルティスは先を走る二人の背を追いかけた。


『あの幽ゆう幻げん種しゆの魔笛、それも本体の消しよう滅めつによって変異したものを浄化するとなると……術者であるユミィ自身に危険がおよぶ可能性がありますね』


「……最悪なケースがありえるか」


　洗礼系の術式は沁力の放出量で効果が大きく変わる。魔笛の浄化に力を使いすぎた結果、その術者までもが心身に負担をかけすぎて再起不能になる事例。


『巫み女こ見習いの施術なら、必ず複数人が監かん視しに入るのですが』


　ユミィは巫女だ。誰も止める者がいない。いや、そうでなくても今回だけは、彼女は何を犠ぎ牲せいにしても患かん者じやを助けようとしているはず。


　……どうか無事で。


　……患者の子も、そしてユミィ自身も。


「────」


　拳こぶしをかたく握にぎることで祈いのりにかえて、シェルティスはホルンの後を追った。


「！　ホルン様……」


　扉の前に立つ担当医から驚きよう愕がくの声。


「ユミィは!?　テッシャの治ち療りようはどうなった!?」


「ま、まだ報告がなくて。終わった時には出てこられるはずなのですが……」


「──状じよう況きようは理解した。私の権限でここを開ける。いいな？」


　担当医を脇わきに後退させ、ホルンが扉を押し開ける。


　そして。


　ホルンに続いて部屋に足を踏ふみ入れた瞬間、シェルティスは自分の目を疑った。


　純白に彩いろどられた部屋、窓からの風にゆれる白いカーテン。白い入院服をまとった少年。そして、その少年を抱かかえた少女の後ろ姿。





　緋ひ色いろの長ちよう髪はつを風になびかせた少女。





　……ユミィじゃない？


　淡い黄金色オフゴールドの髪かみをした幼なじみがいるはずなのに、そこに立っているのは別の少女。


「……おまえは？」


　ただ一人、無言で背中を向ける彼女へと近づくホルン。


　少女もまた、こちらにふり向いて。


「────ふぁい？」


　場に似合わぬ、呆ほうけた声。


「お前……なのか、ユミィ・エル・スフレニクトール」


「え？　あ、は、はい。……って、え？　どうかしましたか？」


　少年を抱えたまま首をかしげるユミィ。


「いや、だがお前の髪────」


　ホルンが指さす先で、ユミィの髪から緋色の色がさらさらと陽光に消えていく。少女の髪に固着していた緋色の粒りゆう子したちが。


『……なんだ。洗礼系の沁力が髪を染めていただけですよ。あぁビックリした。あんまりアレの姿にそっくりだったから』


　胸むな元もとの機械水晶イリスがほっと溜ため息いき。


「！　そうだ、テッシャは！　浄化は終わったのか！」


「…………」


　口早にまくしたてる千せん年ねん獅しに巫女は答えない。


　答えるかわり、無言で、自分の抱えた少年を渡わたした。


「……テッシャ」


　人工呼吸器を外した少年。その胸がわずかだが隆りゆう起きを繰くり返していた。自分の力で、自分の意志で呼吸を繰り返して。その次に。


「………………っ……」


　弱々しくも、儚はかなくも、だがたしかにそのまぶたが開いていく。


「……姉……ち……ゃ」


「──────っっ」


　少年を胸に抱だいたままホルンが膝ひざをつく。


「……よかった。本当に……」


　遮眼帯ブラインダーを伝っていくしずく。


「永ながかった……何度、だめかと思ったか……諦あきらめそうになったか」


　きっとそれこそが、彼女が天結宮ソフイアで初めて見せた──ずっと我が慢まんして堪こらえていた『弱よわ音ね』だったのだろう。


「──ふぅ」


　少年を抱きしめるホルンの隣となりで、ユミィがぐっと胸を張ってふりかえった。


「どう？　すごい？　ビックリしたでしょ、魔ま笛てきの浄化も一発だよ！」


　しめった空気を吹ふき飛ばす満面の笑みで、幼なじみが握り拳こぶし。


「ほらほら？　こんなわたしに対して何か言うことは？」


「……すごいじゃない」


「違ちがう違う！　もっと、こう、ほらぁ」


「じゃあ、ええと──」


　何かを期待するような目で見つめられ、シェルティスはふっと苦笑をもらした。


「よく頑がん張ばったね、お疲つかれさま」


「……えへへ、ありがと」


　照れくさそうに、嬉うれしそうにはにかむ巫女。


『単純ですねぇ』


「い、いいじゃない！　誰だれだって褒ほめてもらえたら嬉しいんだから。べ、別に……そのために巫女やってるわけじゃないけど……」


　機械水晶イリスの突つっこみにユミィが顔を赤くする。


「と、とにかくこれで一件落着だから。メイメルたちにも報告して──」





「ほぉ。んじゃ、ま。俺らの話もしていいっすかね巫女様」





　聞き覚えのないその声は真後ろ、部屋の扉とびらの方角から。


「いやぁ悪わりぃね、なんだか楽しげなムードに押し入っちゃって。どうせなら俺らもまぜてほしくてさ。なあ黒ク猫ロ」


「……ヒューイック様、あれほど空気を読んでくださいと言ったのに」


　扉脇に無造作にもたれかかった長身の男。


　そしてもう一人、そのすぐ背はい後ごに控ひかえたスーツ姿の女性。
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　……気配が。


　……この距きよ離りまで僕に接近を気づかせなかった？


　いくらユミィとの会話に気を取られていたとはいえ、正せい護ご士し級の人間が忍しのび足で近づいていたとしても気づける自信はあった。なのに。


「何者だ」


　テッシャを抱えたまま、左手で小型の自動拳けん銃じゆうを突きつけるホルン。


「十五秒以内に所属、名前、ここに来た目的を簡潔に述べろ。さもなくば──」


「はいはい。別に隠かくすつもりはさらさらねぇからな」


　が、男の方は鼻先に銃を突きつけられてなお平然とした面おも持もちを崩くずさない。


「まず目的だが────ああ、いやこれはホントに大したもんじゃねえよ。遠路はるばる、せっかく来たんで見学しようと思ってきたわけ。おたくらだってさんざんウチのこと見学してったろ？」


「質問だ。ウチとは？」


「統政庁。そっちの巫女様、それと護士の兄ちゃんも来たっけか？　あん時はうちの筋肉馬ば鹿かがたいそう世話になりましたとさ。なあ黒ク猫ロ」


「…………」


　スーツ姿の女性が無言で会え釈しやく。


「次の質問だ。筋肉馬鹿とは？」


「おう、そっちの兄ちゃんは実際に戦ったから覚えてるよな。うちの『第一』のこと」


　けらけらと、楽しくてしょうがないとでも言いたげなまなざし。


　──統政庁。そして『第一』と聞いてあてはまる男といえば。


「聖域術式のゼアドール……？」


「おう、そいつそいつ。いやぁ、あの筋肉馬鹿が珍めずらしく他人を褒めてたからよ、こっち来たらぜひともツラ拝おがんでおきたくてね」


　寄りかかっていた身体からだを起こす男。


　スーツ姿の女性の真横に並び立ち、その男は自みずからを指さして宣言した。


「統政庁特務機関『天の車』より『第九』のヒューイック。わざわざ出向いてやったんだから感謝しろよ？」












　エピローグ　　『集つどう者たち』







　色いろ鮮あざやかなステンドグラスからこぼれる日ひ射ざし。ガラスの色しき彩さいを日光が映うつし、そのまま無数の色彩が純白の通路を飾かざりたてる。


「お……おおっ」


　まるで光の通路。どこまでも広く静かな聖地。


　天結宮ソフイア２９０階。


　２９１階建てというこの超ちよう高こう層そうの塔とうにおいて、その頂上『楽園』の真下に存在するフロアである。巫み女こをはじめ、一部のごく少数の階級だけがこのフロアへの昇降機エレベータを起動できる。


「す……すごすぎる。なんて絢けん爛らんな……あ、いや違うなぁ。壮そう大だい？」


　絢爛は贅ぜい沢たくという意味に聞こえてしまう。そういった意味では真逆。このフロアには自然の光と音しかない。


「すごい場所だよ、ねぇユト？」


「ねー。エリ姉」


　スキップで進んでいくユトの手をとり、エリエは音無き回かい廊ろうを歩いていた。


「……ほんとこんな場所で待ち合わせだっけ？」


　なんだかものすごく場違いなところに来ちゃった気がするけれど。





〝明日の朝十時にでも塔の２９０階に来てくれればいい〟





　……ツァリって人にはここって言われたけど。


「でもたしか、ここって皇おう姫ひさまの住──」


「エリエさん」


　水鏡色の髪の少女が、見上げるほど巨きよ大だいな扉とびらの前で立っていた。


「……昨日はお恥はずかしいところを」


「おお、紗砂シヤサだぁ！　元気ってか平気？　本当だいじょうぶなの？」


「は、はい。今日もさっきまで寝ねてたおかげで」


「あ、ほんとだ。ここ寝ね癖ぐせ」


「ええっ？　ね、寝癖ですか？　どこ、どこですか」


　慌あわてて後うしろ髪がみを手で撫なでつける紗砂。


「あはは、気にしなくていーってば。それよりすっごくデカイ扉だねぇ」


「これですか？　これは──」


　ふり返る紗砂が、そびえ立つ扉を前に目を細める。


　見上げるほど巨大な金属製の扉。水鏡さながらに輝かがやく銀色に、要所要所が黄金色と空色で彩いろどられた扉だ。これほど派手な色の組み合わせは見る者に攻こう撃げき的な印象を与あたえるものだが、この扉はふしぎとそれを感じさせない。


「皇姫サラの私室『夢見の天幕』に続く扉です」


「ここが……」


　居住区で暮らすエリエも話だけは聞いたことがある。


　天結宮ソフイアの絶対階級である皇姫の安あん息そく室しつ。氷結鏡界を一ひと月つき祈いのり続けた後に許された三日間の休息をとるための、世界でもっとも静かな聖地であると。


「ところでどこに行きましょう」


「あ、そうだねー。……やっぱり塔の中がいいかな。紗砂ちゃん塔のなか詳くわしいもんね。どこか遊べるところない？」


　紗砂の体調もまだ不安だし、なるべく外より中で遊ぶ方がいいだろう。


「遊ぶためのところは難むずかしいですね。なにしろ実務のためだけに設計された建物ですから。これだけ大きくてもそういったスペースは用意されてないんです」


「そりゃそうか。んじゃあ……よし、決めた！　あたしに任まかせて。友だちが護ご士し候補生やっててさ、そこの宿舎使わせてもらおうよ！」


「エリ姉？　それってシェル兄のお部屋」


「そうそう、ちゃーんと合あい鍵かぎも作ってきたんだから！」


「ホントは合い鍵も違い法ほうなんですけれど、この際だから良しですね……エリエさんてば、いけない人」


　くすっ、と紗砂が表情をほころばす。


「決まりだね！　それじゃあ」


「よろしければ、その前にちょっと寄り道してもいいですか」


「およ？　なに？　どっか行きたいところあるの？」


「ええ。ついてきてください。このフロアの昇降機エレベータは塔の全フロアに通じてます」





　天結宮ソフイア２６９階。


　一階丸々、綺き麗れいな正方形の個室に区分されたフロアである。


「ねえねえ紗砂ちゃん、ここは？」


「会議フロアです。錬れん護士の人たちが使うところなんですが、いまこの階は貸しきりになってます。……どうも珍めずらしいお客さんが来ているらしくて」


「え？　でも貸しきりっていったら」


　自分たちが入ってしまったらマズイのでは？


「平気ですよ、こっそり離はなれて様子を見たいだけです。会話の内容は念話で聞き取れるし、状じよう況きようも遠視でわかります」


「おぉ……すごぉい。そういや紗砂ってば沁しん力りよく使えるんだもんね。いやー、あの時はビックリしたよ。初めて会ったのが天結宮ソフイアの大浴場で、紗砂ったらいきなり────」


「そ、それはもう言わない約束です！」


　顔を紅こう潮ちようさせて首をふる少女。


「それより、ほら。あそこ」


「え？　どれどれ」


　紗砂の指さす先を、食い入るようにエリエは見つめた。


「声は出さないでくださいね。ほら、あそこの奥おくの会議室、いまちょうど巫女のメイメルが入っていくところです」
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　２６９─Ｆ会議室。


　フロアのちょうど中心部にある部屋は、すでに多くの顔ぶれで埋うめつくされていた。


「おーいメイメルまだかぁ。オレそろそろ暇ひまで死にそうなんだけど」


「イシュタルも、イーシャちゃんがいないと寂さびしくて寂しくて……」


「あのさレオン、だからなんで僕ぼくがこんなところに呼ばれるの。明らかに周りと階級差がありすぎるっていうか」


「うるさい。元はといえばお前が『第一』のゼアドールとやらと知り合いという話が発ほつ端たんだろうが。お前の事情聴ちよう取しゆも兼かねてだ」


「……いやだから、知り合いっていうほどのものじゃないんだって」


「なるほど、それのおかげでまた面めん倒どうくせぇことに巻きこまれたわけだ」


「この部隊にいると退たい屈くつしませんね」


「…………緊きん張ちようで胃が痛くなってきた」


「だ、だいじょうぶですか？　モニカ先せん輩ぱいしっかり。胃腸薬飲みますか？」


『ねぇねぇシェルティスぅ。可愛かわいいイリスはそろそろ年休をもらいたい気分です』





「はいはーい。お待たせみんな、こっち注目」





　パンパンと手を打ち鳴らすメイメルに、会議室に集つどう面々が一いつ斉せいにふりむいた。


「えーと……一人、二人……大勢ねぇ。ちゃんと全員いるかしら。ちょっと出席でも取ろうかしら？　各自、名前を呼ばれたら元気な声で──」


「全員いるっての。てかメイメル一人だけ遅ち刻こくな」


　折りたたみ椅い子すに腰こしかけつつ、爛ラン。


「平気よぉー。三分以内の遅刻は遅刻って言わないんだから」


　さわやかな笑顔で長身の巫女がふり返る。にこやかな表情。──敵意、疑念を一ひと欠片かけらも感じさせないまなざしで。


「さてそれじゃあ、まずは互たがいに自己紹しよう介かいからしましょうか？」


「ああ、そりゃお構いなく」


　会議室の中央にて。


　椅子に縛しばりつけられた恰かつ好こうで首をふる男。


「そっちは巫女様が二名。それぞれメイメル様にユミィ様ってか。で、その後ろが千せん年ねん獅しの爛、レオン。いずれも徒と手しゆ空くう拳けん、大たい剣けん使いとしては浮遊大陸オービエ・クレアきっての第一人者。んで、そっちで妹の写真を眺ながめてるのが錬護士筆頭のイシュタル。その後ろの兄ちゃんがシェルティスで、その横で腹痛そうにしてるのが部隊長のモニカだろ？　後ろで心底嫌いやそうな表情してるのがヴァイエルで、でっけぇ帽ぼう子しかぶってるのが華宮カグラ。いずれも護士候補生。誤あやまりがあれば指し摘てきしてくれ」


「あらすごい。巫女や千年獅だけじゃないのねー。護士候補生の名前まで」


　賞賛の面おも持もちでメイメルが声を上げる。


「そりゃ統政庁ウチに来た面子メンツくらいは押おさえておいてしかるべきだろ。なぁ黒ク猫ロ？」


「はい。ただし、調べたのは全すべて私ですが」


「……そりゃ蛇だ足そくだぜ黒ク猫ロよ」


　長い長い溜ため息いき。


　かと思えば、その男は自分を見下ろすメイメルをまっすぐ見上げて。


「そして一つ教えてくれや。なんで俺おれぁまたこんなチンケな折りたたみ椅子に縛りつけられてるのかね？　昨日一晩この有あり様さまで、さすがにケツが痛いてぇんだが」


「そりゃあ、正体不明な侵しん入にゆう者さんを自由にさせちゃう訳にはいかないでしょ。昨日だって、立ち入り警告エリアのＤ区画に入ってきたっていうし」


「だがよ。俺がこんなグルグル巻きで、黒ク猫ロ──俺の部下にはまともな椅子が用意されてるってのはどういうわけだ。おまけに紅茶と菓か子しつき」


　椅子に縛りつけられた状態で、隣となりに腰かける女性を顎あごで指さし示す。会議用の椅子に優ゆう雅がに腰かけて、こちらは静かにティーカップに口をつけている状況だ。


「男女差別じゃね？」


「ヒューイック様、それは互いの第一印象による差別化というものです。いわば品性、品格、身だしなみ、教養、その他もろもろ日ひ頃ごろの行いの表れかと」


「……お前どっちの味方よ」


　ぐったり疲つかれた表情で溜息をつく男。


「まあいい。ほら何でも聞いてくれ、言っておくが俺らは喧けん嘩かしにきたわけじゃねぇぞ。なのになんだこの豪ごう勢せいな顔ぶれ。天結宮ソフイアの頂点が半数近くお揃そろいってか」


「みんなお祭り好きなの」


「ほぉ……」


「まあ冗じよう談だんはさておき。だって統政庁の特務機関でしょ。天結宮ソフイアのライバル機関が保有する特とく殊しゆ部隊なわけで、そんなのわたし一人じゃ怖こわくて面会できないもん。まずはあなたの名乗った所属が本当かどうか」





〝統政庁特務機関『天の車』より『第九』のヒューイック〟





「そっちについちゃあ一番詳しいのはそこのほら、候補生の兄ちゃんだろうが」


　ヒューイックの視線はメイメルの脇わきをすり抜ぬけて──


「お前だ」


「……僕？」


　レオンに肘ひじで突つかれ、シェルティスは目を瞬しばたたかせた。


「おうよ。どうせあの筋肉馬ば鹿かのことだ、俺の情報とか『第七』のこととか、戦せん闘とう中に好き放題しゃべりまくってたんだろ」


『あ、言ってました言ってました。私、会話記録してますよ。再生しましょうか』


　暢のん気きな声で機械水晶イリスが反応。





〝我われら『天の車』とは、それぞれが統政庁の基点に配置された特務機関よ。いかなる場でも特例により武力の行使が認められ、扱あつかう武器によって名が与あたえられている〟


〝扱う武器によって……っていうことは『第一』っていうのも、聖せい廊ろうを守るのが一人って意味じゃなくて鎚矛メイス一本で戦うから？〟


〝うむ。残る『第七』と『第九』も、それぞれの名にふさわしい数の武器を使──……〟





『ちなみに二つめの台詞せりふはシェルティスのものです』


「……あんの馬鹿、本当に何でもかんでも喋しやべってやがった」


　機械水晶イリスの再生した会話に重苦しい溜息をつく第九。隣に控ひかえる黒ク猫ロにいたっては絶句してものも言えないらしい。


「ふぅん。さしあたり、『天の車』とやらに『第九』という構成員がいることだけは信じましょう。……話を進めてもらえるかしら？」


「反はん撃げきだよ」


「反撃？」


「おう。しかしな、こうみえて天結宮ソフイアと統政庁で対等な会談をしにきてるつもりなんでね。この縄、いいかげん切るぞ？」


　はらり……肩かたから足首までを頑がん丈じように縛っていたロープが、鋭えい利りな切断面をみせて床ゆかに落ちていく。


「おっ！」


　椅子にふんぞり返っていた爛の目が輝かがやきだした。……どうやって切断したのか。わずかな音も前まえ触ぶれも、気配すらなかった。


「すげぇすげぇっ！　おいどうやったんだ？　もう一回！」


「ふふん。どうよ凄すげぇだろうが。これぞ俺様の──ぶはっ!?」


　脇の下に肘をたたき込まれてヒューイックが悶もん絶ぜつ。


「ヒューイック様はしばしお休みを。話が進みません、私から申し上げます」


　折り目正しく立ち上がり、黒ク猫ロが丁てい寧ねいな仕草で頭を下げる。


「先日、巫み女こユミィ様に統政庁へとお越こしいただいた会合で、異い篇へん卿きようマハ、そしてイグニドなる者の襲しゆう撃げきを受けた一件。先せん般ぱんは多大なるご迷めい惑わくをおかけいたしました」


「あ、い、いえ……そんなことは」


　あわてて手をふるユミィに、再度黒ク猫ロが深々と会え釈しやく。


「そして天結宮ソフイアにいたっては、いまからちょうど一月前。異篇卿マハによって護士の部隊が壊かい滅めつさせられたという話。その件自体はそちらのシェルティス様、華宮様によって解決しましたが…………いかがでしょう？　まだ本当の解決にはいたっていない。なぜなら異篇卿の正体と目的が何一つわかっていないのだから」


　──そうですね？


　微び笑しようと挑ちよう発はつをまじえたまなざしでメイメルを見つめる黒ク猫ロ。寄りそう彼女の隣、変わらず椅子に腰かけたままヒューイックが肩をすくめてみせた。


「統政庁はここらで反撃に出る。俺と黒ク猫ロで見つけた拠きよ点てんの一つに侵は入いってね」


「なぁるほど。天結宮ソフイアもその話に乗ってこいと」


「統政庁は襲撃を受け、あんたらもマハに部下を潰つぶされてる。こりゃお互い協力していいんじゃねーか？」


「……そうねぇ。その前に、質問したい人は質問しちゃっていいわよ」


　誰だれかいる？　あたりを見回すメイメルに対し、その場の誰からも声は上がらない。


　……いや質問はあるはずなんだ。


　……たぶん誰もが疑問に思うことが、最低でも一つはある。


「みんな控えめねぇ。それじゃあ──」


「一つだけ」


　沈ちん黙もくを守る周囲のなか、シェルティスはおずおずと口を開いた。


「何でもいいの？」


「おうよ、いいねぇ兄ちゃん。好こう奇き心しんてのは大事だぜ」


　テーブルに肘をつけるヒューイックの目つきが変わる。その隣に佇たたずむ黒猫もまた、怜れい悧りな青眼を糸のように細めてこちらを凝ぎよう視し。


　……これは。


　……やっぱりだ。向こうは最初から、こっちに質問させる気でここに来てる。


『問い』とはつまり、質問者の情報収集能力・情報分ぶん析せき能力をはかる物差しだ。


　この場で巫女や千年獅、護ご士しといった者たちがどんな問いを発するかで、天結宮ソフイアの情報分析力が大まかに把は握あくできてしまう。


　……この二人はいわば試験官。


　……天結宮ソフイアが仲間として頼たよりになるか否いなか、それを見定めるための。


　だからこそ危険を覚かく悟ごで正面から現れた。


　もしも統政庁の期待に反する質問しかできなかったら、情報収集能力なしとみなされて異篇卿に対する有益な情報も提供されないことだろう。


「いいねぇ兄ちゃん、その表情悪くねぇ。わかってるじゃねぇか」


「──ヒューイック様。それは多少言いすぎかと」


「黒ク猫ロよ、こいつらわかってるぜ。わかってる連中に俺らの目的をグダグダ隠かくしてもしょうがねぇ」


　さあ、どんな質問を俺に投げかける？　もはや隠す必要もないと判断したのだろう、『第九』の不敵な眼光が明確にそう告げている。


「僕が知りたいのは、あんたたちの情報源」


「ほぅ？」


「────」


　ヒューイック、そして黒ク猫ロがわずかに目を見開いた。


「一つめ。僕と華宮が『黄金のマハ』と戦ったことは塔とうの外に発表されてない。……次に二つめが異篇卿の拠点。天結宮ソフイアでもまだ見つけてない拠点をどうやって見つけたのか。どっちもまだ説明してもらってないはず」


「………………渋しぶいねぇ、ちゃんとそこに気づいたか」


　長い長い沈黙の後、統政庁の特務員が呟つぶやいたのはそんな一言だった。


「若わけぇのに中々だ。あ、いや俺もまだ二十代だけどな。まあ年代の話になると実はこっちの黒ク猫ロのだな──」


「ヒューイック様」


「……おし、話を進めよう。結論から言やぁ質問の内容は悪くねぇ」


　頰ほお杖づえを突いたまま、その『天の車』の男は自みずからのまぶたを指さしてみせた。


「眼めだ。ミクヴァの緋ひ眼がんと言えば通じるな。兄ちゃんの質問だが、アレを使えばどちらも情報を引き出せる」


『おや、でもアレは適格者がいなければ使用できないはずですが？』


「ご名答。だからこいつがいるのさ」


　真後ろに控えるスーツ姿の女性をヒューイックが顎で指し示す。


「いま統政庁には計三人、ミクヴァの緋眼の適格者がいる。黒ク猫ロはその一人だ。適格者っつっても完全適格者じゃねぇから取りだせる情報も制限されてるが……まぁそれくらいの情報なら抽ちゆう出しゆつできるわけよ。ざっとこんな感じの答えでいいか」


『必要十分かと』


「……うん」


　ヒューイックと名乗るこの男は曲くせ者ものだ。『第一』と真逆、一枚も二枚も絡からめ手を仕込んだ上で相手の心理を巧たくみに読んでくる。


「で、おたくらの回答は？」


「そうねぇ。今回のは反撃といっても侵しん入にゆうらしいし、少数精せい鋭えいなんでしょう？　相手が相手だし正護士じゃだめ……錬れん護ご士しも状じよう況きようを詳くわしく知る者は少ないし。ああどうしよう、それならここにいる面々の誰かを向かわせるしかないわねぇ」


　胸の下で腕うで組ぐみし、その指先を自らの頰にあてる巫女メイメル。その表情はさながら、高度な知的ゲームに興ずる名めい手しゆのようで。


「一人か二人？」


「んなこたぁねえよ。敵機関の規模もまるでわかっちゃいねぇんだ、味方は多い方がいいってのが道理。……ま、ただ統政庁が二人ってなもんで、そっちに何十人出せとは言えないわな。協力する気があるなら二人ほど出してもらいたい。実際、一度に侵入できるのも俺と黒ク猫ロ合わせて四人が限界だ。それ以上は別部隊に回す」


「ちなみに最大数は？」


「俺らが信用ならないってなら多めに用意してもらっていいぜ」


　微笑をうかべて訊たずねるメイメルに、第九は自らの手を広げてみせた。


「しかし大所帯は勘かん弁べん、最大はせいぜい五人だな。つまりおたくらが五人選んだ時は、俺と黒ク猫ロ合わせて七人になる。この場合はおたくら五人のうち二人が俺らと組んで本隊、残り三人が別ルートからの侵入チームになってもらう」


「ふむふむ。つまりは二名までがあなたたちと同行できて、それ以上は別部隊になると。──これは難問ねぇ」


　言葉と裏腹に、そう答える巫女の口調は楽しげだ。


「爛」


「おう」


「ヴィオラ・ノヴァとホルン・ノヴァは？」


「上で待機中だな」


「ありがと。つまりここにいる九人とノヴァ姉妹で計十一人。春蕾シユンレイはサラ様のかわりに結界に大おお忙いそがしだから除のぞきましょう。ここから最大五人までが同行できるわけね……あらあら困ったわぁ、こんな豪ごう華かなメンバーで誰を選ぼうかしら」


　いたずらっぽい笑顔で虚こ空くうを見つめるメイメル。


　……第三機関への侵入。いけるのは最大でもたったの五人。


「────」


　あらためて部屋に集つどった顔ぶれを見回し、シェルティスはぐっと息を呑のみこんだ。


　まず巫女が三人。メイメルとユミィ、別フロアに待機しているヴィオラ。


　そして千せん年ねん獅しも同じく三名。爛、レオン、別フロアのホルン。さらには錬護士筆頭のイシュタルまで。いずれも塔とう最強の一角に名を連つらねる実力者たちだ。


　……ここに僕たちの部隊四人が加わった総勢十一人。


　……ここから最大五人が選ばれて異篇卿たちの拠点に向かう。





〝知りたければ追いかけて。さあシェルティス、空白わたしを追いかけてきてください。それが全すべての始まりだから〟





　……選ばれて、そして行きたい。


　空白イグニドの真意。そもそも、あの異篇卿がなぜミクヴァの緋眼や禁断水すい晶しようといった存在について異常なほどの知識を有しているのかも謎なぞのままなのだ。


　……それに何より、なんで僕が魔ま笛てきを宿してることまで知っているのか。


　一つの予感が胸を圧あつ迫ぱくしていく。


　適格者でなければ使用不可能なミクヴァの緋眼すら自在に起動させ、そして……僕が穢歌の庭エデンに堕おちたことまで知っているあの異篇卿。


　……誰も知らないはずのことを知っているということは、すなわち。





　この身体に宿った魔笛を浄化する方法も、空白ならば知っている？





「────」


　統政庁に行ったのも、もともとは統政庁の培ばい養ようする幽ゆう幻げん種しゆの情報が自分や巫女ユミイに関係してると思ったからだ。それが全て第三機関の暗あん躍やくであるとわかったいま、この統政庁からの提案を逃のがすわけにはいかない。


　……ユミィ、巫み女この誰もできなかった魔笛を浄化したのは本当に凄すごいと思った。


　……本当に頑がん張ばってる。僕や、塔のみんなの為ために。


　ならば自分も。


　この侵入任務がどれほど危険だとしても、それが僕やユミィの為に繫つながるのなら──


「さてさて、みんな気持ちは決まったかしら？」


　どこからともなく大きめのメモ帳を取りだすメイメル。


「もちろん最終的にはわたしが決定するけども、まずは要望があれば聞いてあげる。統政庁との合同計画、参加する意志のある者は名乗り出なさい」


　指先でペンをくるくると器用に回しつつ、彼女は集ったメンバーを見み渡わたした。


「……あら、誰もいないの？」


　誰からも反応はない。


　沈黙する天結宮ソフイアのメンバーを見てメイメルが目を丸くする。


「意外ねぇ、それとも遠えん慮りよしてるだけかしら？　それならわたしの方で勝手に決めちゃうけど、それでいいわね。それじゃあ──」


「…………僕で」


　緊きん張ちように渇かわききった喉のどで、むりやりに声を振ふりしぼる。


　天結宮ソフイアのメンバー。そして統政庁の特務員二人の視線が集中するなかで────シェルティスは大きく息を呑みこんだ。


「僕でよければ、参加させてください」





　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]





〝参加する意志のある者は名乗り出なさい〟





　会議室から優に十メートル以上離はなれた十字路の物もの陰かげにかくれ、エリエはじっと目をつむって会話を聞いていた。


　……すごぉい。


　……これが念話なんだ。


　鍵かぎのかかった会議室の、そのなかの会話が頭に直接響ひびいてくる。もちろん自分は一いつ般ぱん庶しよ民みんであって沁しん力りよく術式なんか使えない。他人の会話を念話によって盗とう聴ちようし、さらに第三者である自分にまで聞こえるよう術式を組んでくれたのは──


「…………」


　水鏡色の髪かみをした少女は、じっと会議室の方角を見つめるばかり。


「エリエ、話は聞こえましたか」


「バッチリ。さすが紗砂、すごいじゃない！　いっそ巫女見習いになっちゃうとか？」


「……それも良いですね」


　本気か冗じよう談だんかわからない微び笑しようでうなずく少女。


「それよりエリエ、いまの侵入の話も気になりませんか」


「うんうん！　シェルティスの声も聞こえたし、まーたどっか行っちゃうのかな。遊べなくなるのに」


　自然区や生ビ態オ生ト育ー野プへの遠えん征せいならまだいい。けれど統政庁の時のように、何日も浮遊島ラグーンに出かけてしまっては残された自分やユトが寂さびしくなるじゃないか。


「それなら行きましょう」


「え？」


「あのヒューイックとやらの話、エリエも参戦してください。なにしろ天結宮ソフイアに関かかわることですからわたしも興味がある」


「…………え、えぇぇぇぇっぇぇ！　そ、それってどういうこと!?　あ、あたしみたいな一般人が、あのなかに名乗りを上げろってこと!?」


「飛ひ空くう艇ていの操縦士なり何なり、もぐりこむ方法はいくらでもあります」


「え。い、いや……あたしはそういうの大好きだけど、でも立場というか雰ふん囲い気きが、そういうの許してくれないっぽくない？　めっちゃ真しん剣けんな話だし」


「だいじょうぶですよ。それは私が何とかします。それに」


　珍めずらしくも、ぐっと握にぎり拳こぶしをつくって紗砂がウィンク。


「身の心配には及およびません。エリエには心強いパートナーに同行してもらいます」


「おぉっ、パートナー!?」


　心強いと言いきるなんてよほど頼たよりになる相手なのだろう。それって誰？　千年獅？　それともシェルティス？　いやいや、まだ見ぬ影かげの実力者という説もありうるけれど。


　そうこうしてる間に。


　隣となりの紗砂はにっこり笑顔で。


「頼たのみましたよユト」


「はーいっ！　エリ姉と一いつ緒しよにおでかけだね！」


「そういうわけでエリエ、ユトを連れて行ってあげてくださいね」


「ユトがんばるよー」


「…………」


　嬉うれしそうにはしゃぐ幼女と、同じく笑顔の紗砂の顔を交こう互ごに見比べて。エリエはぽつりと呟つぶやいた。


「……柄がらにもなく不安になってきた」
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　２６９─Ｆ会議室。


「ほぅほぅ、なるほどなぁ」


　ただ一人愉ゆ快かいそうに肩かたをふるわせるのは統政庁の特務執しつ行こう員。


「なんだよ、一人が口を開いたら……皆みなさん、周りの連中の顔色をうかがってたってわけか。しかしこれじゃあ人数オーバーだぜ。さて、お約束の選せん抜ばつといこうか」


「────」


　姿勢を正して佇ちよ立りつする部下は無言。唇くちびるを一の字に引き締しめて、黙もくする彼女が横目に見つめるのは天結宮ソフイアの巫女だった。


「ふむふむ、ちょっと五人より多いわね。どうしましょうねぇ、名乗り出なかった中にも行かせたいのがいるし……まあコレをこうしてアレして。うん、これでいいわぁ！」


　メモ帳を閉じて満足げにうなずくメイメル。


「もういいのか？」


「ええ、もう決めたわ。あまり統政庁の賓客ゲストを待たせるものでもないし」


　訊たずねる爛にウィンクで応こたえ、塔とうを束ねる巫女が自らの前髪をさっと払はらう。流れるような動きで、彼女は真後ろの扉とびらを指さした。


「それじゃあ、統政庁との合同計画に参加する選抜者を発表するわね」


　そして。





「いまから名前を呼ぶ者だけ、この部屋に残りなさい」





　メイメルの宣言と共に──


　会議室は、静かな緊張に包まれていった。














　あとがき







　水すい晶しよう世界。輝く鏡きよう面めんに映うつるのは弱者か、それとも────





　本書を手にとってくださってありがとうございます、細さざ音ね啓けいです。


　いきなりですが、今回あとがきが三ページです。あとがきを書いてて思うのですが、大体これくらいが細音にとっての適量なあとがきボリュームだったりします。


　ページが多すぎると大変だし、少なすぎると内容をまとめるのに一ひと苦く労ろう。三ページだと少し近きん況きようも話しつつ、「ちょっと足りないか？」くらいで締められるんですね。この「ちょっと足りない」という境きよう界かい線せんがポイントで、ご飯とか遊びも「あと少し！」というくらいで止めておくと次回が楽しみになって良いと思ったりするこの頃ごろです。


　──さておき。少しだけ本巻のお話を。


　肝かん心じんの『エデン６』の内容ですが、これはもう、まずは読んでもらえるのが一番かなと。仲間もおおよそ出そろい、そしてユミィも物語の主しゆ軸じくに関わりはじめ、世界観も徐じよ々じよに全体像が見えてきたと感じて頂ければ幸いです。


　次巻、いよいよ敵てき陣じん（？）めがけ突とつ入にゆうというか、今までの仲間たちを巻きこんで一つの佳か境きように突入です。ご期待ください。





◆少しだけ近況　～加速する睡すい眠みん時間～


　相変わらず続いています超ちよう朝型生活。


　半年くらい前に始めた『朝三時』起き生活から、徐々に『朝二時半』起きに移行して、慣れてきたのでさらに『朝二時』起きに挑ちよう戦せんしようかと計画中です。段々これが早まって、このまま来年くらいには『深夜零れい時じ』起きとかまで行くような行かないような。


　え？　そんなに早く起きて何してるかって？


　そりゃあ原げん稿こう……も時々やりつつ、本読んだりネットで資料探したり。「こんなことやってます！」みたいなのも詳くわしく紹しよう介かいしたいのですが、これが中々難むずかしいのですよ、あとがきのページ調整……





◆お礼


　いつも的確なアドバイスをくださる編集Ｋさん、美び麗れいなイラストを仕上げてくださるカスカベアキラさん、ありがとうございます！


　そして『エデン』を応おう援えんしてくださる全すべての方、これからもよろしくお願いします！





◆次巻予告




　全てを教えてあげる。あなたが望む事こ実とも望まない事こ実とも、そっくり全部。


　……私は、そのためにいるんだから。







　メイメルに選ばれた天結宮ソフイアの選抜部隊。


　統政庁の第九ヒユーイツクらと共に第三機関への拠きよ点てんに侵しん入にゆうするも、それを待ち受ける者たちもまた、その時を静かに窺うかがっていた。選抜部隊に選ばれた者と、浮遊大陸オービエ・クレアでその帰りを願う者。数あま多たの思おも惑わくは複雑に絡からまり合い、そして。


　空白の洗礼によって全てが歪ゆがむ────
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　それではまた六月、『氷結鏡界のエデン７　空白洗礼』でお会いできますように。


　二○一一年　一月下旬　http://members2.jcom.home.ne.jp/0445901901/　細音　啓











氷ひよう結けつ鏡きよう界かいのエデン６


水すい晶しよう世せ界かい





細さざ音ね　啓けい
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